
第
四
部

被
爆
五
十
年
後
に
見
い
だ
さ
れ
た
原
爆
記
録

は
じ
め
に

　
多
く
の
原
爆
記
録
が
平
成
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、

附
属
病
院
と
医
学
部
の
庶
務
係
で
見
い
だ
さ
れ
た
。

図
書
館
医
学
分
館
及
び

一
、
医
学
分
館
貴
重
図
書
室
の
原
爆
記
録

　
平
成
七
年
六
月
二
十
三
日
、
相
川
忠
臣
と
三
根
真
理
子
の
両
名
は
調
　
来
助
教

授
の
お
宅
に
淳
子
夫
人
を
お
尋
ね
し
て
調
　
教
授
の
日
誌
を
お
預
か
り
し
た
後
、

長
崎
大
学
図
書
館
医
学
分
館
貴
重
図
書
室
で
原
爆
資
料
の
存
否
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
三
つ
の
原
爆
関
係
資
料
の
入
っ
た
紙
袋
を
見
い
だ
し
た
。
歴
代
の
図
書
館
員

に
よ
り
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
物
は
下
記
の
通
り
で

あ
る
。

封
筒
1

　
巡
回
診
療
班
病
歴
カ
ル
テ
ニ
ニ
七
枚
と
そ
の
間
の
事
情
を
記
述
し
た
書
簡
。

　
袋
の
表
書
き
は
「
巡
回
診
療
班
病
歴
簿
」
と
あ
り
、
裏
に
は
影
浦
内
科
小
柳
光

久
、
仮
卒
濱
里
欣
一
郎
、
山
本
繁
一
郎
、
富
崎
十
美
夫
、
張
　
欽
南
、
吉
本
博
一
、

米
村
博
臣
、
上
園
清
吉
、
川
村
輝
男
の
九
人
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
袋
の
中
に

は　
㈲
　
一
三
七
人
の
カ
ル
テ
、

　
㈲
　
巡
回
診
療
班
発
足
の
い
き
さ
つ
と
活
躍
を
記
し
た
書
簡
、

　
＠
　
巡
回
地
図
二
枚
、

　
㈹
　
注
射
薬
一
覧
表
と
注
射
筒
の
本
数
を
記
載
し
た
も
の
と
が
あ
っ
た
。

封
筒
2

　
原
子
爆
災
調
査
書
と
大
書
さ
れ
た
袋
の
中
に
被
爆
一
年
後
の
医
科
大
学
各
所
の

残
存
放
射
能
測
定
結
果
に
つ
い
て
の
書
簡
、
五
つ
の
報
告
書
、
英
文
一
枚
と
手
紙

二
通
が
あ
っ
た
。

　
㈲
　
古
屋
野
學
長
殿
　
残
存
放
射
線
量
測
定
結
果
報
告
書
在
中
と
表
書
き
さ
れ

　
　
た
封
筒
。
そ
の
差
出
人
は
物
理
的
療
法
科
　
永
井
　
隆
で
あ
る
。
そ
の
中
に

　
　
二
通
の
報
告
書
と
測
定
結
果
が
あ
っ
た
。
報
告
書
の
一
つ
は
昭
和
廿
一
年
十

　
　
月
廿
］
日
の
日
付
け
で
浦
上
復
興
に
際
し
て
の
参
考
資
料
と
し
て
残
存
放
射

　
　
線
量
測
定
結
果
を
提
出
す
る
旨
の
古
屋
野
学
長
宛
の
永
井
　
隆
の
書
簡
で
あ

　
　
る
。
も
う
一
つ
は
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
日
並
に
十
一
日
、
長
崎
医
科
大
学

　
　
各
所
で
行
っ
た
放
射
線
測
定
結
果
を
九
州
帝
國
大
学
教
授
　
篠
原
健
一
氏
が

　
　
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
原
子
爆
弾
災
害
調
査
研
究
報
告
　
文
部
省
学
術
研
究
会
議
　
原
子
爆
弾
災

　
　
害
調
査
研
究
特
別
委
員
会
医
学
科
会
長
　
東
京
帝
国
大
学
教
授
都
築
正
男

　
　
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

＠
　
原
子
爆
弾
被
害
に
因
る
白
血
球
減
少
症
の
報
告
　
奈
良
県
立
医
学
専
門
学

　
　
校
　
教
授
緒
方
準
一
、
米
田
庄
三
郎
　
昭
和
二
十
年
九
月
一
日

㈲
　
原
子
爆
弾
放
射
線
症
の
臨
床
　
文
部
省
学
術
研
究
会
議
　
原
子
爆
弾
災
害

　
　
調
査
特
別
委
員
会
医
学
科
会
　
原
子
爆
弾
放
射
線
病
研
究
班
報
告
書
　
東
京

　
帝
国
大
学
教
授
　
佐
々
貫
之
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㈲
　
原
子
爆
弾
調
査
報
告
　
京
都
帝
国
大
学
土
木
建
築
班
　
建
築
物
の
被
害
調

　
　
査
概
要

　
㈹
　
原
子
爆
弾
災
害
調
査
研
究
特
別
委
員
会
第
二
回
報
告
会
速
記
録
　
学
術
研

　
　
究
会
議
　
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日
、

　
⑧
　
｝
H
一
9
の
原
爆
調
査
団
へ
の
英
文
指
令
書

　
㈲
　
学
術
研
究
会
議
か
ら
の
手
紙
二
通

封
筒
3

　
医
師
と
し
て
の
原
子
爆
弾
体
験
記
録

　
医
家
原
子
爆
弾
体
験
記
録
と
書
か
れ
た
袋
に
古
屋
野
宏
平
学
長
、
調
　
来
助
教

授
、
北
村
包
彦
教
授
、
長
谷
川
高
敏
教
授
、
松
下
兼
知
助
教
授
、
森
　
重
孝
助
教

授
、
金
武
三
良
助
手
、
森
澤
陽
亮
医
師
、
古
閑
達
也
医
師
、
黒
木
重
徳
医
師
と
佐

保
光
康
医
学
生
の
原
子
爆
弾
体
験
記
自
筆
原
稿
が
入
っ
て
い
た
。
別
に
「
医
師
ト

シ
テ
ノ
原
子
爆
弾
体
験
記
録
　
序
言
　
長
崎
医
科
大
学
学
長
事
務
取
扱
　
古
屋
野

宏
平
」
が
あ
っ
て
体
験
記
を
集
め
た
い
き
さ
つ
が
記
さ
れ
て
い
た
。
北
村
包
彦
教

授
の
英
文
の
体
験
記
も
あ
っ
た
。
古
屋
野
学
長
が
昭
和
二
十
年
十
二
月
に
学
内
被

爆
医
師
に
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
附
属
病
院
庶
務
係
の
原
爆
記
録

　
長
崎
大
学
医
学
部
附
属
病
院
庶
務
係
勤
務
の
山
口
麗
子
さ
ん
は
庶
務
係
に
あ
っ

た
原
爆
関
係
資
料
が
資
料
整
理
の
度
毎
に
焼
却
処
分
の
対
象
に
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
際
、
こ
れ
だ
け
は
残
す
べ
き
と
お
考
え
に
な
り
別
に
し
て
大
事
に
保
存
さ
れ
て

い
た
。
平
成
八
年
三
月
ご
退
職
の
み
ぎ
り
、
原
爆
被
災
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
に
セ

ン
タ
ー
長
の
朝
長
万
左
男
教
授
を
お
訪
ね
に
な
り
、
こ
の
原
爆
記
録
を
預
け
ら
れ
、

保
存
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

封
筒
1

　
①
　
戦
災
者
名
簿

　
の
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
原
子
爆
弾
当
時
人
員
一
覧
表

　
⑬
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
原
爆
当
時
の
死
亡
者
及
び
生
存
者
名
簿
（
臨
床
、

　
　
事
務
、
基
礎
）

封
筒
2

　
①
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
の
原
子
爆
弾
に
よ
る
被
害
状
況

　
⑭
　
戦
時
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
こ
と
に
つ
い
て

　
⑥
　
西
浦
上
三
山
救
護
班
作
業
報
告
書
　
長
崎
医
科
大
学
第
十
一
医
療
隊

　
ゆ
　
功
績
調
査
の
件

封
筒
3

　
記
録
草
稿
（
追
憶
）

フ
ァ
イ
ル
ー

　
ω
　
防
空
に
従
事
し
て
死
傷
し
た
医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
特
別
支
出
金
支
給

　
　
事
務
処
理
要
領

　
別

　
侶

フ
ァ
イ
ル
2

原
爆
当
時
の
死
亡
者
及
び
生
存
者
名
簿

　
　
旧
長
崎
大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
雇
傭
人
の
処
遇
に
つ
い
て

　
　
戦
災
死
亡
者
連
絡
先
調
査

　
　
当
時
庶
務
係
長
　
中
島
盛
一
氏
の
報
告

　
　
長
崎
大
学
附
属
病
院
原
爆
犠
牲
者
名
簿

　
　
退
職
手
当
並
九
月
俸
給
年
末
手
当

　
　
旧
国
家
総
動
員
法
に
基
き
徴
用
さ
れ
又
は
総
動
員
業
務
に
協
力
さ
せ
ら
れ

　
て
い
た
者
に
係
わ
る
弔
慰
金
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

　
　
賞
詞
　
第
三
医
療
隊
医
専
三
年
　
永
見
幸
夫

（ラ3（ラ4（．ラ5（ラ6（ラ7（

（
臨
床
、
事
務
、
基
礎
）
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フ
ァ
イ
ル
3

防
空
に
従
事
し
て
死
傷
し
た
医
療
従
事
者
に
対
す
る
特
別
支
出
金
関
係
綴

三
、
医
学
部
庶
務
係
の
原
爆
記
録

　
平
成
八
年
八
月
九
日
、
医
学
部
庶
務
係
倉
庫
を
相
川
と
吉
田
　
碩
事
務
長
補
佐

と
探
索
し
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
書
類
が
見
つ
か
っ
た
。

　
①
　
原
子
爆
弾
統
計
表
　
庶
務
課

　
⑭
　
英
文
一
通
臼
ぎ
窪
目
目
四
運
お
8
こ
o
コ
ぎ
〇
二
σ
q
冒
餌
＆
号
く
巴
o
Ψ

　
　
田
①
暮
o
コ
ぎ
Z
譜
器
畏
一
冒
㊦
達
。
餌
一
d
巳
＜
①
お
ξ
●
U
帥
田
お
。
。
Q
彗
q

　
　
。
磐
の
巴
置
Φ
の
s
臣
a
ξ
爵
①
9
0
目
一
。
－
げ
o
日
げ
g
＞
仁
讐
。
D
け
9
お
命

　
　
遺
骨
引
渡
一
覧
表
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日

　
　
原
爆
当
時
の
死
亡
者
及
び
生
存
者
名
簿
（
臨
床
、
事
務
、
基
礎
）

　
　
大
村
海
軍
病
院
に
於
け
る
長
崎
医
大
日
記

　
　
西
浦
上
三
山
救
護
班
作
業
報
告
書
　
　
永
井
　
隆

　
　
戦
災
死
亡
者
連
絡
先
調
査

　
　
日
本
育
英
会
奨
学
生
戦
災
死
亡
者
に
関
す
る
綴
　
　
学
生
課
厚
生
係

　
　
戦
災
処
理
関
係
綴

　
　
遺
族
手
當
並
九
月
末
及
年
末

　
　
原
爆
犠
牲
者
名
簿
（
職
員
参
考
看
護
婦
）

　
　
職
員
連
絡
簿
　
長
崎
医
科
大
学
　
二
冊

　
　
長
崎
医
科
大
学
原
爆
死
亡
者
遺
族
名
簿
　
昭
和
三
十
年
八
月
調
（
長
崎
、

　
福
岡
、
熊
本
各
県
）

㈲
　
原
爆
記
念
日
行
事
関
係
書
類

3（ラ4（ラ5（ラ6（ラ7（ラ8（ラ9（①qDqのα鋤q心
　
防
空
医
療
業
務
従
事
者
関
係
書
類

q

α81（1の（1⑤

原
爆
犠
牲
職
員
学
生
名
簿
　
事
務
継
次
（
慰
霊
祭
用
）

原
爆
調
査
研
究
委
託
費
　
自
昭
和
二
十
九
年
度
　
事
務
長
室

功
績
調
査
ノ
件
　
昭
和
二
十
一
年
四
月
　
庶
務
課

四
、
本
巻
に
収
録
し
た
原
爆
記
録
に
つ
い
て

　
今
回
見
い
だ
さ
れ
た
原
爆
記
録
か
ら
重
要
な
も
の
を
選
び
、
（
＊
）
に
つ
い
て

は
そ
の
資
料
の
持
つ
意
味
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
新
た
に
書
い
て
い
た
だ
い
て
構

成
し
た
。

　
　
e
　
長
崎
医
科
大
学
復
員
青
年
医
師
に
よ
る
巡
回
診
療
班

　
　
　
　
被
爆
者
の
た
め
に
1
全
力
奉
仕
し
た
医
学
徒
の
手
記
－
　
米
村
博
臣
編

　　　　　　　＊　　＊　＊㊧　㈲　6）仇）（ノ勺　㈲　（六）伍）　（四）（三）　（二⇒

廃
塊
の
ぐ
び
ろ
丘
に
慰
霊
塔
が
建
っ
た
　
　
米
村
博
臣
他

巡
回
診
療
班
カ
ル
テ
に
記
載
さ
れ
た
白
血
球
数

被
爆
一
年
後
の
放
射
能
測
定
報
告
書
　
　
　
永
井
　
隆

原
爆
外
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
里
欣
↓
郎

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の
嘆
願
書
　
　
　
　
　
　
古
屋
野
宏
平

長
崎
医
科
大
学
の
歴
史
及
び
原
爆
被
災
と
復
興
（
英
文
）

医
家
原
子
爆
弾
体
験
記
録

原
子
爆
弾
当
時
人
員
一
覧
表

原
爆
当
時
の
死
亡
者
及
び
生
存
者
名
簿

原
爆
当
時
の
入
院
状
況
（
原
子
爆
弾
統
計
表
よ
り
）

西
浦
上
三
山
救
護
班
作
業
報
告
書
　
　
永
井
　
隆

松
下
兼
知

6
　
長
崎
医
科
大
学
復
員
青
年
医
師
に
よ
る
巡
回
診
療
班
記
録

　
原
爆
直
後
長
崎
医
科
大
学
は
大
村
海
軍
病
院
に
一
時
避
難
し
新
興
善
小
学
校
で

の
診
療
が
本
格
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
ま
で
の
間
長
崎
市
内
で
の
医
科
大
学
に
よ
る
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医
療
は
手
薄
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
年
九
月
中
旬
か
ら
十
月
二
十
日
頃
ま
で
の
間

長
崎
医
科
大
学
の
復
員
青
年
医
師
達
九
名
の
組
織
す
る
巡
回
診
療
班
は
献
身
的
に

市
内
を
巡
回
診
療
、
打
ち
ひ
し
が
れ
た
市
民
を
勇
気
づ
け
感
謝
さ
れ
た
。
そ
の
時

の
被
爆
者
の
病
状
と
白
血
球
数
を
記
載
し
た
カ
ル
テ
は
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
袋
の
中
に
は
巡
回
診
療
を
始
め
る
い
き
さ
つ
と
活
躍
を
記
述
し
た

書
簡
が
あ
っ
た
が
筆
者
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
巡
回
診
療
班
の
一
人
で

あ
る
浜
里
欣
一
郎
先
生
に
調
査
い
た
だ
き
、
執
筆
者
は
米
村
博
臣
氏
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
被
爆
者
の
た
め
に
1
全
力
奉
仕
し
た
医
学
徒
の
手
記
－
　
米
村
博

臣
編
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
浜
里
氏
に
つ
け
て
い
た
だ
き
同
窓
会
だ
よ
り
の
原
爆
復

興
五
十
周
年
記
念
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

口
　
廃
埴
の
ぐ
び
ろ
丘
に
慰
霊
塔
が
建
っ
た

　
浜
里
欣
一
郎
氏
に
巡
回
診
療
班
と
廃
壇
の
ぐ
び
ろ
丘
に
建
て
ら
れ
た
慰
霊
塔
に

つ
い
て
の
い
き
さ
つ
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。
（
同
窓
会
だ
よ
り
原
爆
復
興
五

十
周
年
記
念
特
集
号
掲
載
）

日
　
巡
回
診
療
班
カ
ル
テ
に
記
載
さ
れ
た
白
血
球
数

　
巡
回
診
療
班
カ
ル
テ
一
三
七
枚
の
う
ち
白
血
球
数
が
記
載
さ
れ
た
カ
ル
テ
が
多

数
あ
っ
た
の
で
白
血
球
と
被
爆
後
の
時
間
的
経
過
と
の
関
係
を
調
べ
た
。
（
長
崎

医
学
会
雑
誌
七
一
巻
三
号
掲
載
）

四
　
被
爆
一
年
後
の
残
存
放
射
能
測
定
報
告
書

　
報
告
書
原
文
を
示
し
、
被
爆
直
後
の
爆
心
地
近
傍
の
篠
原
健
一
氏
の
測
定
結
果

と
比
較
し
た
。
（
長
崎
医
学
会
雑
誌
七
一
巻
三
号
掲
載
）

㈲
　
原
爆
外
伝

　
浜
里
欣
一
郎
氏
に
放
射
能
測
定
報
告
書
を
み
て
い
た
だ
き
放
射
線
測
定
の
思
い

出
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。
（
同
窓
会
だ
よ
り
原
爆
復
興
五
十
周
年
記
念
特
集

号
掲
載
）

㈹
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の
嘆
願
書

　
精
神
科
中
根
允
文
教
授
が
鹿
児
島
で
一
九
八
四
年
末
に
故
松
下
兼
知
助
教
授
よ

り
お
預
か
り
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
古
屋
野
宏
平
学
長
と
学
生
主
事
の
松
下
助

教
授
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
あ
て
た
嘆
願
書
で
あ
る
。
中
根
教
授
は
米
国
公
文
書
館

で
の
調
査
を
友
人
に
依
頼
さ
れ
た
が
、
G
H
Q
に
届
い
た
か
ど
う
か
、
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
た
か
ど
う
か
今
の
所
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（
同
窓
会
だ

よ
り
原
爆
復
興
五
十
周
年
記
念
特
集
号
掲
載
）

㈹
　
長
崎
医
科
大
学
の
歴
史
及
び
原
爆
被
災
と
復
興
（
英
文
）

　
平
成
八
年
八
月
九
日
医
学
部
庶
務
係
倉
庫
で
見
つ
け
た
英
文
は
、
添
付
の
統
計

表
に
一
九
四
六
年
十
月
一
日
と
あ
る
の
で
、
同
年
十
月
以
降
に
＝
Φ
区
2
胃
－

一
①
お
0
8
唇
讐
一
8
閂
o
言
霧
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
へ
の
嘆
願
書
は
一
九
四
六
年
十
二
月
九
日
の
日
付
で
あ
る
の
で
、
6
と
7
が

同
時
あ
る
い
は
同
時
期
に
占
領
軍
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
と
も
に

医
科
大
学
存
続
を
願
っ
て
書
か
れ
た
書
類
で
あ
る
。

㈹
　
医
家
原
子
爆
弾
体
験
記
録
（
長
崎
医
学
会
雑
誌
七
〇
巻
三
号
掲
載
）

㈹
　
原
子
爆
弾
当
時
人
員
一
覧
表

㈲
　
原
爆
当
時
の
死
亡
者
及
び
生
存
者
名
簿

㈲
　
原
爆
当
時
の
入
院
状
況
（
原
子
爆
弾
統
計
表
よ
り
）

　
右
記
四
つ
の
原
爆
記
録
と
第
五
部
　
長
崎
に
於
け
る
原
子
爆
弾
災
害
調
査
の
統

計
的
観
察
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
左
記
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。

　
貴
重
図
書
室
で
見
つ
か
っ
た
封
筒
2
㈲
の
原
子
爆
弾
災
害
調
査
研
究
報
告
（
都

築
正
男
、
昭
和
二
十
一
・
三
・
三
十
一
）
の
末
尾
に
原
子
爆
弾
災
害
調
査
研
究
報

告
目
録
が
付
録
と
し
て
あ
り
、
長
崎
医
科
大
学
の
項
に
、

1
．
長
崎
医
科
大
学
（
古
屋
野
宏
平
）
u
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
長
崎
医
科
大
学

　
職
員
其
他
所
在
場
所
調
査
。
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2
．
長
崎
医
科
大
学
（
調
　
来
助
）
一
長
崎
市
原
子
爆
弾
災
害
調
査
統
計
資
料
。

3
．
古
屋
野
宏
平
、
外
二
二
名
一
原
子
爆
弾
体
験
記
（
手
記
）
。

4
．
箴
島
四
郎
、
外
一
名
一
長
崎
市
に
投
ぜ
ら
れ
た
原
子
爆
弾
が
島
原
市
住
民
に

　
及
ぼ
し
た
影
響
に
就
い
て
。

5
．
大
倉
一
郎
一
長
崎
市
原
子
爆
弾
症
患
者
に
つ
き
行
へ
る
「
サ
ン
ト
ニ
ン
」
酸

　
曹
達
負
荷
に
よ
る
肝
機
能
検
査
。

6
．
一
ノ
瀬
健
吾
、
外
二
名
一
原
子
爆
弾
症
患
者
に
於
け
る
膨
疹
吸
収
時
間
の
短

　
縮
。

と
あ
る
。
従
っ
て
昭
和
二
十
一
年
春
ま
で
に
長
崎
医
科
大
学
か
ら
日
本
政
府
に
以

上
六
つ
の
報
告
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
当
然
一
九
五
三
年
に
発
行
さ
れ
た
原
子
爆
弾
災
害
調
査
報
告
集
に
全
て
が
載
っ

て
い
る
も
の
と
思
い
調
べ
た
と
こ
ろ
、
4
、
5
、
6
の
み
記
載
さ
れ
、
肝
心
の
ー
、

2
、
3
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
長
崎
医
科
大
学
か
ら
政
府
に
提
出
さ

れ
た
後
、
第
一
級
の
原
爆
資
料
で
あ
る
ー
、
2
、
3
は
G
H
Q
で
機
密
扱
い
を
受

け
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
体
験
記
録
の
な
か
に
英
訳
を
意
識

し
た
記
載
が
あ
り
、
北
村
教
授
が
自
ら
書
か
れ
た
英
文
原
稿
も
あ
る
の
で
英
訳
さ

れ
て
G
H
Q
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
封
の
≧
一
雪
の
指
令
書
（
8
薯
）

に
は
原
子
爆
弾
調
査
研
究
が
匡
雪
昌
讐
げ
き
冥
o
」
Φ
9
グ
ル
ー
プ
、
G
H
Q
グ

ル
ー
プ
及
び
日
本
政
府
の
都
築
調
査
団
の
三
班
で
行
わ
れ
、
G
H
Q
グ
ル
ー
プ
の

長
が
全
体
の
代
表
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

1
の
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
長
崎
医
科
大
学
職
員
其
他
所
在
場
所
調
査
の
原
資
料

が
庶
務
係
に
あ
っ
た
㈲
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
原
爆
当
時
の
死
亡
者
及
び
生
存
者

名
簿
と
㈹
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
原
子
爆
弾
当
時
人
員
一
覧
表
で
あ
ろ
う
。
教
室

別
に
死
亡
者
と
生
存
者
を
示
し
た
名
簿
は
追
憶
出
版
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
も

な
っ
た
。
名
簿
に
は
追
憶
出
版
時
の
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
追
憶
で
は
教
室

別
死
亡
者
名
は
示
さ
れ
て
い
る
が
生
存
者
名
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
入
院
患
者
と

付
添
人
の
被
爆
状
況
は
㈹
人
員
一
覧
表
と
㈲
原
爆
統
計
表
で
初
め
て
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　
こ
の
と
き
提
出
さ
れ
た
も
の
の
な
か
で
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
2
の
調
　
来
助

教
授
の
長
崎
市
原
子
爆
弾
災
害
調
査
統
計
資
料
は
調
教
授
が
退
官
後
に
出
版
さ
れ

た
長
崎
原
爆
体
験
－
医
師
の
証
言
－
（
調
　
来
助
・
吉
澤
康
雄
著
　
昭
和
五
十
七

年
十
月
　
東
京
大
学
出
版
会
）
に
あ
る
大
部
の
統
計
資
料
（
長
崎
に
於
け
る
原
子

爆
弾
災
害
調
査
の
統
計
的
観
察
）
の
一
部
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
昭
和
二

十
年
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
ま
で
長
崎
医
科
大
学
の
人
々
五
十
人
ぐ
ら
い
で

調
査
が
行
わ
れ
た
。
調
　
教
授
は
一
年
を
要
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
に
は

発
表
で
き
な
か
っ
た
と
そ
の
著
書
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
一
九
五
三
年
に
な
っ
て

英
文
で
ζ
ま
鼠
蔓
ω
霞
鴨
9
＝
。
。
旧
謡
一
あ
8
℃
に
一
部
を
一
九
五
六
年
に
は

同
じ
く
英
文
で
即
。
ω
Φ
胃
3
営
爵
。
。
窓
8
房
彗
α
一
尾
冨
睾
8
0
P
ぎ
口
目
H
。
胃

ぎ
目
ぴ
8
雲
震
祉
o
匹
o
p
く
o
一
b
。
二
9
∵
』
墨
お
ま
　
日
本
学
術
会
議
　
放

射
能
影
響
調
査
報
告
刊
行
委
員
会
編
　
に
そ
の
主
要
部
分
を
整
理
し
て
発
表
さ
れ

た
。
こ
の
た
び
東
京
大
学
出
版
会
の
ご
了
承
を
た
ま
わ
り
そ
の
統
計
資
料
の
す
べ

て
を
こ
の
巻
に
再
録
し
た
。
調
教
授
は
こ
の
原
文
の
コ
ピ
ー
と
調
査
表
を
長
崎
の

放
射
線
影
響
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

3
の
原
子
爆
弾
体
験
記
は
間
違
い
な
く
図
書
館
に
残
っ
て
い
た
草
稿
か
ら
清
書
あ

る
い
は
英
訳
さ
れ
て
政
府
に
提
出
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

㈲
　
西
浦
上
三
山
救
護
班
作
業
報
告
書
（
長
崎
医
学
会
雑
誌
七
一
巻
三
号
）

　
原
子
爆
弾
救
護
報
告
に
先
だ
っ
て
書
か
れ
た
八
月
十
二
日
か
ら
八
月
二
十
二
日

ま
で
の
永
井
　
隆
第
十
一
医
療
隊
長
の
作
業
報
告
で
あ
る
。
西
浦
上
三
山
救
護
班

作
業
報
告
書
は
和
文
タ
イ
プ
で
打
た
れ
た
も
の
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
自
筆
の
稿
は

な
い
。
長
崎
市
庁
西
浦
上
出
張
所
に
届
け
ら
れ
た
後
、
文
書
と
な
っ
た
も
の
の
コ
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ピ
ー
で
あ
ろ
う
か
。
久
松
シ
ソ
ノ
氏
に
よ
れ
ば
負
傷
者
は
長
崎
市
外
の
病
院
に
転

送
し
一
段
落
し
た
の
で
八
月
二
十
三
日
に
第
十
一
医
療
隊
は
ひ
と
ま
ず
解
散
と

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
少
数
の
残
留
隊
員
に
よ
り
さ
ら
に
十
月
ま

で
救
護
作
業
は
続
け
ら
れ
た
。

154

　
い
つ
の
日
か
日
の
目
を
み
る
こ
と
も
あ
ろ
う
と
万
感
の
想
い
を
込
め
て
古
屋
野

学
長
が
封
を
さ
れ
た
3
つ
の
袋
が
歴
代
の
図
書
館
員
に
よ
り
大
事
に
保
存
さ
れ
て

き
た
。
調
家
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
原
爆
被
災
復
興
日
誌
を
見
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
そ
の
日
の
内
に
図
書
館
に
足
を
向
け
て
こ
れ
ら
の
資
料

を
み
つ
け
た
が
、
ま
る
で
調
教
授
に
導
か
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　
庶
務
係
の
山
口
さ
ん
は
前
任
者
か
ら
受
け
継
い
だ
原
爆
資
料
を
奇
し
く
も
被
爆

五
十
年
後
に
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
ま
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
原
爆
に
よ
り

す
べ
て
の
書
類
が
焼
失
し
た
後
、
死
亡
者
退
職
金
や
生
存
者
の
俸
給
支
給
の
た
め

の
新
た
な
書
類
づ
く
り
に
奔
走
さ
れ
た
中
島
盛
一
元
書
記
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
ら
れ

て
そ
の
資
料
の
説
明
を
受
け
、
重
要
性
を
認
識
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
急
性
原
爆
症
に
苦
し
み
二
度
の
死
の
宣
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
き
延
び
ら
れ
た

松
下
兼
知
精
神
科
助
教
授
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の
嘆
願
書
を
残
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
長
崎
医
科
大
学
関
係
者
の
原
爆
に
対
す
る
消
え
る
こ
と
の

な
い
熱
き
想
い
が
五
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
原
爆
記
録
を
保
存
さ
せ
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
原
爆
記
録
集
に
纏
ま
っ
た
形
で
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
て

心
か
ら
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
長
崎
大
学
医
学
部

　
　
　
相
川
　
忠
臣
（
第
一
生
理
、
記
）
、
三
根
真
理
子
（
原
爆
被
災
学
術
資
料

　
　
　
セ
ン
タ
ー
）
、
内
藤
　
達
郎
（
名
誉
教
授
）
、
池
田
高
良
（
第
］
病
理
）
、

　
　
　
山
口
　
麗
子
（
元
附
属
病
院
庶
務
係
）
、
朝
長
万
左
男
（
原
研
内
科
）
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（）

長
崎
医
科
大
学
復
員
青
年
医
師

　
　
に
よ
る
巡
回
診
療
班

被
爆
者
の
た
め
に

　
　
　
全
力
奉
仕
し
た
医
学
徒
の
手
記

米
　
村
　
博
　
臣
　
編

診
療
所
開
設
迄

　
浜
里
、
山
本
は
復
員
翌
朝
、
隣
組
そ
の
他
知
己
へ
復
員
の
挨
拶
に
行
っ
た
。
そ

し
て
其
処
で
聞
い
た
市
民
一
般
の
声
は
何
で
あ
っ
た
か
。
此
等
市
民
は
開
口
一
番

「
医
大
は
再
建
す
る
の
で
す
か
」
「
再
建
の
意
志
が
有
る
の
で
す
か
」
「
医
大
は
今

何
を
し
て
ゐ
る
の
で
す
か
」
「
市
中
の
患
者
は
医
者
が
無
く
て
困
り
果
て
㌧
ゐ
ま

す
。
貴
君
は
す
で
に
卒
業
さ
れ
た
の
で
せ
う
。
今
開
業
し
て
下
さ
れ
ば
人
助
げ
で

す
よ
。
開
業
し
な
さ
い
」
と
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
「
医
大
は
此
の
市
民
の
窮
状
を

眼
前
に
何
を
し
て
ゐ
る
の
で
す
か
？
」
と
之
れ
に
対
し
て
何
と
答
へ
て
良
い
か
、

「
兎
に
角
医
大
は
原
子
爆
弾
で
殆
ん
ど
全
滅
し
て
し
ま
っ
て
元
気
な
者
は
↓
人
も

居
な
い
の
だ
。
そ
う
云
は
ず
に
同
情
し
て
呉
れ
」
と
如
何
に
苦
し
い
答
で
あ
る
か
。

本
部
の
情
況
を
大
凡
知
っ
て
居
る
だ
け
に
苦
し
か
っ
た
。

　
全
体
と
し
て
徒
に
既
設
の
施
設
の
み
を
追
ひ
半
壊
の
焼
跡
に
一
顧
だ
に
与
へ
や

う
と
す
る
風
は
見
え
ぬ
で
は
な
い
か
、
「
鳴
呼
、
医
大
遂
に
原
子
爆
弾
一
発
の
爲

に
潰
え
ん
と
す
ξ
か
」
！

　
浜
里
は
復
員
し
来
れ
ば
敬
慕
す
る
母
と
愛
す
る
弟
は
す
で
に
無
く
、
住
む
べ
き

家
、
着
る
、
べ
き
衣
服
は
灰
儘
に
帰
し
、
山
本
は
家
財
の
半
ば
を
焼
か
れ
た
り
。
あ

ま
つ
さ
へ
、
心
の
故
郷
と
頼
り
し
愛
す
る
母
校
は
原
子
爆
弾
に
哀
れ
な
残
骸
を
さ

ら
し
、
生
等
を
育
ま
れ
し
諸
恩
師
は
此
の
世
を
去
ら
れ
、
幾
多
有
爲
の
後
輩
は
国

家
に
殉
じ
、
唯
一
の
頼
み
の
綱
な
る
生
き
残
り
の
者
の
余
り
に
も
気
弱
な
姿
を
見

て
は
さ
な
く
で
さ
へ
敗
戦
の
悲
惨
な
事
実
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
若
き
魂
は
何
処
を

さ
迷
ひ
何
処
に
て
慰
め
ら
れ
ん
と
す
る
か
。
何
処
に
生
き
る
道
を
見
出
し
得
る
か
、

自
ら
は
前
線
は
俺
が
や
る
と
言
ひ
置
い
て
、
何
一
つ
爲
す
事
な
く
し
て
野
良
犬
の

如
く
帰
来
し
て
何
を
大
言
す
？
と
云
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
此
の
事
は
生
等
の

力
で
は
如
何
と
も
爲
し
得
ざ
り
し
事
柄
で
有
っ
た
。
生
等
は
只
、
命
令
の
侭
己
れ

の
部
署
を
必
死
に
守
り
一
命
以
っ
て
己
れ
が
任
務
に
一
路
直
進
せ
し
の
み
。
然
る

に
銃
後
に
於
て
後
は
己
が
引
受
け
た
、
し
っ
か
り
や
る
ぞ
と
言
っ
た
者
は
果
し
て

如
何
、
只
一
発
の
原
子
爆
弾
（
そ
れ
は
絶
大
な
る
威
力
を
有
し
た
か
も
知
れ
な

い
）
此
れ
の
爲
に
完
全
に
己
れ
の
任
務
を
放
置
し
、
敗
戦
の
一
大
悲
事
の
爲
に
己

の
任
務
を
忘
れ
、
只
己
れ
の
安
楽
を
の
み
昔
日
の
夢
の
み
望
み
て
他
人
が
己
れ
の

前
に
持
来
る
を
待
つ
の
み
な
る
者
は
果
し
て
居
な
か
っ
た
か
。

　
此
処
に
於
て
我
等
起
た
ず
ん
ば
の
決
意
を
固
め
し
二
人
は
早
速
そ
の
夜
医
大
当

局
に
対
す
る
意
見
具
申
の
草
案
を
作
製
し
、
翌
夜
南
蟹
寮
に
医
専
生
徒
を
集
合
せ

し
め
、
医
大
は
我
等
が
起
つ
に
非
ざ
れ
ば
決
し
て
再
興
出
来
ざ
る
旨
を
つ
げ
、
そ

の
爲
に
は
医
道
を
正
々
堂
々
と
歩
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
仁
者
た
る
の
本
分
を
苦
行
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
旨
を
述
べ
、
焼
跡
の
整
理
と
診
療
所
の
開
設
と
が
最
急
務
に
し
て
か

く
し
て
医
大
再
建
の
旗
を
掲
ぐ
れ
ば
、
散
逸
せ
る
職
員
、
学
生
、
生
徒
は
参
集
し
、

世
の
同
情
と
感
謝
と
は
集
り
医
大
の
再
建
、
講
義
の
再
開
亦
意
外
の
短
時
日
に
出

来
る
べ
し
。
然
し
最
初
の
心
構
へ
と
し
て
は
諸
子
は
一
年
間
講
義
を
忘
れ
、
生
等

は
一
年
間
卒
業
を
忘
れ
て
、
只
純
な
る
気
持
で
難
民
救
済
と
己
の
学
校
は
己
の
手
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で
木
を
運
ん
で
建
立
す
る
心
算
に
な
っ
て
呉
れ
る
様
、
歎
願
せ
り
。
然
る
に
哀
れ

な
る
哉
医
大
此
の
提
案
を
表
し
て
心
身
を
労
し
て
医
大
を
建
立
せ
む
と
せ
し
者
は
、

僅
か
数
名
の
み
。
然
し
此
の
二
人
と
数
名
の
者
は
翌
日
よ
り
直
ち
に
実
行
に
入
っ

た
。

　
診
療
所
開
設
は
文
書
を
作
製
し
て
復
員
者
中
の
讃
成
者
署
名
し
て
古
屋
野
学
長

に
呈
出
の
筈
な
り
し
所
、
何
の
手
違
ひ
か
ら
か
、
反
対
者
の
手
に
依
っ
て
引
裂
か

れ
、
遂
に
提
出
不
能
に
陥
り
し
爲
、
口
頭
を
以
っ
て
意
見
具
申
せ
る
に
止
る
。
そ

し
て
楠
井
教
授
は
此
の
頃
独
力
を
以
っ
て
自
宅
を
整
備
し
済
生
会
の
診
療
を
此
処

に
於
て
再
開
せ
む
と
目
論
ま
れ
あ
り
し
を
以
っ
て
浜
里
、
山
本
は
先
よ
り
暇
を
見

て
は
此
処
を
手
傳
ひ
遂
に
整
備
を
終
へ
、
二
名
は
済
生
会
病
院
よ
り
診
療
器
材
を

車
に
積
み
搬
入
、
以
っ
て
再
開
の
一
日
も
早
か
ら
ん
事
を
念
願
せ
り
。
而
し
て
此

処
に
於
て
先
生
に
色
々
南
讐
寮
に
於
て
生
徒
に
談
ぜ
し
内
容
を
語
り
「
そ
う
だ
！

し
っ
か
り
や
っ
て
呉
れ
、
そ
こ
な
ん
だ
そ
こ
な
ん
だ
」
と
大
い
に
働
ま
さ
れ
百
万

の
味
方
を
得
た
心
地
せ
り
。

　
か
く
て
遂
に
念
願
か
な
ひ
医
大
は
新
興
善
に
市
民
待
望
の
診
療
を
開
始
せ
む
と

し
、
済
生
会
病
院
亦
今
一
息
の
努
力
で
再
開
せ
む
と
し
、
二
名
は
第
一
期
生
黒
木

の
も
と
に
新
興
善
に
於
け
る
病
室
の
配
当
表
を
作
製
且
此
の
時
再
び
古
屋
野
学
長

に
巡
廻
診
療
の
必
要
な
る
事
を
意
見
具
申
せ
し
所
、
本
部
の
薬
物
器
材
の
使
用
を

許
可
せ
ら
れ
其
の
編
成
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
学
部
の
藤
井
氏
と
談
合
し
「
現
在
学
部

に
余
力
な
し
、
君
達
の
み
で
や
れ
」
と
の
事
な
り
し
故
此
の
日
直
ち
に
編
成
を
終

へ
、
土
山
、
小
柳
両
氏
に
依
頼
し
て
班
長
を
決
定
、
学
長
に
提
出
し
て
認
可
を
得
。

　
然
る
に
此
の
秋
此
の
日
、
突
如
と
し
て
大
村
海
病
決
定
せ
り
と
て
新
興
善
は
、

一
部
を
残
す
の
み
に
て
主
力
は
患
者
を
提
げ
て
大
村
に
到
り
、
長
崎
の
地
に
は
一

名
の
教
授
な
く
済
生
会
亦
楠
井
氏
の
大
村
行
き
の
爲
、
開
設
の
望
み
絶
へ
こ
れ
に

加
ふ
る
に
商
工
会
館
の
本
部
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
て
高
商
へ
移
転
を
命
ぜ
ら
る
。

漸
く
に
し
て
「
長
崎
医
大
此
処
に
有
り
」
と
長
崎
の
地
に
大
な
る
再
建
の
旗
を
上

げ
、
原
子
爆
弾
症
と
疾
病
と
に
困
窮
せ
る
長
崎
市
民
を
広
き
暖
き
仁
愛
の
心
で
抱

き
、
学
生
生
徒
に
行
を
以
っ
て
眞
の
医
道
を
示
し
得
る
日
が
来
た
と
の
思
ひ
喜
び

に
咽
ん
だ
の
も
束
の
間
、
再
び
眞
の
医
道
の
行
示
は
彼
方
へ
と
び
去
っ
た
。
大
村

が
確
定
せ
る
事
は
確
に
良
い
事
で
あ
っ
た
。
医
大
の
爲
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
っ
た
。

然
し
、
將
来
の
患
者
吸
収
の
問
題
よ
り
考
へ
た
時
、
大
村
に
全
部
が
移
転
し
去
る

事
は
交
通
の
最
も
不
便
な
所
な
る
爲
、
又
、
医
大
焼
跡
に
戦
友
の
屍
を
放
置
し
た

る
侭
尚
戦
友
は
悪
疫
と
原
子
爆
弾
症
に
戦
々
況
況
と
し
て
居
る
長
崎
を
日
本
の
医

学
発
祥
の
地
長
崎
を
一
時
的
に
も
せ
よ
、
数
年
間
も
放
置
し
て
行
く
の
は
亡
き
戦

友
に
対
し
長
崎
の
戦
災
者
に
対
し
喜
ん
で
良
い
の
か
、
自
分
達
に
は
解
ら
な
か
っ

た
。
其
の
夜
二
人
は
色
々
考
へ
た
。
然
し
何
れ
と
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
翌
日
本

部
の
移
転
を
行
っ
た
。
十
五
時
作
業
を
終
る
。
此
の
頃
漸
く
俺
達
は
分
ら
ぬ
明
日

の
事
さ
へ
不
明
だ
、
と
に
角
、
俺
達
は
信
念
に
基
い
て
巡
廻
診
療
を
開
始
し
や
う
。

そ
し
て
要
入
院
の
患
者
は
学
校
と
連
絡
し
て
大
村
へ
送
り
、
大
村
の
学
校
と
長
崎

と
の
強
力
な
懊
に
な
ら
う
。
そ
し
て
余
力
を
作
っ
て
は
焼
跡
を
整
理
せ
む
と
決
心

し
た
。

診
療
所
開
設
当
初

　
斯
く
て
我
等
の
気
運
は
次
第
に
建
設
へ
の
息
吹
き
に
燃
え
立
つ
に
到
っ
た
。
や

る
ぞ
我
等
は
断
じ
て
や
り
抜
か
う
。
祖
國
は
戦
争
に
敗
れ
米
国
に
屈
し
た
り
と
錐

も
我
等
若
人
日
本
興
隆
の
一
粒
々
々
で
あ
る
。
我
等
若
人
の
精
神
は
敗
れ
て
は
な

ら
ぬ
と
互
に
働
ま
し
合
っ
た
。
薬
物
は
器
材
は
と
八
方
考
へ
て
ゐ
る
の
み
で
は
何

も
す
る
事
は
出
来
な
い
。
今
は
考
へ
て
ゐ
る
時
で
は
な
い
の
だ
、
縄
べ
て
実
行
の

秋
で
あ
る
。
先
づ
診
療
所
を
開
か
う
そ
し
て
疲
弊
せ
る
市
民
を
魔
の
手
よ
り
救
は

う
で
は
な
い
か
。
地
に
堕
ち
た
医
大
の
威
信
を
取
り
戻
し
長
崎
市
民
と
の
密
接
な
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る
絆
を
細
々
な
が
ら
も
保
っ
て
行
か
う
。
我
が
長
崎
医
大
は
絶
対
に
長
崎
を
捨
て

た
の
で
は
な
い
。
長
崎
医
大
な
く
て
長
崎
市
な
く
長
崎
市
な
く
し
て
亦
医
大
は
な

い
。
こ
の
道
程
を
現
実
に
示
さ
う
で
は
な
い
か
。
斯
く
語
り
斯
く
考
へ
て
同
志
を

募
っ
た
。
報
知
は
空
を
き
つ
て
飛
ん
だ
。
廿
七
日
佐
賀
よ
り
富
崎
君
来
る
。
廿
八

日
川
村
・
上
園
両
君
、
更
に
吉
本
・
米
村
両
君
馳
せ
参
ず
。
医
大
が
危
い
人
手
が

足
ら
ぬ
、
直
ち
に
来
れ
と
云
ふ
簡
軍
な
葉
書
一
本
に
対
し
寸
刻
の
猶
豫
も
な
く
来

て
呉
れ
た
。
そ
し
て
何
の
文
句
も
理
由
も
聞
か
ず
直
ち
に
一
言
「
や
ら
う
」
と

云
っ
て
呉
れ
た
。
嬉
し
か
っ
た
。
地
獄
に
佛
よ
り
以
上
に
嬉
し
か
っ
た
。
医
大
は

大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
よ
り
先
、
古
屋
野
教
授
よ
り
認
可
を
う
け
た
巡
廻
診

療
班
は
藤
井
学
生
（
係
？
）
と
の
話
し
合
い
に
依
り
「
学
部
は
人
員
不
足
の
爲
医

専
に
て
績
け
ら
れ
た
し
」
と
云
は
れ
早
速
器
材
集
め
に
取
り
掛
っ
た
。
何
よ
り
先

づ
原
子
爆
弾
症
除
去
の
爲
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
火
傷
に
対
す
る
軟
膏
類
、
消
毒
、
湿

布
剤
を
、
次
い
で
頻
発
し
つ
、
あ
る
化
膿
性
皮
膚
炎
症
に
対
す
る
ズ
ル
フ
ォ
ン
ア

ミ
ド
剤
及
切
．
開
用
外
科
器
械
を
欲
し
た
。
学
校
に
て
は
ロ
ン
チ
リ
ン
、
カ
ン

フ
ァ
ー
、
ヂ
ギ
ト
ー
ゼ
、
ビ
タ
ミ
ン
B
・
C
、
二
・
三
十
筒
を
得
た
の
み
で
満
足

す
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
注
射
筒
も
同
時
に
借
用
し
た
が
注
射
針
が

な
い
、
一
本
も
な
い
の
だ
。
こ
れ
で
は
到
底
駄
目
だ
と
思
い
、
山
本
・
浜
里
は
一

夜
縣
衛
生
課
中
山
課
長
宅
に
再
度
訪
問
し
、
我
等
が
希
望
と
巡
回
診
療
の
目
的
・

主
義
を
陳
述
し
、
厚
生
省
よ
り
の
外
科
器
具
並
び
に
注
射
器
具
一
揃
を
借
用
し
た

き
旨
相
談
し
、
翌
日
こ
れ
を
借
り
う
け
外
科
器
械
と
注
射
針
と
を
揃
へ
る
事
が
出

来
た
。
之
で
貧
し
い
な
が
ら
も
診
療
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
得
る
迄
に
な
っ
た
。

一
方
、
前
か
ら
居
た
松
永
、
松
本
、
岩
永
、
張
の
四
君
、
更
に
後
輩
四
名
と
人
員

は
増
す
。
寝
具
は
少
い
、
更
に
診
療
開
始
せ
ば
患
者
も
相
当
敷
来
る
事
だ
ら
う
し

到
底
此
処
で
は
駄
目
だ
と
考
へ
山
尾
南
畏
寮
長
と
も
談
合
の
上
、
弘
心
寮
に
移
転

す
る
こ
と
に
決
め
た
。
弘
心
寮
に
来
て
見
れ
ば
過
般
来
の
大
雨
に
、
廊
下
は
水
浸

し
、
爆
風
の
爲
雨
戸
は
な
く
障
子
は
破
れ
、
畳
に
は
器
具
類
散
乱
し
全
く
足
の
踏

み
場
も
無
き
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
先
づ
我
々
の
寝
室
と
決
め
た
三
階
の
二

部
屋
の
み
片
附
け
寮
生
の
寝
具
を
借
り
て
寝
た
。
こ
の
時
炊
事
の
爲
、
荒
川
、
山

下
、
平
田
、
猪
股
の
四
看
護
婦
が
来
て
呉
れ
た
の
で
大
い
に
助
か
っ
た
。
翌
日
（
世

日
）
第
一
回
巡
廻
診
療
の
た
め
上
園
、
富
崎
、
浜
里
の
三
君
、
城
山
町
・
岩
屋
山

麓
を
廻
っ
た
。
看
護
婦
は
（
上
記
四
名
）
炊
事
の
傍
ら
室
内
清
掃
、
診
療
室
作
り
、

焼
跡
整
理
、
諸
器
具
運
搬
、
巡
廻
診
療
と
全
く
献
身
的
に
我
々
と
協
力
し
て
呉
れ

た
。
或
る
時
は
十
数
名
の
看
護
婦
一
時
に
集
り
爲
に
寝
具
な
く
寝
る
に
室
な
き
爲
、

廊
下
に
蚊
帳
を
敷
い
て
寝
た
事
も
一
夜
で
は
な
か
っ
た
。
巡
廻
診
療
も
六
・
七
里

の
山
坂
道
を
も
嫌
は
ず
に
毎
日
日
暮
れ
る
迄
廻
っ
て
呉
れ
た
。

　
寮
に
は
「
医
大
診
療
班
巡
廻
・
往
診
・
診
察
致
し
ま
す
」
と
公
告
し
た
。
今
迄

医
療
に
渇
し
た
市
民
は
喜
ん
で
集
っ
て
来
た
。
患
者
は
多
く
な
る
が
一
方
薬
剤
は

全
然
な
い
。
当
局
に
も
持
ち
合
せ
が
な
い
。
仕
方
が
無
い
の
で
焼
跡
よ
り
探
す
事

に
し
た
。
焼
跡
整
理
作
業
が
す
む
と
早
速
、
各
科
各
病
棟
を
と
び
廻
り
天
井
・
壁

土
を
除
き
鉄
類
を
起
し
硝
子
で
手
を
傷
つ
け
乍
ら
も
少
し
づ
＼
掘
り
出
し
て
は
持

ち
編
っ
た
。
こ
ん
な
薬
が
欲
し
い
と
思
っ
て
も
直
ぐ
に
は
探
せ
な
い
の
で
見
当
り

次
第
入
要
と
思
は
れ
る
物
は
何
で
も
探
し
て
診
療
室
に
並
べ
た
。
然
し
使
用
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
。
こ
れ
で
は
駄
目
だ
と
云
ふ
の
で
各
自
私
物
を
取
り

に
蹄
っ
た
。
勿
論
復
員
す
る
時
に
貰
っ
た
程
の
量
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
僅

な
が
ら
も
健
胃
、
鎮
咳
、
下
剤
、
制
潟
剤
を
処
方
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ガ
ー
ゼ

・
脱
脂
綿
も
持
ち
寄
っ
た
。
唐
津
に
軍
の
医
療
品
及
び
ト
ラ
ッ
ク
の
交
渉
に
行
っ

た
川
村
・
山
本
君
等
も
蹄
り
、
ト
ラ
ッ
ク
は
駄
目
だ
っ
た
が
薬
品
を
持
ち
鋸
り
、

此
処
に
小
さ
い
乍
ら
も
纒
っ
た
診
療
所
を
開
設
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
。

か
く
す
る
内
に
精
神
科
よ
り
古
い
顕
微
鏡
一
台
を
探
し
更
に
検
算
板
・
メ
ラ
ン

ジ
ュ
ー
ル
を
集
め
る
事
が
出
来
た
。
チ
ュ
ル
ク
も
有
っ
た
、
白
血
球
計
算
開
始
で
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あ
る
。
市
民
の
喜
び
は
一
通
で
は
な
か
っ
た
。
其
の
后
、

チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
を
探
し
白
血
球
検
査
に
乗
り
出
し
た
。

ギ
ー
ム
ザ
液
、
更
に
メ

診
療
の
経
過

　
総
ゆ
る
苦
難
を
打
破
し
た
諸
兄
の
努
力
に
よ
り
細
々
乍
ら
も
診
療
を
開
始
さ
れ

る
様
な
準
備
も
完
了
し
愈
々
晴
れ
の
出
発
の
日
も
来
た
。
各
自
何
か
其
の
胸
中
に

輝
し
い
一
頁
を
劃
さ
ん
と
散
ら
ざ
る
櫻
の
せ
め
て
も
の
御
奉
公
と
信
じ
我
々
は

起
っ
た
。
そ
の
反
面
何
か
此
の
大
事
業
を
患
者
を
我
々
の
拙
い
手
で
以
っ
て
処
置

す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ら
う
か
と
云
ふ
不
安
も
有
っ
た
が
、
此
の
不
安
も
固
い
若

い
結
束
の
前
に
は
大
洋
の
栗
粒
で
し
か
無
か
っ
た
。
丁
度
此
の
初
日
、
昭
和
二
十

年
九
月
三
十
日
は
秋
空
の
快
晴
、
我
々
の
出
発
を
祝
し
て
呉
れ
る
様
で
嬉
し
か
っ

た
。
当
日
の
巡
廻
診
療
班
は
浦
上
方
面
を
目
的
と
し
て
出
発
し
た
。
新
興
善
の
好

意
で
浦
上
に
患
者
輸
送
に
行
く
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
、
松
山
ま
で
行
き
、
城
山
、
西

浦
上
、
岩
屋
山
麓
ま
で
焼
跡
を
歩
み
丘
を
越
え
坂
を
上
り
患
者
を
求
め
て
殆
ん
ど

各
戸
訪
問
の
形
式
で
歩
い
た
。
此
の
割
合
に
治
療
し
た
患
者
は
六
名
で
少
々
物
足

ら
ぬ
淋
し
さ
さ
へ
感
じ
た
が
、
医
者
無
き
戦
災
地
に
薬
品
無
き
戦
災
者
に
何
ら
で

も
暖
い
手
を
差
伸
べ
る
事
が
出
来
た
の
を
最
上
の
糧
と
し
て
其
の
日
を
終
っ
た
。

最
初
の
患
者
は
三
菱
電
機
で
原
子
爆
弾
を
受
け
た
と
か
。
削
痩
著
明
に
し
て
黄
疸

現
れ
粘
血
便
を
出
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
。
診
療
を
進
め
て
行
く
内
に
長
い
間
風
呂
に

入
ら
ぬ
爲
と
汚
れ
た
衣
服
の
爲
に
体
臭
著
し
く
、
結
膜
黄
染
し
肝
臓
一
横
指
を
触

れ
圧
痛
有
り
廻
盲
部
S
字
状
部
結
腸
部
に
圧
痛
を
証
明
す
。
粘
血
便
を
示
し
下
腿

浮
腫
を
認
め
ず
。

　
先
づ
赤
痢
に
疑
を
置
き
黄
疸
症
は
確
定
的
と
な
す
。
硫
麻
と
ビ
タ
ミ
ン
C
を
与

へ
て
処
置
を
終
る
。
戦
災
地
に
建
て
た
バ
ラ
ッ
ク
は
物
凄
い
蝿
だ
。
そ
れ
に
便
所

の
設
置
な
く
水
悪
く
衛
生
状
態
は
先
づ

零
に
等
し
い
。
そ
れ
で
手
指
消
毒
、
便
の

処
置
、
蝿
の
撲
滅
、
栄
養
物
の
囁
取
、
柿
の
葉
の
浸
剤
を
取
る
様
に
注
意
し
て
此

の
家
を
去
る
。

　
次
の
患
者
も
前
者
と
同
様
な
環
境
の
中
に
生
活
し
て
ゐ
た
。
色
さ
め
た
蚊
帳
の

中
に
親
と
孫
で
あ
ら
う
。
病
　
に
臥
し
て
ゐ
る
。
ち
ら
っ
と
横
を
見
る
と
佛
壇
に

は
眞
新
し
い
骨
納
が
四
つ
並
べ
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
其
処
に
は
二
三
本
線
香
の
煙

が
立
上
っ
て
ゐ
た
。
あ
＼
此
の
家
も
原
子
爆
弾
で
四
人
の
尊
き
生
命
を
奪
は
れ
、

此
の
中
に
此
の
子
供
の
両
親
も
倒
れ
た
と
見
え
る
。
瞼
を
熱
く
し
な
が
ら
診
療
に

か
、
る
。

　
老
人
は
前
の
患
者
と
同
様
な
症
状
を
呈
し
悪
臭
鼻
を
射
る
。
浦
上
駅
前
附
近
で

災
に
會
っ
た
そ
う
だ
。
二
歳
の
子
供
は
西
浦
上
で
災
に
會
ひ
其
れ
以
来
食
欲
無
く

痩
せ
る
一
方
で
笑
ふ
元
気
さ
え
な
く
、
泣
く
力
さ
へ
持
た
ぬ
。
最
近
で
は
粘
液
便

を
出
し
て
居
る
と
か
。
消
化
不
良
症
で
あ
る
。
関
節
ば
か
り
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
太

く
頭
髪
疎
に
し
て
栄
養
不
良
症
に
特
有
な
顔
貌
を
呈
し
肋
骨
と
び
出
し
心
音
不
純

頻
で
肺
胞
音
は
異
常
な
く
も
梢
々
弱
く
、
腹
部
は
稽
々
膨
隆
し
廻
盲
部
に
グ
ル
音

を
触
知
す
。
確
に
原
子
爆
弾
よ
り
招
来
せ
る
栄
養
失
調
症
で
あ
る
。
此
の
母
親
が

有
っ
た
な
ら
ば
母
乳
は
充
分
に
与
へ
ら
れ
栄
養
物
は
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
し
の
ん
で

此
の
赤
ん
坊
に
捧
げ
ら
れ
た
だ
ら
う
に
と
気
の
毒
に
た
へ
な
か
っ
た
。
葡
萄
糖
に

ビ
タ
ミ
ン
B
・
C
、
カ
ン
フ
ル
を
与
へ
此
の
四
・
五
日
間
は
充
分
に
注
意
す
る
様

に
と
家
人
に
云
っ
て
去
っ
た
。
次
の
家
は
「
ま
あ
少
し
早
く
来
て
下
さ
れ
ば
良

か
っ
た
の
に
、
家
の
者
は
死
亡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
の
治
療
も
出
来
ず
ほ
ん

と
う
に
困
り
ま
し
た
よ
」
と
訴
へ
ら
れ
、
も
う
少
し
何
故
早
く
手
を
打
た
な
か
っ

た
か
と
残
念
に
思
っ
た
。
一
日
で
も
大
病
院
を
早
く
建
て
患
者
を
ど
ん
ど
ん
収
容

し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
痛
感
し
た
。
此
の
家
で
岩
屋
山
頂
に
火
傷
の
人
あ

る
を
聞
き
坂
道
を
喜
ん
で
登
っ
て
行
っ
た
。
患
者
さ
へ
あ
れ
ば
何
処
ま
で
で
も
行

く
覚
悟
で
あ
る
。
こ
の
患
者
も
蝿
が
多
い
爲
で
あ
ら
う
、
蚊
帳
の
中
に
火
傷
と
其
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の
上
に
水
泡
を
作
っ
た
両
足
を
投
げ
出
し
て
床
に
臥
し
て
居
た
。
何
処
か
ら
か
亜

鉛
華
を
貰
っ
た
と
云
っ
て
塗
っ
て
ゐ
た
。
上
に
段
々
に
塗
っ
た
爲
で
あ
ら
う
下
層

は
固
ま
り
充
分
薬
の
効
果
は
現
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
で
塗
る
時
は
前
の
を
剥
が
し

て
塗
る
事
を
教
へ
薬
を
持
合
せ
て
居
な
か
っ
た
の
で
次
回
を
約
し
て
別
れ
た
。
薬

品
乏
し
き
を
歎
ぜ
ず
に
は
居
れ
な
か
っ
た
。

　
他
の
患
者
は
湿
疹
が
災
害
以
来
出
来
易
く
一
向
に
治
癒
傾
向
が
無
い
と
の
事
で

あ
っ
た
。
翌
十
月
一
日
は
西
山
か
ら
水
源
池
を
越
へ
本
原
町
、
本
尾
、
上
野
、
坂

本
町
の
コ
ー
ス
を
と
る
べ
く
計
画
し
、
リ
バ
ノ
ー
ル
と
ゲ
リ
ゾ
ン
末
、
ヨ
ー
ド
ホ

ル
ム
軟
膏
類
少
々
入
手
の
爲
喜
ん
で
出
発
し
た
。

　
本
原
、
本
尾
町
方
面
は
原
子
爆
弾
に
依
る
火
傷
が
多
く
此
の
薬
が
良
い
と
か
彼

の
実
が
効
能
が
あ
る
と
か
で
馬
鈴
薯
か
薯
の
葉
等
を
貼
布
し
て
創
面
は
化
膿
し
一

向
治
癒
す
る
傾
向
を
見
ぬ
、
此
の
様
な
治
療
で
は
生
命
に
危
険
を
も
た
ら
す
事
を

細
か
く
云
へ
ば
非
常
に
感
謝
さ
れ
た
。
我
々
は
市
内
の
片
寄
の
地
域
で
か
く
の
如

く
衛
生
知
識
が
貧
弱
で
あ
る
の
が
寒
心
に
堪
え
な
か
っ
た
。

　
同
様
の
患
者
が
十
数
名
居
た
事
に
一
驚
し
ゲ
リ
ゾ
ン
末
と
リ
バ
ノ
ー
ル
湿
布
を

与
へ
た
が
一
両
日
で
創
面
は
清
潔
に
な
り
痛
み
は
去
り
、
四
、
五
日
後
リ
バ
肝
で

療
法
を
初
め
た
結
果
、
日
一
日
と
治
癒
に
進
ん
で
行
っ
た
。

　
坂
本
町
で
は
粘
血
便
、
腹
痛
、
裏
急
後
重
の
患
者
三
名
を
見
、
赤
痢
の
徴
候
著

明
に
し
て
先
づ
硫
苦
を
与
ヘ
ズ
ル
フ
ア
グ
ア
ニ
ジ
ン
の
衝
撃
療
法
を
行
っ
た
。
此

の
効
果
は
著
明
に
し
て
粘
血
便
は
止
り
普
通
の
下
痢
便
が
一
日
数
回
に
減
少
し
て

五
日
后
に
は
普
通
便
に
移
行
す
る
と
云
ふ
好
結
果
を
得
た
。

　
一
方
同
志
も
次
第
に
集
り
日
を
追
ふ
に
随
っ
て
二
三
班
位
各
方
面
に
出
嚢
す
る

事
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
。
稲
佐
、
日
見
方
面
、
弘
心
寮
を
中
心
と
し
た
各
方
面

へ
巡
廻
す
。
戦
災
地
の
常
と
し
て
腸
系
傳
染
病
発
生
が
顕
著
と
な
り
、
各
方
面
か

ら
の
診
療
班
は
粘
血
便
、
下
痢
患
者
の
非
常
に
多
い
事
を
報
告
せ
り
。

診
療
の
反
響
及
び
線
括

　
吾
々
復
員
者
で
は
腕
も
未
熟
で
且
つ
軍
隊
と
云
ふ
組
織
の
中
で
暮
し
て
来
て
一

般
世
間
の
治
療
と
も
一
風
其
の
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
自
信
も
無
か
っ
た
が
、

其
の
誠
意
だ
け
を
汲
ん
で
貰
へ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
思
っ
て
居
た
。

　
大
体
朝
八
時
過
ぎ
に
弘
心
寮
を
出
発
し
、
銭
座
町
を
振
り
出
し
に
坂
本
町
、
山

里
、
本
原
町
と
神
学
校
附
近
で
遅
い
書
食
を
と
り
午
后
の
行
程
は
山
を
上
り
谷
に

下
り
し
て
本
原
町
と
西
山
と
の
境
の
最
后
の
患
家
を
終
る
と
秋
日
は
早
や
山
陰
に

沈
ま
ん
と
し
て
ゐ
る
。
之
よ
り
西
山
方
面
を
通
り
て
寮
に
錦
る
の
で
あ
る
が
鋸
り

つ
く
の
は
暗
く
な
る
の
を
普
通
と
し
て
ゐ
た
。
以
上
の
行
程
を
二
十
日
間
根
気
よ

く
戸
別
訪
問
式
に
診
て
歩
い
た
の
で
あ
る
。

　
吾
々
が
診
療
鞄
を
肩
よ
り
か
け
て
患
家
の
前
に
立
つ
と
患
者
の
眼
の
輝
き
は
生

気
づ
い
て
来
る
。
織
帯
交
換
の
際
等
、
吾
々
に
ま
か
せ
き
っ
た
気
で
ゐ
る
の
だ
ら

う
。
痛
む
の
も
何
と
も
思
は
ず
に
唯
感
謝
の
眼
を
も
っ
て
一
墨
手
一
投
足
を
見
ま

も
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
治
療
を
終
え
て
其
の
家
を
出
る
時
は
一
家
揃
っ
て
門
ま
で
見
送
り
言
葉
に
て
は

つ
き
ざ
る
感
謝
の
面
を
以
っ
て
後
姿
の
見
え
な
く
な
る
ま
で
見
送
っ
て
ゐ
た
こ
と

が
少
く
な
か
っ
た
。
特
に
本
原
町
の
山
之
上
で
も
う
日
も
暮
れ
さ
う
に
な
っ
て
か

ら
最
后
の
一
軒
で
は
常
に
「
も
う
御
見
え
に
な
ら
な
い
も
の
と
諦
め
て
ゐ
ま
し
た
。

何
時
も
遅
く
迄
済
み
ま
せ
ん
」
と
云
は
れ
る
と
吾
々
の
若
い
純
心
な
心
は
今
ま
で

の
疲
労
も
一
度
に
け
し
と
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

　
或
る
時
等
は
明
日
は
此
の
家
に
附
近
の
患
者
全
部
集
め
て
置
き
ま
す
か
ら
と

吾
々
の
労
苦
を
察
し
て
言
っ
て
呉
れ
る
所
も
有
っ
た
。

　
雨
模
様
な
の
で
一
日
巡
廻
を
休
ん
だ
事
が
有
っ
た
。
翌
日
行
く
と
全
部
の
患
家

で
「
も
う
先
生
達
に
見
離
さ
れ
て
ど
う
し
や
う
か
と
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
ず
っ
と

続
け
て
戴
け
る
の
で
せ
う
ね
」
と
必
ず
吾
々
の
決
心
も
更
に
強
固
に
な
り
例
へ
治
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療
薬
品
が
な
く
と
も
薬
草
に
て
も
と
の
意
気
込
み
で
日
々
の
巡
廻
に
働
ん
だ
の
で

あ
る
。

　
巡
廻
診
療
班
の
診
療
し
た
患
者
を
綜
合
し
て
見
る
時
に
火
傷
、
原
子
爆
揮
症
、

赤
痢
に
疑
を
置
く
下
痢
患
者
、
湿
疹
を
主
と
す
る
皮
膚
病
、
風
邪
等
が
主
で
あ
る
。

原
子
爆
弾
の
症
状
の
内
、
吾
々
が
経
験
せ
し
症
状
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
全
身
倦
怠
、
微
熱
、
浮
腫
、
点
状
出
血
、
脱
毛
、
歯
銀
腫
脹
及
出
血
、
悪
心
嘔

吐
、
血
液
変
化
、
胸
痛
、
腰
痛
、
腹
痛
、
下
痢
及
頻
敷
血
尿
、
関
節
痛
、
月
経
不

順
等
で
あ
り
、
早
期
に
死
亡
せ
し
患
者
を
見
な
い
爲
、
早
期
症
状
の
重
症
の
者
を

見
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
以
上
の
診
療
に
依
り
幾
ら
か
で
も
原
子
爆
弾

症
の
症
状
を
知
り
得
た
事
を
嬉
し
く
思
っ
て
ゐ
る
。
本
巡
廻
診
療
に
於
て
感
ぜ
る

事
は
、
一
般
人
の
如
何
に
医
学
的
常
識
の
貧
困
な
る
事
を
知
っ
た
。
即
ち
火
傷
面

に
蝿
の
た
か
る
の
を
放
り
ぱ
な
し
で
す
ま
し
て
ゐ
る
者
、
創
傷
に
芋
の
葉
を
揉
ん

で
つ
け
て
ゐ
る
も
の
（
薬
品
が
手
に
入
ら
ざ
る
点
有
る
も
）
等
多
々
有
り
、
吾
々

に
も
別
に
特
記
す
べ
き
薬
も
な
か
っ
た
が
、
巡
廻
を
始
め
て
十
日
も
た
、
ぬ
中
に

患
者
は
半
減
す
る
に
至
っ
た
。
其
の
治
療
傾
向
は
毎
日
見
て
廻
っ
て
面
白
い
程
ど

ん
ど
ん
恢
復
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
最
后
の
頃
は
薬
品
の
手
持
不
足
と
相
埃
っ
て

患
者
の
増
加
に
よ
り
て
治
療
上
に
非
常
な
不
便
を
感
じ
た
が
、
患
者
の
精
神
上
に

は
多
大
の
光
明
を
与
へ
た
も
の
と
確
信
す
。
一
方
弘
心
寮
に
於
て
は
初
期
に
は
顕

微
鏡
の
無
き
た
め
市
民
の
要
望
せ
る
白
血
球
計
算
も
出
来
な
か
っ
た
が
、
精
神
科

よ
り
見
出
し
て
完
全
な
ら
ざ
る
も
計
算
可
能
と
な
り
た
る
爲
、
其
の
旨
広
告
す
。

被
検
者
は
毎
日
平
均
十
数
名
を
下
ら
ず
。

　
然
し
吾
等
が
検
査
せ
る
者
は
概
し
て
正
常
値
に
近
き
者
が
大
多
数
で
あ
っ
た
。

　
次
ぎ
に
着
手
し
た
の
は
白
血
球
分
類
で
あ
っ
て
之
も
百
枚
位
の
標
本
が
出
来
た

が
、
巡
廻
診
療
に
白
血
球
数
計
算
に
人
手
足
ら
ず
に
未
検
査
の
儘
で
あ
る
。

　
之
を
鏡
下
に
置
き
調
査
し
其
の
統
計
を
と
り
て
見
れ
ば
何
等
か
の
事
実
が
証
明

さ
れ
ん
。

結
　
び

　
以
上
の
如
く
診
療
所
は
吾
等
有
志
の
血
涙
の
努
力
に
依
っ
て
開
設
せ
ら
れ
亦
血

涙
の
努
力
に
よ
り
て
診
療
は
続
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
本
部
よ
り
の
援

助
も
微
々
た
る
も
の
で
殆
ん
ど
問
題
に
な
ら
ず
、
吾
等
は
復
員
時
持
参
せ
し
さ
、

や
か
な
私
物
を
診
療
の
爲
に
供
出
し
、
又
知
己
を
求
め
て
東
西
奔
走
薬
品
材
料
を

集
め
た
の
で
あ
る
。
或
る
時
は
重
症
患
者
を
前
に
し
て
薬
な
ぎ
を
嘆
じ
或
る
時
は

器
材
の
不
備
を
嘆
せ
し
事
幾
度
ぞ
、
而
し
て
吾
等
に
報
ゆ
る
は
唯
患
者
両
眼
の
感

涙
の
み
。
患
者
の
喜
び
、
患
者
の
感
涙
こ
そ
吾
等
を
慰
め
働
ま
す
最
大
の
糧
で

有
っ
た
。
吾
等
は
そ
れ
で
満
足
で
あ
っ
た
。
こ
の
上
何
を
求
め
ん
。
こ
、
に
於
て

　
一
言
苦
言
を
呈
し
た
い
。
或
る
向
き
に
於
て
は
幾
度
か
診
療
の
停
止
を
希
望
せ
ら

れ
た
様
で
有
る
。
そ
の
理
由
の
或
る
も
の
は
了
と
す
る
も
全
体
と
し
て
了
解
に
苦

し
む
所
で
有
る
。
吾
等
の
技
術
の
拙
劣
は
率
直
に
認
め
る
。
経
験
浅
き
吾
等
致
し

方
な
い
所
で
あ
る
。
而
し
全
体
と
し
て
以
上
述
べ
来
っ
た
如
き
好
結
果
を
示
し
つ

つ
あ
り
し
以
上
其
の
継
続
を
援
助
さ
れ
こ
そ
す
れ
そ
の
閉
鎖
を
迫
ら
る
、
理
由
は

何
物
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
先
に
述
べ
た
如
く
医
大
に
楯
つ
く
爲
に
開
始

一
し
た
の
で
は
な
い
。
古
屋
野
学
長
の
許
可
の
も
と
に
長
崎
を
或
ひ
は
捨
て
去
ら
ん

と
す
る
医
大
と
過
去
数
十
年
お
互
に
親
ん
で
来
た
長
崎
市
民
と
を
結
ぶ
懊
と
し
て

或
ひ
は
当
時
長
崎
に
開
業
医
な
く
新
興
善
又
他
大
学
の
診
療
所
た
る
時
さ
＼
や
か

な
が
ら
「
長
崎
医
大
」
の
名
の
も
と
に
診
療
を
始
め
た
い
と
愛
校
愛
市
の
感
情
の

ほ
と
ば
し
る
所
診
療
所
は
生
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
が
故
に
吾
等
は
診
療
所
の
繁

栄
を
祈
り
乍
ら
一
方
そ
の
発
展
的
解
消
の
日
は
即
ち
当
市
に
於
け
る
医
大
診
療
開

始
の
日
な
の
で
あ
る
。
新
興
善
に
医
大
の
診
療
所
が
開
設
さ
れ
れ
ば
吾
等
は
喜
ん

で
吸
収
さ
れ
や
う
と
思
っ
て
居
た
。
然
る
が
故
に
此
の
度
も
古
屋
野
学
長
の
御
話
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し
に
依
り
喜
ん
で
解
散
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
若
き
情
熱
の
ほ
と
ば
し
る
所
、
或
ひ
は
吾
等
を
批
難
し
た
者
が
有
る
か
も
知
れ

ぬ
そ
は
若
き
心
を
知
ら
ざ
る
者
也
と
断
ず
る
次
第
で
あ
る
。
若
き
者
な
ら
で
誰
が

断
行
す
る
で
あ
ろ
う
。
或
ひ
は
吾
等
の
行
動
に
対
し
て
愚
行
と
云
ふ
も
の
が
有
る

か
も
知
れ
ぬ
、
而
し
吾
等
の
信
ず
る
が
儘
に
吾
等
が
な
さ
ず
ば
な
す
も
の
な
き
を

知
る
が
故
に
断
行
し
た
ま
で
穿
あ
る
。
そ
の
結
果
、
好
結
果
を
修
め
得
た
と
信
ず
。

吾
等
の
拙
劣
な
腕
で
恢
復
せ
し
患
者
幾
人
ぞ
。
又
吾
等
が
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
事
は

目
に
見
え
ぬ
影
響
で
あ
る
。
市
民
は
高
き
山
の
上
ま
で
或
ひ
は
う
す
ら
寒
き
眞
夜

中
に
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
出
掛
け
て
奉
仕
し
て
く
れ
る
長
崎
医
大
診
療
班
に
対
し
て
ど

の
様
な
感
情
を
持
っ
た
だ
ら
う
か
。
こ
れ
を
考
ふ
る
時
吾
々
の
と
っ
た
行
動
は
決

し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
確
信
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
こ
＼
に
声
を
大
に
し
て
そ
の
労
を
労
ひ
そ
の
功
を
賞
せ
ん
と
す
る
は
医
大
看
護

婦
、
荒
川
・
山
下
・
猪
股
・
坂
上
の
諸
嬢
で
あ
る
。
吾
等
診
療
所
開
設
当
初
よ
り

吾
々
と
苦
行
を
共
に
し
女
な
る
が
故
に
吾
等
の
知
ら
ざ
る
苦
労
が
多
々
有
っ
た
事

と
思
ふ
。
進
ん
で
巡
廻
診
療
を
希
望
し
朝
早
く
よ
り
七
里
の
道
を
連
日
歩
き
、
不

平
の
一
つ
も
云
は
ざ
り
し
彼
女
等
に
対
し
て
吾
等
は
萬
腔
の
感
謝
を
捧
ぐ
る
も
の

で
あ
る
。
而
し
て
吾
々
の
意
外
と
し
、
気
の
毒
に
た
え
ざ
る
事
は
献
身
努
力
せ
る

が
故
に
婦
長
等
又
同
僚
よ
り
白
眼
視
さ
れ
虐
待
と
も
思
は
る
待
遇
を
う
け
つ
、
あ

る
事
な
り
。

　
最
后
に
巡
廻
診
療
に
関
し
種
々
御
教
導
、
御
援
助
を
給
は
り
し
楠
井
教
授
、
永

井
助
教
授
に
対
し
感
謝
を
捧
ぐ
る
次
第
で
あ
る
。

　
医
大
の
再
建
の
一
日
も
早
か
ら
ん
事
を
祈
り
て
。

美
夫
、
張
　
欽
南
、
吉
本
博
一
、
米
村
博
臣
、
上
園
清
吉
、
川
村
輝
男
の
9

人
の
名
が
書
か
れ
て
い
た
。
本
書
簡
の
他
に
㈹
摺
人
の
カ
ル
テ
、
個
巡
回
地

図
2
枚
、
◎
注
射
薬
一
覧
表
と
注
射
筒
の
本
数
を
記
載
し
た
も
の
と
が
あ
っ

た
（
相
川
記
）
。

（
長
崎
医
学
同
窓
会
だ
よ
り
原
爆
復
興
5
0
周
年
特
集
号
よ
り
）

附
H
こ
の
書
簡
の
入

っ
た
袋
の
表
書
き
に
は
「
巡
回
診
療
班
病
歴
簿
」
と
あ
り
、

　
　
裏
に
は
影
浦
内
科
小
柳
光
久
、
仮
卒
濱
里
欣
一
郎
、
山
本
繁
一
郎
、
富
崎
十
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（二）

廃
嘘
の
ぐ
び
ろ
丘
に

　
　
　
慰
霊
塔
が
建
っ
た

長
崎
医
科
大
学
附
属
医
学
専
門
部

昭
和
二
十
年
卒
・
四
期
生
有
志

（張米
故

）　村
山欽
　　博
本

　南臣
繁・・
一溝富
郎

　口崎

十
美
夫
・
吉

漫
　
志
・
浜

本
　
博
　
一

里
　
欣
一
郎

　
廃
櫨
の
中
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
新
生
医
大
が
、
隆
盛
を
極
め
て
い
る
の
を
見
る

こ
と
が
出
来
た
の
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
戦
後
五
十
年
を
経
過
し
て
、
医
大
復

興
に
努
力
し
て
来
た
も
の
の
、
私
達
が
築
き
上
げ
た
も
の
は
殆
ど
形
を
残
し
て
い

な
い
し
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
回
、
原
爆
復
興
記
念
事
業
を
企
画

し
、
努
力
し
て
お
ら
れ
る
相
川
教
授
の
御
薦
め
も
あ
っ
て
、
私
達
の
と
っ
た
原
爆

直
後
の
行
動
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
、
我
等
何
を
な
す
べ
き
か
一

　
私
達
は
、
軍
医
養
成
を
目
的
に
、
全
国
の
医
大
に
設
置
さ
れ
た
内
の
「
長
崎
医

科
大
学
附
属
医
学
専
門
部
」
の
仮
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
卒
業
証
書
（
S
二
十
・
九

・
二
十
七
卒
業
）
も
医
師
免
許
証
（
S
二
十
一
・
五
・
十
七
授
与
）
も
な
い
医
学

徒
で
、
従
っ
て
、
医
療
行
為
を
実
施
出
来
な
い
身
分
で
し
た
。

　
原
爆
の
日
に
は
、
軍
医
学
校
に
在
学
し
て
い
る
も
の
、
軍
病
院
に
配
属
さ
れ
て

い
る
も
の
な
ど
色
々
で
し
た
。
当
日
は
、
陸
海
軍
病
院
配
属
の
軍
医
と
し
て
原
爆

直
後
の
被
爆
者
医
療
に
派
遣
さ
れ
た
者
も
あ
り
、
そ
の
行
動
の
一
端
は
既
に
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
然
し
、
多
く
の
者
は
、
二
十
日
以
後
に
配
属
を
解
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
出
身
地
に
帰
り
ま
し
た
。
帰
っ
た
も
の
の
、
長
崎
の
原
爆
被
害
の
大
き
さ

が
伝
え
ら
れ
る
と
、
母
校
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
心
配
に
な
り
、
九
月
に
な
る

と
次
々
に
集
り
始
め
ま
し
た
。
一
先
ず
、
南
蟹
寮
（
学
生
寮
）
を
宿
舎
と
し
て
、

と
に
か
く
、
焼
け
跡
の
整
理
・
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
次
第
に
人
数
が
増
え
て
来

ま
し
た
の
で
、
榎
津
町
（
現
万
屋
町
）
の
弘
心
寮
（
山
口
峰
一
内
科
医
院
・
木
造

三
階
）
に
移
転
し
ま
し
た
（
S
二
十
・
九
・
二
十
九
）
。
そ
し
て
、
私
達
は
何
を

す
べ
き
か
、
何
が
出
来
る
か
を
相
談
し
ま
し
た
。
被
爆
者
の
医
療
は
主
と
し
て
新

興
善
小
に
あ
っ
た
救
護
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
市
内
の
開
業
医
は
医
師
会
の

一
員
と
し
て
救
護
所
に
詰
め
て
い
た
り
、
兵
役
に
服
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
診
療

所
は
あ
る
も
の
の
、
一
般
市
民
の
医
療
は
殆
ど
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
市

民
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
診
療
所
の
開
設
が
急
務
と
考
え
ま
し
た
。
大
学
と
折
衝

し
ま
し
た
が
当
時
は
、
医
大
の
復
興
に
忙
し
く
、
人
員
も
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
、

な
か
な
か
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
止
む
を
得
ず
自
力
で
開
設

し
よ
う
と
準
備
し
ま
し
た
。
や
っ
と
古
屋
野
学
長
の
許
可
を
受
け
、
九
／
三
十
か

ら
被
爆
地
周
辺
の
巡
回
診
療
、
弘
心
寮
で
の
血
液
検
査
を
実
施
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
約
二
十
日
間
位
続
け
ま
し
た
が
、
医
大
が
大
村
海
軍
病
院
へ
の
移
転

が
決
っ
て
、
全
員
が
大
村
に
集
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
医
師
免
許
証
が
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
巡
回
診
療
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
（
十
月
下

旬
）
。
私
達
は
、
巡
回
診
療
と
は
別
に
、
焼
け
跡
の
整
理
と
同
時
に
欠
乏
す
る
医

薬
品
の
収
集
も
続
け
て
い
ま
し
た
。
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二
、
遺
骨
の
収
集

　
焼
け
跡
の
整
理
を
し
な
が
ら
、
沢
山
の
遺
骨
が
放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
に

忍
び
ず
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
そ
の
都
度
寄
せ
集
め
て
い
ま
し
た
。
遺
骨
の

一
部
は
、
生
存
者
の
証
言
を
た
よ
り
に
、
家
族
に
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

誰
と
も
わ
か
ら
な
い
遺
骨
や
、
持
ち
帰
ら
れ
た
残
り
や
ら
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
巡
回
診
療
を
終
え
る
頃
（
十
月
中
旬
）
、
遺
族
の
方
も
お
呼
び
し
て
、
医
大
と

し
て
の
合
同
慰
霊
祭
を
片
淵
町
の
高
商
（
講
堂
）
で
、
十
一
月
二
日
に
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
故
、
医
大
焼
け
跡
で
の
慰
霊
祭
と
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
と
に
か
く
、
参
列
さ
れ
た
御
遺
族
は
必
ず
焼
け
跡
を
訪
ね
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
、
そ
の
時
に
、
散
乱
し
た
遺
骨
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
い
て
は
、
訪
ね
ら
れ
た

遺
族
に
対
し
て
誠
に
申
し
訳
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
連
日
、
朝
早
く
か
ら
陽
が
暮
れ
る
ま
で
、
全
員
で
遺
骨
収
集
作
業

で
す
。
病
院
内
の
各
室
は
勿
論
、
基
礎
教
室
、
グ
ビ
ロ
丘
周
辺
を
探
し
回
り
ま
し

た
。
病
室
の
中
か
ら
、
病
棟
の
軒
下
か
ら
、
倒
壊
し
た
家
屋
の
下
か
ら
、
倒
木
を

起
し
、
瓦
礫
を
掻
き
分
け
て
の
収
集
は
大
変
で
し
た
。
真
っ
黒
に
焼
け
た
骨
や
遺

骨
を
焼
い
た
あ
と
の
灰
は
楽
で
し
た
。
頭
や
骨
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
付
近
の
木
片

を
集
め
、
こ
れ
に
焼
け
跡
か
ら
探
し
て
来
た
揮
発
油
（
キ
シ
ロ
ー
ル
？
）
を
掛
け

て
は
焼
き
ま
し
た
。
嫌
な
臭
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
焼
け
跡
は
何
処
も
同

じ
臭
い
で
し
た
か
ら
余
り
気
に
も
な
り
ま
せ
ん
し
、
遺
体
を
焼
い
て
も
何
の
感
慨

も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
然
し
、
こ
こ
に
は
誰
そ
れ
が
居
た
と
わ
か
っ
て
お
れ
ば
、

そ
の
人
を
想
っ
て
心
が
痛
む
。
小
さ
な
骨
を
み
て
は
、
親
や
兄
弟
の
名
を
呼
び
乍

ら
死
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
集
め
た
遺
骨
を
、
急
造
の
担
架
や

箱
・
空
罐
・
容
器
を
探
し
て
は
、
そ
の
中
に
入
れ
て
運
ぶ
。
殆
ど
素
手
で
の
作
業

で
す
。
私
達
は
、
残
り
火
・
送
り
火
に
残
さ
れ
た
骸
の
中
で
、
原
爆
に
散
っ
た
恩

師
・
先
輩
・
同
僚
、
そ
し
て
多
く
の
大
学
関
係
者
の
遺
骨
を
拾
う
。
こ
れ
が
、
お

世
話
に
な
っ
た
者
へ
の
せ
め
て
の
供
養
で
あ
る
と
思
っ
た
。
収
容
し
た
遺
体
の
数

は
、
二
〇
〇
体
を
越
え
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

三
、
慰
霊
碑
の
建
立

　
さ
て
、
集
め
た
遺
骨
を
何
処
に
安
置
す
べ
き
か
。
弘
心
寮
に
帰
っ
て
か
ら
は
毎

日
の
よ
う
に
相
談
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
医
大
全
体
を
見
渡
せ
る
「
ぐ
び
ろ
丘
」

に
し
よ
う
と
意
見
一
致
。
そ
れ
か
ら
再
び
、
丘
の
上
ま
で
持
ち
上
げ
る
作
業
が
続

き
ま
す
。
丘
の
周
辺
に
も
沢
山
の
遺
骨
が
あ
り
ま
し
た
。
道
は
な
く
、
木
々
は
倒

れ
、
瓦
礫
の
山
を
掻
き
分
け
な
が
ら
の
運
搬
作
業
で
す
。
代
用
食
で
力
は
入
ら
ず
、

本
当
に
難
行
苦
行
で
し
た
。
現
地
の
芋
な
ど
を
食
べ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
あ
と

に
な
っ
て
、
原
子
野
で
の
長
時
間
の
作
業
の
た
め
、
残
存
放
射
能
の
影
響
と
思
わ

れ
る
倦
怠
感
・
歯
齪
出
血
・
下
痢
・
発
熱
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
丘
の
上
に
集
め
た
遺
骨
は
、
集
会
所
（
？
）
の
あ
っ
た
跡
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
、

そ
の
上
に
土
盛
り
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
は
ど
う
に
も
格
好
が
つ
か
な
い
。

そ
こ
で
、
何
と
か
慰
霊
碑
ら
し
く
す
る
た
め
に
塔
を
立
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

丘
の
木
は
殆
ど
が
途
中
で
引
き
千
切
ら
れ
た
よ
う
に
薙
ぎ
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
内
の
一
番
真
直
ぐ
な
長
い
木
（
杉
？
）
を
選
ん
で
、
石
な
ど
を
道
具
に
し
て

枝
を
取
り
皮
を
剥
ぎ
、
二
～
三
日
か
け
て
磨
き
上
げ
ま
し
た
ら
、
ど
う
に
か
塔
ら

し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
前
面
に
「
慰
霊
塔
」
（
慰
霊
碑
で
は
な
い
）
後
面
下
段

に
建
立
従
事
者
名
を
書
い
た
板
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
土
盛
り
の
真
ん
中

に
立
て
、
そ
の
前
に
「
友
此
処
に
眠
る
」
の
石
板
を
置
き
ま
し
た
。
こ
の
石
板
は

大
学
構
内
に
あ
っ
た
舗
装
用
の
砂
岩
の
中
か
ら
綺
麗
な
も
の
を
選
ん
で
運
び
上
げ

ま
し
た
。
文
字
は
米
村
が
書
き
、
皆
で
釘
な
ど
を
使
っ
て
刻
み
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
の
前
日
（
？
）
ま
で
に
完
成
し
、
古
屋
野
学
長
に
報
告
し
ま
し
た
所
、
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大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

四
、
初
代
慰
霊
碑
の
そ
の
後

　
医
大
本
部
に
預
け
ら
れ
た
遺
骨
や
、
そ
の
後
に
収
集
さ
れ
た
遺
骨
な
ど
が
、
碑

の
後
ろ
に
置
か
れ
た
防
火
用
水
槽
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

状
態
で
は
到
底
収
容
出
来
な
い
程
で
し
た
。
医
大
の
復
興
委
員
会
で
も
、
協
議
が

な
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
恒
久
的
な
慰
霊
碑
建
立
が
企
画
さ
れ
昭
和
二
十

二
年
浦
上
復
帰
と
同
じ
頃
、
十
一
月
十
二
日
に
は
、
初
代
慰
霊
碑
の
奥
に
建
立
さ

れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
二
代
目
）
。
更
に
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
に

は
、
初
代
慰
霊
碑
の
跡
に
現
在
み
ら
れ
ま
す
慰
霊
碑
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
（
三

代
目
）
。
そ
の
際
、
「
友
此
処
に
眠
る
」
の
石
板
を
慰
霊
碑
の
中
に
保
管
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
（
調
　
教
授
談
）
。
そ
の
後
、
植
樹
が
続
け
ら
れ
、
参
道
も
整
地
さ

れ
て
、
昭
和
三
十
二
年
に
完
成
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
四

十
七
年
五
月
、
「
ぐ
び
ろ
会
」
（
附
属
医
専
同
窓
会
）
の
手
に
よ
り
、
植
樹
（
キ
ョ

ウ
チ
ク
ト
ウ
、
ツ
ツ
ジ
、
サ
ク
ラ
）
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
香
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
山
上
の
霊
庭
と
し
て
、
ま
た
、
復
興
長
崎
大
学
医
学

部
の
守
護
神
の
居
場
所
と
し
て
お
か
し
く
な
い
丘
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

②
本
文
は
上
記
六
名
の
記
憶
と
米
村
博
臣
（
ぐ
び
ろ
会
誌
二
十
八
号
）
・
溝
口

漫
志
（
佐
世
保
中
学
同
窓
会
雑
誌
）
の
記
録
を
も
と
に
浜
里
が
書
し
ま
し
た
が
、

日
時
行
事
な
ど
は
、
主
と
し
て
、
長
崎
大
学
三
十
五
年
史
・
昭
六
会
回
顧
五
十

年
（
青
木
義
勇
）
・
長
崎
医
科
大
学
原
爆
被
災
復
興
日
誌
（
調
来
助
）
・
ぐ
び

ろ
会
誌
二
十
五
号
他
、
医
大
関
係
者
の
原
爆
手
記
な
ど
を
参
考
と
し
ま
し
た
。

③
山
口
峰
一
医
師
一
古
川
町
の
山
口
正
人
先
生
の
御
尊
父
。
当
時
の
榎
津
町
は

現
在
万
屋
町
と
な
り
弘
心
寮
も
取
り
壊
さ
れ
て
、
家
電
製
品
の
会
社
が
建
っ
て

い
ま
す
が
、
当
時
の
模
様
を
御
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
確
か
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
な
お
、
右
隣
り
の
山
田
邸
は
、
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

（
長
崎
医
学
同
窓
会
だ
よ
り
原
爆
復
興
5
0
周
年
特
集
号
よ
り
）
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①
慰
霊
塔
建
立
の
主
体
と
な
っ
た
の
は
、
米
村
博
臣
・
富
崎
十
美
夫
・
吉
本
博

丁
張
欽
南
・
浜
里
欣
一
郎
・
山
本
繁
一
郎
の
六
名
で
し
た
が
、
同
期
生
松

本
淳
・
松
永
上
・
岩
永
光
陸
・
溝
口
漫
志
・
川
村
輝
男
・
上
園
清
吉
の
諸

兄
に
も
加
勢
し
て
頂
き
ま
し
た
。
他
に
も
漏
れ
て
い
る
方
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
五
十
年
前
の
記
憶
で
す
の
で
判
然
と
し
な
か
っ
た
点
を
御
寛
容
下
さ

い
。



（三）

巡
回
診
療
班
カ
ル
テ
に

　
　
記
載
さ
れ
た
白
血
球
数

三
根
真
理
子
、

池
　
田
　
高
　
良
、

濱
　
里
　
欣
一
郎
、

相
　
川
　
忠
　
臣

一
、
巡
回
診
療
班
の
発
足

　
原
爆
直
後
、
新
興
善
小
学
校
で
の
診
療
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
ま
で
巡
回
診

療
班
が
被
災
者
の
診
療
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
巡
回
診
療
班
は
復
員
青
年
医
師
九
名

か
ら
な
る
。
古
屋
野
学
長
の
許
可
を
得
て
九
月
三
十
日
、
発
足
す
る
。
榎
津
町
の

弘
心
寮
に
「
医
大
診
療
班
巡
回
・
往
診
・
診
察
致
し
ま
す
」
と
公
告
す
る
と
医
療

を
求
め
て
市
民
は
喜
ん
で
集
ま
っ
た
。
巡
回
は
城
山
、
西
浦
上
、
岩
屋
山
麓
の
コ
ー

ス
、
西
山
か
ら
水
源
地
を
越
え
本
原
町
、
本
尾
、
上
野
、
坂
本
町
の
コ
ー
ス
や
稲

佐
、
日
見
方
面
と
広
く
お
こ
な
わ
れ
た
。

二
、
カ
ル
テ
＝
二
七
枚
の
内
訳

　
「
巡
回
診
療
班
病
歴
簿
」
の
封
筒
に
は
コ
ニ
七
枚
の
カ
ル
テ
が
保
存
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
う
ち
、
二
名
が
二
回
受
診
し
て
い
た
の
で
実
質
一
三
五
名
分
で
あ
っ
た
。

初
期
に
は
顕
微
鏡
が
な
く
白
血
球
計
算
は
で
き
な
か
っ
た
。
精
神
科
よ
り
古
い
顕

微
鏡
一
台
を
探
し
て
き
て
白
血
球
計
算
が
可
能
に
な
っ
た
。
白
血
球
数
が
記
載
さ

れ
た
カ
ル
テ
は
四
九
名
で
詳
細
を
表
一
に
示
す
。
表
一
を
み
る
と
白
血
球
数
二
八

O
O
と
三
六
〇
〇
の
二
名
（
、
を
除
い
て
四
二
〇
〇
か
ら
八
六
〇
〇
の
範
囲
で
あ
り

ほ
ぼ
正
常
で
あ
る
。
米
村
博
臣
氏
が
記
述
し
た
「
診
療
所
開
設
ま
で
」
に
も
「
検

査
せ
る
者
は
概
し
て
正
常
値
に
近
き
者
が
大
多
数
で
あ
っ
た
」
と
し
る
さ
れ
て
い

る
。　

被
爆
距
離
別
の
平
均
値
を
表
二
に
示
す
。
一
㎞
以
下
六
〇
〇
〇
、
二
㎞
以
下
六

二
九
四
、
三
㎞
以
下
七
〇
三
六
と
近
距
離
ほ
ど
平
均
値
が
低
い
が
い
ず
れ
も
正
常

な
範
囲
で
あ
る
。

　
二
回
も
し
く
は
三
回
計
数
し
た
五
例
に
つ
い
て
は
図
一
に
示
す
。
九
月
中
旬
、

白
血
球
減
少
を
示
し
た
二
例
（
一
〇
〇
〇
、
二
五
〇
〇
）
は
十
月
中
旬
に
は
四
二

〇
〇
、
三
六
〇
〇
と
回
復
に
む
か
っ
て
い
る
。
他
の
三
例
も
九
月
中
旬
に
は
四
〇

〇
〇
か
ら
五
〇
〇
〇
の
範
囲
で
あ
っ
た
が
十
月
中
旬
に
は
六
四
〇
〇
か
ら
七
四
〇

〇
の
範
囲
に
増
加
し
て
い
る
。

三
、
「
医
師
と
し
て
の
原
子
爆
弾
体
験
記
録
」
に
記
載
さ
れ
た
白
血
球
数
と
の
比

　
較

　
「
医
師
と
し
て
の
原
子
爆
弾
体
験
記
録
」
q
に
白
血
球
数
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の

は
十
一
名
中
、
八
名
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
詳
細
を
表
三
に
示
す
。
八
名
の
う
ち

白
血
球
数
減
少
を
示
し
た
の
は
四
名
で
あ
っ
た
。
最
も
低
い
値
を
示
し
た
の
は
松

下
氏
で
八
月
の
時
点
で
三
〇
〇
か
ら
四
〇
〇
で
あ
っ
た
。
し
か
し
九
月
、
十
月
と

回
復
し
て
い
る
。
二
番
目
に
低
い
値
を
示
し
た
の
は
古
屋
野
氏
で
九
月
上
旬
よ
り

十
一
月
二
十
日
の
方
が
は
る
か
に
値
が
小
さ
く
測
定
上
問
題
が
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
三
番
目
に
低
い
値
は
佐
保
氏
で
九
月
六
日
に
八
O
O
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も

九
月
中
に
は
回
復
し
二
十
五
日
に
は
六
〇
〇
〇
と
な
っ
て
い
る
。
四
番
目
に
低
い

値
は
調
氏
で
九
月
十
六
日
に
二
四
〇
〇
で
あ
っ
た
。
九
月
末
に
は
五
八
O
O
と
回

復
し
て
い
る
。
十
月
、
十
一
月
に
計
数
し
た
も
の
は
い
ず
れ
も
正
常
な
範
囲
に
あ

る
。
原
爆
の
急
性
症
状
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
る
白
血
球
減
少
は
第
三
週
か
ら
第
五

週
（
八
月
末
か
ら
九
月
中
旬
）
に
か
け
て
死
亡
率
と
強
い
相
関
を
示
し
た
と
報
告

さ
れ
て
い
る
⑫
。
広
島
に
お
い
て
九
月
二
十
日
ま
で
に
計
測
さ
れ
た
白
血
球
数
と
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予
後
を
研
究
し
た
報
告
6
に
よ
る
と
、
一
〇
〇
以
下
で
一
〇
〇
％
、
一
〇
〇
〇
以

下
で
は
六
〇
％
、
三
〇
〇
〇
以
下
で
は
十
一
％
の
死
亡
率
で
あ
っ
た
。
三
〇
〇
〇

以
上
で
は
全
員
が
生
存
と
な
っ
て
い
た
。
巡
回
診
療
班
の
計
数
は
十
月
に
行
わ
れ

て
お
り
、
白
血
球
数
が
回
復
し
た
時
期
に
あ
た
る
た
め
、
ほ
ぼ
正
常
値
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
調
来
助
教
授
の
爆
心
地
よ
り
四
㎞
以
内
の
人
に
対
す
る
調
査
結
果
但

に
よ
る
と
、
急
性
症
状
の
嘔
吐
、
下
痢
、
発
熱
は
被
爆
後
一
週
間
で
は
六
十
四
～

八
十
二
％
の
．
人
に
発
生
し
、
出
血
、
脱
毛
、
口
内
炎
は
四
週
間
で
は
八
十
％
の
人

に
発
生
し
て
い
る
。
二
ヵ
月
で
は
こ
れ
ら
の
症
状
は
七
％
以
下
の
人
に
み
ら
れ
、

三
ヵ
月
で
は
ほ
と
ん
ど
の
人
に
症
状
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
被
爆
後

一
ヵ
月
ま
で
が
急
性
症
状
の
ピ
ー
ク
で
そ
の
後
、
急
速
に
回
復
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
中
尾
ら
6
の
報
告
で
は
、
重
症
群
の
半
数
は
四
十
日
以
内
に
死
亡
し
、

半
数
は
回
復
に
む
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
急
性
症
状
が
重
篤
で
あ
っ
た
者
は
八
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
死
亡
す
る
者
が
多
く
、
十
月
ま
で
生
存
し
た
者
は
つ
ま
り
回

復
力
の
あ
っ
た
者
で
あ
り
、
血
液
所
見
も
回
復
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
カ
ル
テ

に
記
載
さ
れ
た
症
状
を
み
て
も
、
急
性
期
障
害
の
あ
っ
た
者
の
多
く
は
症
状
が
軽

快
し
て
い
た
。

四
、
ま
と
め

　
こ
こ
で
は
白
血
球
数
が
記
載
さ
れ
た
カ
ル
テ
に
つ
い
て
の
み
分
析
し
た
。
初
期

に
は
顕
微
鏡
が
な
く
白
血
球
数
の
計
数
は
不
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
カ
ル

テ
は
主
に
ド
イ
ツ
語
で
記
載
さ
れ
て
い
た
。
十
月
の
受
診
患
者
の
う
ち
、
白
血
球

検
査
を
受
け
て
い
な
い
者
の
カ
ル
テ
を
見
る
と
、
原
爆
に
伴
う
火
災
に
よ
る
火
傷

が
近
距
離
被
爆
者
に
多
く
、
そ
の
他
に
赤
痢
ま
た
は
赤
痢
様
症
状
を
呈
す
る
者
及

び
全
身
倦
怠
感
、
頭
痛
な
ど
不
定
愁
訴
を
も
つ
者
が
目
立
っ
て
い
た
。

　
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
軟
膏
類
、
消
毒
湿
布
剤
、
外
科
器
具
、
注
射
器
具
を
か
き
集
め

て
の
発
足
に
始
ま
り
、
十
月
下
旬
ま
で
の
約
二
十
日
間
、
早
朝
か
ら
暗
く
な
る
ま

で
七
里
の
道
を
連
日
歩
い
て
の
診
療
活
動
で
あ
っ
た
。
そ
の
活
動
の
効
果
は
「
診

療
所
開
設
ま
で
」
に
「
特
記
す
べ
き
薬
も
な
か
っ
た
が
巡
回
を
始
め
て
十
日
も
た

た
ぬ
う
ち
に
患
者
は
半
減
す
る
に
至
っ
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
九
名
の
青
年
医
師
、
影
浦
内
科
・
小
柳
光
久
、
仮
卒
・
濱
里
欣
一
郎
、

山
本
繁
一
郎
、
富
崎
十
美
夫
、
張
欽
南
、
吉
本
博
一
、
米
村
博
臣
、
上
園
清
吉
、

川
村
輝
男
諸
氏
と
四
名
の
看
護
婦
、
荒
川
、
山
下
、
猪
股
、
坂
上
諸
嬢
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

文
．
献

ω
　
医
師
と
し
て
の
原
子
爆
弾
体
験
記
録
、
長
崎
医
学
会
雑
誌
　
七
〇
二
八

　
一
－
二
二
一
、
一
九
九
五

③
　
広
島
市
長
崎
市
原
爆
災
害
誌
編
集
委
員
会
編
一
広
島
・
長
崎
の
原
爆
災
害
、

　
岩
波
書
店
一
六
八
－
一
一
四
、
一
九
七
九

⑬
　
佐
々
貫
之
編
H
原
子
爆
弾
放
射
線
病
の
臨
床
、
原
子
爆
弾
災
害
調
査
報
告

　
書
一
五
〇
1
七
〇
、
一
九
五
一

㈲
　
国
巴
霊
ぎ
腔
轟
ぴ
①
“
ζ
o
象
o
巴
警
吋
＜
2
9
讐
o
日
一
〇
げ
o
旨
げ
8
警
巴
－

　
一
げ
一
Φ
の
　
H
P
即
O
の
Φ
曽
目
O
げ
一
P
げ
げ
Φ
国
噛
噛
Φ
O
け
の
即
口
α
H
5
属
一
仁
①
P
O
①
ω
O
㈹
叶
げ
①
乞
⊆
1

　
　
　
｝

　
。
H
Φ
貰
ω
o
日
び
目
Φ
暮
国
巻
H
o
巴
o
p
↓
o
ξ
o
し
碧
讐
ω
o
。
一
Φ
蔓
崩
〇
二
げ
①

　
℃
3
ヨ
o
鼠
o
口
o
噛
ω
9
Φ
ロ
8
ω
く
o
一
ト
o
二
㎝
O
一
ー
』
お
」
㊤
㎝
①

⑥
　
中
尾
喜
久
、
小
林
郷
次
郎
、
加
藤
周
一
、
矢
野
保
夫
、
小
宮
正
文
一
原
子

　
爆
弾
放
射
線
病
の
血
液
学
的
研
究
、
原
子
爆
弾
災
害
調
査
報
告
集
一
六
四
九

　
－
六
六
二
、
一
九
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
医
学
会
雑
誌
七
一
巻
三
号
よ
り
）
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表1　巡回診療班が白血球数を計数した者の情報

日査
6
1
1
11
1
1
1
1
1
1
斜
惚
1
2
1
2
1
3
将
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1

3
1
4
榊
1

4
1
4
桝
怖
価
価
1
5
1
5
1
7
1

7
1
7
1
8
1
8
1

8
1
9
1
9
1

9
伯
1

9
1
9
1
9
1
9
1
9
四
2
0
2
0
2
0

検
墾
男
女
女
女
女
男
女
男
男
女
男
男
男
女
男
男
男
男
男
男
女
女
男
女
男
男
女
男
女
男
男
女
女
男
男
女
男
男
男
男
男
男
女
男
男
男
男
男
男

讐
襲
男
鱈
3
3
墨
肝
33
酉
3
8
3
8
3
9
罰
2
9
釧
麗
2
6
3
3
2

6
29
2
3
3
。
3
9
四
2
8
3
訴
審
壽
夢
署
3
。
2
。
㎎
2
8
鴛
讐

欝
㎜
㎜
繍
難
羅
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
繍
㎜
羅
鞘
翻
躍
翻
㎜
㎜
難
翻
㎜
㎜
㎜

白
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
士

被爆場所 住所

附属医院患、者係

竹の久保市民病院

竹の久保

金屋町

金屋町

長崎駅

鍛冶町

浦上製鋼所

浦上製鋼所

浦上製鋼所

片淵町、製鋼所で作業

幸町三菱工場

長崎駅前

大波止

川平町

千々石

井樋のロ車中

三菱兵器工場

浦上製鋼所

浦上三菱工場

浦上三菱工場

茂里町製鋼所

浦上製鋼所

八千代町電車内

東浜町

西浦上水源地

立山町

製鋼所

長崎駅前

榎津町

西浦上水源地

立山町田畑

三菱兵器製作所

榎津町

三菱電機（淵国民学校）

稲佐町防空壕内

浦上製鋼所

浦上製鋼所

平戸小屋町

城山マリア学院

三菱兵器

浦上酸素会社

港内

南学寮

銭座校

銭座校

本石灰町

本石灰町

片淵町2丁目

鍛冶町

東浜町

滑石

大浦相生町

今篭町

城山

中小島

北高来郡湯江町

船蔵町

東浜町

東浜町

西彼長浦村

西片平町

東浜町

三菱工場

小菅町

下西山町

大浦日出町

浜町

榎津町

立山町

東浜町

鳴滝町

榎津町

榎津町

榎津町

立山町

平戸小屋町

榎津町

三川町

上小島町

上筑後町

上西山町

立山町

中川町

鍛冶町

桜馬場町

伊良林町

深堀村

新大工町

検査は全て10月実施



表2．被爆距離別白血球数の平均値

朧
圃

口
広
（

平均

　一1．0

1．1－2．0

2．1・3．0

3．1一

6000

6294

7036

6400

8000

6000

白

血
　　4000
球

数

2000

0

●’1。

1．F．（女、27才、金屋町）

F．M．（男、51才、幸町三菱工場）

N．F．（女、27才、製鋼所）

工K．（男、28才、聖マリア学院）

T．工（男、25才、製鋼所で作業）

8月下旬 9月中旬 10月中旬

図1．白血球数の変化

172



173

表3．「医師としての原子爆弾体験記録」に記載された白血球数

氏名 検査時期 白血球数

古屋野宏平

調　来助

北村包彦

松下兼知

森　重孝

森澤陽亮

古閑達也

佐保光康

　　9月上旬

　11月20日

　　9月16日

　　　9月末

　　9月20日

　　10月5日

　10月22日

　　8月27日

　　9月18日

　10月20日
S21．4月7日

　　10月13日

　　10月初旬

　　9月27日

　　9月6日
　　9月15日

　　9月25日

　4950
　　440

　2400
　5800

　4200
　3700
　6600

300－400

　9500
　5500
　7500

　4600

　6000

　3600

　　800

　3000
　6000

「医師としての原子爆弾体験記録」：長崎医学会雑誌70巻3号より作表



（四）

被
爆
一
年
後
の
残
存
放
射
能

　
　
測
定
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
川
　
忠
　
臣
、
三
　
根
　
真
理
子

　
医
学
部
貴
重
図
書
室
に
あ
っ
た
原
子
爆
災
調
査
書
と
大
書
さ
れ
た
袋
の
中
に

「
古
屋
野
學
長
殿
　
残
存
放
射
線
量
測
定
結
果
報
告
書
在
中
」
と
表
書
き
さ
れ
た

封
筒
が
あ
っ
た
。
差
出
人
は
「
物
理
的
療
法
科
　
永
井
隆
」
で
あ
る
。
そ
の
中
に

二
通
の
報
告
書
と
測
定
結
果
が
あ
っ
た
。
報
告
書
の
一
つ
に
は

「
放
射
線
測
定
報
告
書
　
　
昭
和
廿
一
年
九
月
十
、
十
一
ノ
両
日
二
一
旦
リ
九
州
帝

國
大
学
理
学
部
二
依
頼
シ
教
室
員
立
合
ヒ
ノ
モ
ト
ニ
、
浦
上
附
属
医
院
跡
二
於
ケ

ル
残
存
放
射
線
量
ヲ
測
定
シ
、
別
紙
ノ
如
ク
判
明
シ
マ
シ
タ
。
依
テ
浦
上
復
興
二

際
シ
テ
ノ
参
考
資
料
ト
シ
提
出
シ
マ
ス
。
昭
和
廿
一
年
十
月
廿
一
日
　
古
屋
野
宏

平
殿
　
物
理
的
療
法
科
　
永
井
隆
」

と
あ
り
、
も
う
一
つ
に
は

「
測
定
報
告
書
　
　
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
日
並
二
十
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
ニ

テ
行
ヘ
ル
放
射
線
測
定
結
果
ハ
別
紙
ノ
如
ク
、
ラ
ヂ
ウ
ム
室
並
ニ
ソ
ノ
隣
室
ヲ
除

キ
テ
ハ
放
射
線
ノ
存
在
ナ
キ
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
ル
　
九
州
帝
國
大
学
教
授
　
篠
原
健

一
　
印
」

と
あ
っ
た
。

　
同
封
さ
れ
た
測
定
結
果
は
下
記
に
示
す
通
り
で
、
結
果
を
要
約
す
る
と
、
ロ
ー

リ
ッ
チ
ェ
ン
検
電
器
二
つ
を
用
い
て
測
定
さ
れ
、
附
属
医
院
十
二
地
点
の
う
ち
ラ

ヂ
ウ
ム
室
と
そ
の
周
辺
以
外
の
十
一
地
点
は
自
然
放
射
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
ラ
ヂ
ウ

ム
室
と
そ
の
周
辺
は
十
六
地
点
を
測
定
し
各
所
で
高
レ
ベ
ル
の
放
射
線
量
が
検
出

さ
れ
た
。

　
1
．
測
定
器
　
ロ
ー
リ
ッ
ツ
ェ
ン
検
電
器
ニ
ケ

　
　
　
＃
1
．
　
自
然
放
電
　
9
。
。
。
　
9
＜
．
＼
目
営

　
　
　
　
　
　
　
感
度
　
一
　
巳
F
＼
5
5
ハ
約
　
。
。
図
ε
、
。
弓
＼
目
一
ロ
ニ
相

　
　
　
　
　
　
　
当
ス
。

　
　
　
＃
2
．
　
自
然
放
電
　
9
8
　
島
＜
●
＼
目
5

　
　
　
　
　
　
　
感
度
　
一
　
島
＜
k
田
ぎ
ハ
約
　
“
図
5
、
。
H
＼
目
冒
二
相

　
　
　
　
　
　
　
当
ス
。

　
2
．
測
定
結
果
（
各
測
定
位
置
ノ
所
二
使
用
検
電
器
ノ
番
号
ヲ
示
ス
）

（
i
）
裏
門
守
衛
所
　
斜
前
（
9
月
1
0
日
）
　
図
省
略

　
　
　
検
電
器
（
＃
1
）
指
示
　
9
。
。
。
司
巳
＜
●
＼
目
営
　
　
（
測
定
時
間
1
5
分
）

（
五
）
皮
膚
科
二
階
（
9
月
1
0
日
）
　
　
　
　
図
省
略

　
　
　
検
電
器
（
＃
1
）
指
示
　
9
ε
　
島
＜
・
＼
旨
『
　
　
（
測
定
時
間
1
0
分
）

（
…
皿
）
小
児
科
二
階
階
段
ノ
隣
ノ
室
（
9
月
1
0
日
、
11
日
）
　
図
省
略

　
　
　
検
電
器
指
示
（
＃
1
）
　
。
・
。
孚
　
巳
＜
．
＼
目
冒
　
　
（
測
定
時
間
30
分
）

　
　
　
（
第
二
日
ノ
測
定
ノ
ミ
ナ
ラ
バ
　
9
。
。。
　
巳
＜
●
＼
目
営
（
測
定
時
間
2
0
分
）

　
　
　
　
第
一
日
ノ
測
定
誤
差
多
カ
リ
シ
モ
ノ
ノ
如
シ
）

（
酋
）
婦
人
科
二
階
病
棟
　
治
療
室
（
9
月
1
1
日
）

　
　
　
検
電
器
指
示
（
＃
1
）
　
9
8
　
岳
＜
・
＼
田
冒
　
　
（
測
定
時
間
1
0
分
）

（
v
）
古
屋
野
外
科
一
階
　
看
護
室
（
9
月
n
日
）

　
　
　
検
電
器
指
示
（
＃
1
）
　
9
宕
　
巳
＜
■
＼
目
営
　
（
測
定
時
間
1
0
分
）

（
．
U
）
同
上
　
三
階
　
動
物
実
験
室
（
9
月
n
日
）

　
　
　
検
電
器
指
示
（
＃
1
）
　
。
藁
ご
　
象
＜
■
＼
白
ぎ
　
　
（
測
定
時
間
4
0
分
）

（
、
冊
）
角
尾
内
科
　
二
階
　
病
棟
　
　
　
　
図
省
略
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（
面
）

（
k
）

（
x
）

（
．
氾
）

使
用
検
電
器

検
電
器
指
示
（
＃
1
）
　
。
・
自

玄
関
ワ
キ
ゴ
ミ
捨
場

検
電
器
指
示
（
＃
1
）
　
9
宕

外
来
奥
ゴ
ミ
捨
場

検
電
器
指
示
（
＃
1
）
　
9
8

玄
関
横
側
出
入
口

検
電
器
指
示
（
＃
2
）
　
9
＝

ラ
ヂ
ウ
ム
室
　
並
ニ
ソ
ノ
隣
室
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図
を
省
略
し
場
所
を
記
載

ラ
ヂ
ウ
ム
室
金
庫
ア
ト
付
近

ラ
ヂ
ウ
ム
室
中
央

ラ
ヂ
ウ
ム
室
金
庫
ア
ト
付
近

〃〃〃〃隣
室
1
（
X
線
繰
作
台
あ
り
）

〃〃〃〃ラ
ヂ
ウ
ム
室
金
庫
跡
の
反
対
側

〃廊
下

隣
室
2

（
、
皿
）
玄
関
横
側
出
入
ロ
ノ
ゴ
ミ
ノ
山
（
＃
2
）

ラ
ヂ
ウ
ム
捜
索
ノ
為
一
帯
二
丁
寧
二
測
定
シ
タ
ル
モ
指
示
9
曾
1
9
蕊
巳
＜
●
＼

目
ぎ
ノ
程
度
（
（
x
）
二
一
例
ヲ
示
ス
）
ニ
シ
テ
自
然
放
電
ト
大
差
ナ
ク
放
射
線

ノ
存
在
ヲ
認
メ
得
ズ

ラ
ヂ
ウ
ム
ハ
コ
ノ
所
二
存
在
セ
ザ
ル
カ
或
ハ
存
在
ス
ル
モ
ゴ
ミ
山
ノ
中
二
埋
レ
テ

放
射
線
ハ
ソ
ノ
伏
土
二
吸
収
シ
地
上
二
達
セ
ザ
ル
カ
の
イ
ヅ
レ
カ
ト
思
ハ
ル
。

　
篠
原
健
一
氏
は
一
九
四
五
年
九
月
十
日
（
爆
発
後
三
二
日
）
に
い
豊
旨
。Q
雪

検
電
器
で
長
崎
の
各
地
を
測
定
し
た
（
原
子
爆
弾
災
害
調
査
報
告
書
第
一
分
冊
4
1

P
、
一
九
五
三
年
）
。
爆
心
地
で
検
電
器
の
自
然
放
電
（
。
・
8
島
＜
＼
B
営
）
の

約
八
倍
し
か
な
く
、
爆
心
地
か
ら
離
れ
る
に
し
た
が
っ
て
急
速
に
減
衰
し
五
〇
〇

1
八
O
O
m
離
れ
る
と
ほ
と
ん
ど
自
然
放
電
か
ら
区
別
で
き
な
く
な
る
と
書
い
て

い
る
。
ま
た
一
九
四
六
年
九
月
九
日
の
爆
心
地
で
の
自
然
放
射
能
を
差
し
引
い
た

値
は
。
・
8
。
。
島
＜
＼
B
言
で
あ
っ
た
。
長
崎
医
科
大
学
各
所
で
自
然
放
射
能
レ
ベ
ル

し
か
な
い
の
は
当
然
で
、
一
年
後
の
測
定
の
意
義
は
長
崎
医
科
大
学
に
あ
っ
た
ラ

ヂ
ウ
ム
の
捜
索
に
し
か
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
永
井
隆
助
教
授
は
む

し
ろ
残
存
放
射
能
に
お
び
え
る
学
内
或
い
は
学
外
の
人
々
を
安
心
さ
せ
る
意
味
が

あ
る
と
考
え
、
「
浦
上
復
興
に
際
し
て
の
参
考
資
料
と
し
て
」
学
長
宛
の
報
告
を

し
た
た
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
医
学
会
雑
誌
七
一
巻
三
号
よ
り
）
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㈲
　
原
爆
外
伝

物
理
的
療
法
科
（
放
射
線
科
）

浜
　
里
　
欣
一
郎

　
原
爆
五
十
年
の
記
念
企
画
に
参
加
し
て
、
原
爆
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
今
ま
で

に
書
き
つ
く
さ
れ
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
ま
だ
、
語
り
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
の
多
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。
個
人
の
埋
れ
た
記
録
は
、
個
人
の
も

の
で
は
な
い
こ
と
に
も
気
付
き
ま
し
た
。
歴
史
の
一
頁
と
は
、
個
々
の
記
録
の
集

成
だ
と
も
言
え
ま
す
。
何
の
役
に
も
立
た
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
記
録

も
報
告
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
原
爆
後
の
復
興
を
望
ん
で
い
た
医
大

職
員
の
情
況
報
告
と
し
て
お
読
み
戴
き
た
い
。

一
、
闇
夜
の
ラ
ヂ
ウ
ム

　
終
戦
翌
年
の
話
で
す
。
壊
滅
し
た
医
大
は
、
大
村
の
海
軍
病
院
か
ら
諌
早
の
海

軍
病
院
（
現
在
・
社
会
保
健
病
院
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
五
月
、

永
井
先
生
の
話
に
よ
る
と
、
医
大
焼
け
跡
に
や
っ
て
来
た
進
駐
軍
兵
士
が
、
ラ
ヂ

ウ
ム
室
（
外
来
玄
関
正
面
二
階
）
に
あ
っ
た
金
庫
を
コ
ジ
開
け
、
中
身
を
バ
ラ
撒

い
て
し
ま
っ
た
。
中
に
は
、
戦
前
か
ら
あ
っ
た
ラ
ヂ
ウ
ム
（
橋
本
氏
寄
贈
・
婦
人

科
保
管
）
の
一
部
が
、
ガ
ラ
ス
管
に
封
入
さ
れ
、
物
療
科
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
が
辺
り
に
散
乱
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
「
危
険
な
の
で
、
収
集
し
て
管
理

し
な
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
放
射
線
測
定
器
は
壊
れ
て
無
い
。
皆
で
考
え

て
、
闇
夜
に
螢
光
板
を
持
ち
出
し
て
調
べ
ま
し
た
。
ボ
ー
っ
と
光
る
の
で
す
。
こ

ぼ
れ
出
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
た
の
で
、
次
は
ど
う
や
っ
て
集
め
る
か
で
す
。

先
づ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
五
㎝
角
に
切
っ
て
、
黒
紙
に
包
み
、
番
号
を
付

け
て
付
近
一
帯
に
バ
ラ
弧
き
、
三
日
後
に
収
集
し
て
現
像
し
、
黒
化
度
の
強
い
部

分
の
土
を
集
め
ま
し
た
（
五
月
下
旬
）
。
こ
れ
を
諌
早
病
院
に
持
ち
帰
り
、
診
療

終
了
後
の
透
視
室
（
報
国
号
〈
島
津
〉
）
で
、
螢
光
板
の
上
に
広
げ
、
光
る
部
分

を
集
め
な
が
ら
の
作
業
が
二
週
間
続
き
ま
し
た
。
勿
論
、
鉛
ゴ
ム
前
掛
け
・
鉛
ゴ

ム
手
袋
・
鉛
ガ
ラ
ス
眼
鏡
を
使
用
し
ま
し
た
が
、
夏
の
暑
い
盛
り
で
し
た
か
ら
大

変
で
し
た
。
ヤ
ッ
ト
集
め
た
ラ
ヂ
ウ
ム
入
り
の
埃
を
、
細
い
ガ
ラ
ス
管
に
封
入
す

る
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
た
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
直
ぐ
割
れ
る
。
然
し
、
ど
う
に
か

封
入
し
た
も
の
を
鉛
で
包
み
、
保
管
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
放
置

し
て
い
た
ら
、
ガ
ラ
ス
管
や
シ
ャ
ー
レ
は
紫
色
に
変
色
し
て
い
ま
し
た
。
放
射
能

の
力
を
身
を
以
っ
て
体
験
し
た
次
弟
で
す
。

　
ラ
ヂ
ウ
ム
は
崩
壊
し
て
ラ
ド
ン
（
気
体
）
と
な
り
、
ラ
ド
ン
は
フ
ゼ
リ
ン
に
吸

着
さ
れ
ま
す
の
で
、
ラ
ド
ン
軟
膏
を
造
り
ま
し
た
が
、
線
量
が
解
り
ま
せ
ん
の
で

患
者
に
は
使
用
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
血
管
腫
に
利
用
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

不
幸
に
も
私
に
は
血
管
腫
は
な
く
、
と
う
と
う
活
用
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ラ

ヂ
ウ
ム
封
入
ガ
ラ
ス
管
は
業
者
に
委
託
し
て
、
「
白
金
管
」
と
し
て
婦
人
科
に
て

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
原
爆
資
料
セ
ン
タ
ー
の
三
根
先
生
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
図

書
館
の
資
料
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
、
九

大
篠
原
教
授
の
ロ
ー
リ
ツ
ッ
ェ
ン
検
電
器
測
定
結
果
で
は
、
ラ
ヂ
ウ
ム
室
の
金
庫

に
置
い
て
あ
っ
た
部
分
で
、
二
ヶ
所
に
自
然
放
射
能
の
一
〇
〇
倍
は
あ
る
と
の
記

録
が
あ
り
ま
す
。
奥
村
教
授
に
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
、
こ
れ
は
原
爆
の
放
射
能
で

は
な
く
、
残
っ
て
い
た
ラ
ヂ
ウ
ム
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
。
私

達
は
殆
ど
全
て
の
ラ
ヂ
ウ
ム
を
回
収
し
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
に
、
一
部
取
り

残
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
五
十
年
後
の
今
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
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二
、
爆
心
地
の
土

　
昭
和
二
十
一
年
に
な
る
と
、
原
爆
災
害
調
査
も
進
み
、
「
原
子
爆
弾
落
下
中
心

地
」
の
標
識
が
、
瓦
礫
の
中
の
現
在
地
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
線
路
を
挟
ん

で
西
側
の
空
き
地
に
は
急
造
の
飛
行
場
も
出
来
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
二
年
春
。
爆
心
地
の
清
掃
・
整
備
の
た
め
、
表
土
が
削
り
取
ら
れ
、

ど
こ
か
に
搬
出
さ
れ
る
と
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。
爆
心
地
の
表
土
に
は
、
ま
だ

残
存
放
射
能
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
搬
出
さ
れ
る
前
に
調
べ

て
お
き
た
い
と
考
え
、
フ
ィ
ル
ム
袋
に
一
袋
分
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
黒
紙

に
包
ん
だ
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
の
上
に
載
せ
て
お
け
ば
、
フ
ィ
ル
ム
が
感
光
す

る
筈
で
す
。
感
光
し
た
の
が
解
る
よ
う
に
、
中
央
に
鉛
板
を
置
き
、
水
分
に
よ
る

カ
ブ
リ
を
防
ぐ
為
に
フ
ィ
ル
ム
は
二
枚
に
し
ま
し
た
。
一
週
間
後
、
現
像
し
た
ら
、

置
い
た
土
の
形
と
鉛
板
の
映
像
が
見
事
に
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
永
井
先
生
に
見

せ
ま
し
た
。
線
量
は
不
明
で
す
が
、
残
存
放
射
能
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
認
出
来

た
わ
け
で
す
。
先
生
は
、
市
民
会
館
（
新
大
工
町
・
現
玉
屋
デ
パ
ー
ト
の
向
い

側
）
に
あ
っ
た
G
H
Q
に
持
参
し
て
測
定
し
て
も
ら
い
な
さ
い
と
申
さ
れ
た
の
で
、

G
H
Q
に
委
託
し
ま
し
た
。
一
週
間
後
、
結
果
を
聞
き
に
参
り
ま
し
た
が
、
広
島

に
送
っ
た
と
の
返
事
だ
け
で
何
も
話
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
診
療

に
追
わ
れ
て
放
置
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
ど
う
な
っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
恐

ら
く
、
当
時
の
米
軍
は
、
原
爆
に
つ
い
て
の
記
録
を
秘
密
に
し
て
い
た
よ
う
で
す

か
ら
、
返
事
を
く
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
大
量
の
削
り
取
ら
れ
た
表
土

が
何
処
に
搬
出
さ
れ
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
残
存
放
射
能
を
確
認
し
た
土
を
金
魚
鉢
に
入
れ
、
金
魚
を
飼
育
し
て

卵
に
対
す
る
放
射
線
の
影
響
を
み
調
査
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
排
卵
は
し
た
も

の
の
、
成
魚
を
入
れ
た
ま
ま
放
置
し
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
全
部
食
べ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
成
魚
は
別
の
容
器
で
飼
育
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
す
。

（
長
崎
医
学
同
窓
会
だ
よ
り
原
爆
復
興
50
周
年
特
別
号
よ
り
）
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A PETITION 

5~~ ~Fi.{,:T:l~¥ T ~~ ~D 

Decernber 10, 1946 

Your Excellency General MacArthur 

Nagasaki Medical University 

President KOhei Koyano 

Director of Student Activities 

Kanetomo Matsushita 

A petition concerning the reconstruction 

of the Nagasaki Medical University 

Dear Sir : 

In 1856, Pompe van Meerdervoort came to Nagasaki. In 1860, he organized a Health 

Center in Nagasaki. Pompe became the teacher at the Nagasaki Health Center, and 

seven students including Tosei It~ and Naonaka Sato pursued the study of Western 

Medical Science. 

In 1860, Ry~jun Matsumoto founded a hospital in Nagasaki which was known as 

Seitokukan. In 1868, the name Nagasaki Seitokukan was changed to Nagasaki Medical 

School. On the other hand, in February 1869, a Medical Center was founded in Tokyo 

known as the sh~hei Medical School that operated in the capacity of a University. In 

December of the same year, it was changed to Tokyo Medical University. 

In 1871, the Minister of Education, Sensai Nagayo, accompanied Ambassador lwaku-

ra to Europe and America to investigate the Western Medical Systern. Naotsune Sakai 

took over as head of the Nagasaki Medical School in place of Sensai Nagayo. 

In 1895, Shibasabur~ Kitazato was appointed Professor Erneritus of the University 

of Berlin. 

After many changes, in 1927, the school was renamed the Nagasaki Medical Univer-

sity where many students from all over the country came together and studied medicine. 

However, on August 9, 1945, Nagasaki Medical University, being at the center of the 

atomic bomb explosion, was completely burned to the ground. A11 of the buildings 

collapsed, and over 1000 people including professors, students, nurses and patients were 
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killed in an instant. Moreover, a countless number of people though alive suffer from 

serious wounds. 

The Nagasaki Medical University was destroyed completely with no hope of recov-

ering from its present condition as the Ministry of Education is said to have decided 

that the restoration of the Nagasaki Medical University is impossible. However, 

we believe that the Medical University has a grave duty and is essential for the treat-

ment and help of patients affected by the atomic bomb. We desire your assistance in 

the continuity of the Nagasaki Medical University as the center of medical treatment 

in the future. The university has a great duty to contribute to the medical treatment 

and welfare of the people of Nagasaki. 

Therefore, we invite you to consider the great irnportance of the mission of the uni-

versity and we humbly ask for your permission and assistance in the restoration of the 

Nagasaki Medical University. 

Very truly yours, 

F~: : C cD~;~~i~1~~1~~~~~~~~~fl~~~~i~:h~l984f~~~:lc~~y~:~~1~~C~:1~~T~l~~i5t~~,~4l~~~~~c~~:~･ ~ ~~i~･~ tLt: ~ (2)~~. 

G H Q ec~:Llt*-~･~i~ ~･. ~~) J~ ~ Sc~~~~~:~ tLf*-,~)~~I~~~(2) ~ C ;~l~. ~ ~ LtA-~'J~ ~ ~~. 

(~:W~:~:~:f~~~~,.*.*~~~/*"" J~ ~ ~1~~~~~~~50J~~~l~~~~~:~~,J; ~ ) 
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(t) 

THE SUMMARY RECORD OF THE ORIGlN AND 
DEVELOPMENT OF THE NAGASAKI MEDICAL UNIVERSITY 

AND 
DAMAGES AND CASUALITIES CAUSED 
BY THE ATOMIC-BOMB ON AUGUST 

9 . 1945. 

The Summary Record of the Origin and 

Development of the Nagasaki Medical University. 

The Nagasaki Medical University is one of the government institutions established 

under lrnperial Ordinance No. 93 dated March, 30, 1923 (the 12th year of Taisho) and 

opened on April 1, the same year re-organizing the former Nagasaki Medical College 

(Nagasaki lgaku Senmon Gakko). 

The name of the Medical Department of the Fifth High School (st Kumamoto) was 

changed to the Nagasaki Medical College in accordance with Imperial Ordinance No. 24 

and Education Ministry Ordinance No. 18 both dated April 1901 (the 34th year of Meiji). 

Therefore, in order to describe the history of this University, we ought to tell the ori-

gin of the Nagasaki Medical School (Nagasaki lgakko) which was the precursor of the 

Nagasaki Medical College and had the close relation with the origin of this college. 

The Nagasaki Medical School was originated on Nov. 12, 1857 (the 4th year of of An-

sei) , whom Pompe Van Meerdervoolt, Dutch surgeon, began his lectures of Medical Sci-

ence in Dutch to Ryoiun MATSUMOTO, medical students at the Medical Institute(Igaku-

denshusho), one of the Shogunate schools at Omura-machi, Nagasaki-Shi. 

This was the first medical shool in Japan and accordingly is regarded as of great 

importance in the modern history of Japanese Civilization. 

Brief History of the Nagasaki 
Medical ~niversity 

Since the opening of Nagasaki Port to foreigners to trade with Japanese in 1571 

2nd year of Genki) , the western medical art had been introduced into Nag~LSaki by 

tugiese and had been flourished in Japan during Keicho era (1596- 1615). 

(the 

Por-
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This was what is called "NANBAN" Medical art (Western medical art carne from 

southern foreign countries). 

In Nagasaki there were a Charity hospital called "Misericoria" in the vicinity of Ten-

man Shrine on the top of Moto-hakata-machi slope and a poor house managed by the 

Christian Orders : in the former, Iepers were mainly admitted and in the latter, the poor 

and the needy were given medicines and medical treatment. Both were the first hospitals 

in Japan where the western medical art had been operated. 

In 1614 (the 19th year of Keicho) the installations were abolished temporarily. 

Prior to this Portuguise were prohibited their visit to Japan in the Tensho era (1573 

- 1786) and Hollanders were only admitted to engage in trade with Japanese at Dutch 

Mansion, Dejima, Nagasaki in 1641 (the 18th year of Kwanei). 

One Dutch medical official, as the personnel of the Dutch East Indian Trading Com-

pany, used to come to Japan in turn and taught the medical art what was called "ko-

mo" school medrcal art ("Komo" means "red hair" which western people have on their 

head and body So "Ko mo" school medrcal art means "the western medical art") to 

Japanese interpretors. 

According to the document, when Bronkhorst, Dutch minister to Japan, went up to 

Edo (Tokyo was called so about 80 years age) to do homage formally to the Shogun in 

November, 1949 (the 2nd year of Keian). he accompanied Casper Schambergen. Medical 

official, with him. 

On this occasion, four Japanese students were admitted to visit Dutch mansion at 

Dejima for the first time learn Dutch medical art on and after November 7, 1649 (the 2 

nd year of Keian) (Francor Valentine's diary at Dejima). 

Since then distinguished and learned Dutch physicians came to Japan one after an-

other. Above all, William Ten Rhyne in 1673 (the Ist year of Empo). 

Kaempfer in 1690(3rd year of Genroku and Carolus Petrus Thunberg in 1775(the 4th year 

of Anei) arrived at Japan and they introduced the most progressed and the newest med-

ical art that Europe hava ever had at that time into Japan. 

Chinzan NARABAYASHI. Hoan ARASHIYAMA, Shotaku SEO, Junan NAKA-
GAWA, Kogyu YOSHIO, Genpaku SUGITA, Rankwa MAENO and other Scholars were 

taught and trained by these Dutch physicians personally and each of them became dis-

tinguished and founded his own school of medical art. 
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Especially when Feilke and P. F. Von Siebold came to Japan during Bunka and Bunsei 

eras(1804- 1829) , all the genius and talent of Japan flocked to Nagasaki to learn medical 

science and art and to be trained under these veteran Dutch physicians. 

So Nagasaki became the source of Medical Science and art in Japan. 

In May, 1869 (the 2nd year of Meiji, Japanese governrnent employed A. J. C. 

Geerts, a Dutch teacher and established a school in which he taught geometry, 

chemistry etc. 

physics, 

In November, 1871 (the 4th year of Meiji) this school was transfered under the juris-

diction of Education Ministry and is organization, facilities, staffs and others were very 

much irnproved. It's name was changed to the Nagasaki medical school with annual ex-

penditure of 20,000 yen and Sensai NAGAYO was appointed the president of this school. 

After the termination of the civil war at Saga district in 1875 (the 8th year of Meiji) 

the building of this school transfered under the jurisdiction of Nagasaki-Ken and it was 

proposed to rehabilitate medical science and art. 

Having been given the grant of financial aid extending over three years from Japanese 

Government, Nagasaki-Ken established Nagasaki Hospital, employed Van Leewen and 

appointed Tateyasu YOSHIDA the head physician of this hospital. In June, 1876 (the 9th 

year of Meiji) Nagasaki-Ken established the Medical Training Institute attached to this 

hospital and trained physicians. 

In January, 1878 (the 1lth year of Meiji). the narne of this institute was changed to 

Nagasaki Medical School, revising the school regulations and the head physician YOSHI-

DA was appointed the principal of this school concurrently. In January, 1879 (the 12th 

year of Meiji) this school became a prefectural institution and the hospital was utilized 

as the Clinic Class rooms attached to this school. 

Under Education Ministry Ordinance 

"General Regulations of Medical schools" . 

ical school. 

dated 1883 (the 16th year of 

this school was designated Ko , 
Meiji), subject-

(A) Class Med-

In March, the same year, 

Medical official. 

discharging Fock, they employed T. W. Beukema the Dutch 

Under Educational Ministry Notification No. 7 dated June, 18 

Meiji). Pharmaceutical department was attached to this school, 

, 
1889 

and 

(the 22nd year of 

the fixed number 
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of students to be admitted was changed from 400 to 500. 

On Feb. 4, 1891 (the 24th year of Meiji) the Imperial Rescript on Education with the 

Imperial signature of Emperor Meiji was given this school and then the ceremony of Read-

ing the Imperial Rescript was held on the day of the anniversary of the accession of Em-

peror Jimmu (February, 1lst). 

Having cornpleted the new school buildings at Urakami, Yamasato-mura, Nishisono-

ki-gun, Nagasaki-Ken on Sept. 11 the same year, this school moved to this new buildinges 

and the former school buildings were designated an annexed class rooms in which the 

fourth year students were given lectures. 

On Nov. Ist of the same year, the domitory was opened 

first year classes were to be accornmodated. 

all students of the second and 

On March, 7th, 1892 (the 25th year of Meiji, the Exercises in cerebration of the comple-

tion of the new building of this University was held. (.. . some parts following are omit-

ted. . . ). 

From the time of establishing this school to 1946(the 2lst year of Showa.)in this school, 

3,237 persons in Medical department and 1,770 persons in pharmaceutical department 

graduated from ; and 1,716 nurses were trained in this school. 

Since March, 30, 1923 (the 12th year of Taisho) this has been the Government 

gasaki Medical University and has attached the Special pharmaceutical department. 

Na-

1,215 physicians graduated frorn this University and 360 physioians were 

the docterate of Doctor of Medicine. (from 1924 - 1942). 

conf erred 

Damages and casualities caused 

by the Atomic-bomb on August 
9. 1945. 

The institute was within I km of the atomic bomb center (Basic Course Room, at-

tached Pharmaceutical College. Local Disease Research Laboratory, and the main build-

ing were situated 600 m distant from the center and university hospital was located 800 m 

distant), and inside facilities of the university hospital, which was built of ferro-con-

crete and escaped collapse, have been almost completely destroyed by fire and all wood-

en structures have been pushed over and burnt down : 16 professors including the presi-

dent, 85 assistant professors and their subordinate medical staffs, 140 employees, 507 uni-
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versity man and collegians, and 100 nurses lost their lives. 

Above all the most fragic was that at five auditoriums made of wood, where lectures 

were under way after an air-raid alarm had been lifted, all of professors and students 

were instantly killed to ashes. 

It was caused us great embarrasment that since all seqretaries and office workers 

were killed and all account-books have been burnt account matters of the institute has 

become untraceable. 

Amid ruins of fire, however, we rose contering around few survivors for rehabilita-

tion of the institute and in the first place, university men of junior grade and collegians 

were transferred to the Kyushu Imperial University and the Saga Higher School respec-

tively for temporary studying there and every effort has been made to secure school rooms 

for senior grade university men in any of hospital, Nagasaki Army Hospital and Ornura 

Naval Hospital, and Sasebo Nutual Relief Hospital. 

In early September of 1945, a chamberlain was dispatched by H. M. the Emperor 

who inspected the ruins and delivered to us the emperor's gracious massage "We hope 

you will endeavor toward rehabilitation" and, fortunately the Nagasaki municipal au-

thorities was sympathetic enough to offer Shinkozen National Primary School building 

for our use. Further, we have obtained ex-Naval Hospital at Isahaya through favorable 

consideration of Headquarters Occuaption Forces, and, thanks to friendliness of both 

prefectural and municipal authorities of Saga, the young men's school-building of the 

Nitto plant has been offered to the Pharmaceutical College for teaching as well as for 

lodging. 

With the graduates of 1945 Ieaving the school the institute was animated with fresh 

boys of 1946 and the once felt fear of abolition of the Nagasaki Medical University has 

proved absolutely agroundless, and Ist year and 2nd year students ternporarily trans-

ferred to the Kyushu Imperial University have returned one semester earlier than ex-

pected. 

Now out of the school the Rehabilitation attainment Association has been formed 

with the Governor as its president in order to help us reconstruct the institute and at school 

the Rehabilitation Committee has been organized and all professors, ernployees, and stu-

dents are making their utmost effort for reconstruction. 

Recruitement of professors has been almost completed and teaching as well as med-

ical treatment are being given with facilities established in Nagasaki City and Isahaya 
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City, i, e, the Head Office and attached Ist Hospital with accomodation for 120 patients in 

Nagasaki City and Primary Course Roorn, Local Disease Research Laboratory, and at-

tached 2nd Hospital with accomodation for 330 patients in Isahaya City. 

It has been recently decided that Pharmaceutical College will be removed to the ex-

One Airfield of Onomachi, Isahaya City, and the opening ceremony is scheduled for 

January 27 . 

For the reconstruction of the institute on the devastated site at Urakami, which was 

first expected to be realized in a year through kind consideration on the part of the Head-

quarters Occupation Forces, the Education Ministry is much sympathetic and exerting 

thernselves to the utrnost. 

Owing to the roaring of commodity prices, however, the construction cost in the five-

year prograrn designed in October, 1945, 40-million yen, mounted over 70-million yen in 

May, 1946. 

Despite such difficulties confronting the rehabilitation the Education Ministry, in 

view of the disaster caused by the atomic-bomb and of the intention of the Headquarters 

Occupation Forces, is giving us priority to other war-damaged schools. 

Ground and building in the Past 

Aggregate 

Location Name 
Area of 
Ground 

avelage of Re m arks 

buildings 

Sakamoto-machl Read office and Class Tsubo Tsubo The area of 

rooms for the basic 27, 280. 785 5, 874. 4565 the building 

subjects, Nagasaki whose outer 

Medical University concrete walls 

and the attached pha- remained behind 

rmaceutical depart-

ment 

Sakamoto-machi, The attached Nagasaki 16, 189 . 960 9, 872. 054 The area of 

Yamasato-Go, Medical University the building 

Nagasaki-shi Hos pital whose outer 

concrete walls 

remained behind 

TOTAL 43, 470. 745 15, 746. 5105 
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Ground and buildings at Present 

Location Name 
Area of 

ground 

Aggregate average of 

buildungs 

Type of con-

struction Remarks 

Moto-Kosen- Read office, Na- Tsubo Tsubo Steel-Concrete With 120 beds 

m ach i . gasaki Medical 1, 748. 377 1, 619. 300 three storied, and one 

Nagasaki-shi University and a part of which lecture room 

the First Nagasaki is one-storied 

Medical University 

Hos pital 

Eisho-machi, Isahaya Class 25, 335. 0539 5, 781. 097 Wooden one-sto- With 330 beds 

Isahaya-Shi room, Nagasaki ried, a part of and nine 

Medical University which is two lecture rooms 

and the second Na storied 

gasaki Medical 

University Hospital 

Ono-machi, The attached speci 13, 850. OOO 1, 975. OIO Wooden one-sto-

Isahaya-shi al pharmaceutical ried, a part of 

de partment, which is two 

Nagasaki Medical storied 

University 

TOTAL 40, 963. 4309 9, 375. 407 

Personnels of 

When Atomic 

the University as of Aug. 9. 1945 

Bomb was fallen at Nagasaki-Shi. 

Prof essors Scholars and 
Students 

Classifi-cation 

Medical Univer-sity Special 
Medical De part-

ment 

Pharma ceutical 

Depart-ment 

Assistant 
P rof essors 

and Medical 
staffs, The 
University Hos pital 

Nurses Other staffs 

Scholars Studerts 

Aggregate total 

The dead 12 2 2 85 100 140 183 324 848 

The 
Survived 

8 O 4 73 161 73 159 312 790 

TOTAL 20 2 6 158 261 213 324 636 1, 638 

Scholars and Students as of Oct. 1, 1946 

School year 
Classif ication 

First year 
class 

Second year 
class 

Third year 
class 

Fourth year 
class 

Aggregate total 

Medical faculty 93 40 34 51 218 

Special Medical Department 79 72 61 212 

Parmaceutical Department 85 87 51 223 

TOTAL 178 206 157 112 653 
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讐
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爆
弾
体
験
記
録

筈
師
ト
シ
テ
ノ
原
子
爆
揮
体
験
記
録
　
序
言

　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
醤
科
大
學
長
事
務
取
扱
　
古
屋
野
　
宏
　
平
：
：
捌

署
師
ト
シ
テ
ノ
原
子
爆
弾
体
験
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
古
屋
野
　
宏
　
平
：
：
騰

原
子
爆
弾
遭
難
艦
験
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
醤
科
大
學
教
授
　
調
　
　
　
來
　
助
：
：
鰯

自
家
の
原
子
爆
弾
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
馨
科
大
學
教
授
　
北
　
村
　
包
　
彦
：
：
㈱

冒
図
＞
8
目
一
。
切
o
目
げ
国
巷
。
匡
雪
。
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
3
団
●
国
一
母
目
琴
四
：
：
迎

原
子
爆
弾
腔
験
記
（
讐
師
ト
シ
テ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
讐
科
大
學
教
授
　
長
谷
川
　
高
　
敏
：
：
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頃
霧
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ゆ
妻
餌
目
罠
讐
o
m
匡

長
崎
二
於
ケ
ル
原
子
爆
弾
受
傷
者
ト
シ
テ
ノ
自
家
体
験
（
病
床
日
誌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
醤
科
大
學
精
神
科
助
教
授
　
松
　
下
　
兼
　
知
：
－
獅

原
子
爆
弾
膿
験
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
醤
科
大
學
助
教
授
　
森
　
　
　
重
　
孝
：
：
鵬

原
子
爆
弾
遭
難
記
　
昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
讐
科
大
學
外
科
助
手
　
金
　
武
　
三
　
良
－
－
㎜

原
子
爆
弾
体
験
記
（
讐
師
ト
シ
テ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
醤
科
大
學
醤
師
　
森
　
澤
　
陽
　
亮
：
：
蹴

原
子
爆
弾
体
験
記
（
筈
師
ト
シ
テ
）

　
　
　
　
長
崎
馨
科
大
學
附
属
醤
院
影
浦
内
科
副
手

讐
師
と
し
て
の
原
子
爆
弾
膣
験
記

　
　
　
長
崎
署
科
大
學
皮
膚
泌
尿
器
科
教
室
副
手
補

原
子
爆
弾
体
験
記
（
署
師
ト
シ
テ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
學
生

古
関
達
也
－
：
㎜

黒
木
重
　
徳
－
－
脳

佐
　
保
光
　
康
－
－
㎜
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讐
師
ト
シ
テ
ノ
原
子
爆
弾
体
験
記
録

序

言
長
崎
署
科
大
學
長
事
務
取
扱
　
古
屋
野
　
宏
　
平

　
一
九
四
五
年
八
月
九
日
余
等
長
崎
医
科
大
学
全
員
ハ
人
類
史
上
空
前
ノ
科
学
的

驚
異
ナ
ル
原
子
爆
弾
ヲ
体
験
シ
タ
。

　
此
日
我
長
崎
市
ノ
上
空
ハ
盛
夏
ノ
陽
光
燦
ト
シ
テ
照
リ
、
地
上
ハ
生
々
タ
ル
深

緑
二
満
チ
テ
ヰ
タ
。
朝
来
ノ
空
襲
警
報
ハ
午
前
十
一
時
頃
解
除
サ
レ
、
全
学
ハ
静

カ
ニ
研
究
二
講
義
二
將
又
診
療
二
執
務
二
各
自
鯨
念
ナ
ク
没
頭
セ
ル
折
柄
、
突
如

1
ー
夫
レ
ハ
文
字
通
リ
晴
天
ノ
屏
震
ノ
如
ク
　
　
怪
光
一
閃
大
爆
音
ヲ
キ
ク
ト
共

二
次
ノ
瞬
間
ニ
ハ
妖
雲
天
ヲ
掩
ヒ
地
上
ノ
前
物
ハ
其
様
相
ヲ
全
然
一
変
シ
テ
ヰ
タ
。

　
爆
心
ヨ
リ
一
粁
以
内
ニ
ア
ル
本
邦
最
古
ノ
西
欧
文
化
輸
入
ノ
傳
統
ヲ
誇
ル
我
長

崎
医
科
大
学
ハ
丘
陵
上
ノ
基
礎
医
学
科
諸
教
室
及
ビ
大
学
本
館
（
統
テ
木
造
建
築
）

先
ヅ
倒
壊
炎
上
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
幾
分
低
ク
且
ツ
爆
心
ヨ
リ
僅
カ
ニ
遠
キ
臨
床
科
教

室
即
ち
病
院
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
）
ハ
輪
郭
ノ
ミ
ヲ
残
シ
テ
内
部
悉
ク
破
壊

飛
散
シ
次
デ
之
レ
亦
大
部
分
火
ヲ
発
シ
タ
。

　
薙
二
於
テ
學
園
ハ
阿
鼻
叫
喚
ノ
修
羅
場
ト
化
シ
傷
キ
艶
ル
、
モ
ノ
敷
ヲ
知
ラ
ズ
、

偶
々
講
義
中
ナ
リ
シ
基
礎
科
五
講
堂
（
解
剖
、
生
理
、
生
化
学
、
病
理
及
ビ
衛
生
）

二
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テ
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四
百
有
蝕
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学
生
教
壇
上
ノ
教
授
ト
共
二
其
席
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歴
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燈
ト
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シ
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。

　
医
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内
ノ
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ハ
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ハ
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互
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時
危
機
ヲ
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シ
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爾
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時
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経
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ト
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原
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ヲ
嚢
シ
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教
授
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授
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教
授
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ビ
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八
十

八
名
ノ
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者
ヲ
見
ル
ニ
至
ッ
タ
。

　
我
等
当
時
学
内
現
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ニ
ア
ッ
テ
奇
跡
的
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生
命
ヲ
完
ク
シ
タ
代
表
的
医
師
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名

ノ
体
験
記
ヲ
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リ
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空
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シ
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ラ
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可
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録
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ス
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録
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区
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ア
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事
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覧
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爆
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皆
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ヲ
認
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デ
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黒
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シ
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テ
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ノ
黎
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援
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シ
来
ル
ニ
会
シ
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ヲ
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、
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意
識
ヲ
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ヘ
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ノ
ハ
悉
ク
、
多
ク
ハ
呼
吸
ノ
困
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ヲ
感
ジ
テ

ヰ
ル
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爾
後
ノ
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過
症
状
ハ
概
シ
テ
爆
心
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面
セ
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側
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室
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シ
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程
症
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囲
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皮
膚
ノ
光
澤
ヲ
失
シ
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。
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テ
病
院
正
面
ノ
本
館
外
科
外
来
患
者
診
察
室
二
行
キ
｝
o
ζ
島
巳
。
ヲ

始
ム
。
此
建
物
ハ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
ニ
シ
テ
地
下
室
ヲ
有
ス
、
各
層
ハ

中
間
ヲ
略
々
東
西
二
貫
ク
廊
下
ア
リ
テ
之
レ
ヲ
挾
ミ
両
側
二
諸
室
ア
リ
、
余
ノ
診

察
室
ハ
南
側
二
位
シ
、
南
面
シ
テ
大
ナ
ル
ニ
窓
開
ク
、
從
テ
此
室
ハ
爆
心
（
此
建

物
ノ
北
西
約
八
百
米
ト
推
定
サ
ル
）
ヨ
リ
ス
ル
9
0
目
ざ
冨
島
睾
ざ
き
茜
図
二

封
シ
テ
上
方
ハ
屋
根
及
び
二
床
二
、
又
側
方
ハ
三
重
ノ
隔
壁
ヲ
以
テ
遮
ラ
ル
。
室

ノ
ヤ
ヤ
西
寄
リ
ニ
「
テ
ー
ブ
ル
」
、
東
寄
リ
ニ
診
察
台
ア
リ
、
余
ハ
両
者
ノ
中
間

二
南
窓
ヲ
背
ニ
シ
北
面
シ
テ
座
シ
居
リ
、
周
囲
二
数
名
ノ
学
生
、
助
手
、
看
護
婦

及
び
患
者
侍
シ
居
タ
ル
ガ
之
等
ノ
行
動
二
関
シ
テ
ハ
何
事
モ
知
ル
処
ナ
カ
リ
シ
モ

後
日
彼
等
ハ
大
シ
タ
ル
負
傷
モ
ナ
ク
生
命
ヲ
全
ウ
シ
居
ル
ヲ
確
メ
得
タ
リ
。

　
十
一
時
三
十
分
頃
診
察
二
氣
ヲ
ト
ラ
レ
居
タ
ル
為
メ
カ
飛
行
機
ノ
爆
音
ナ
ド
気

付
カ
ズ
シ
テ
、
突
如
「
マ
グ
ネ
シ
ュ
ー
ム
　
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
ノ
如
キ
怪
光
ヲ
背
後

ノ
窓
ヨ
リ
感
ジ
、
殆
ド
同
時
二
轟
然
タ
ル
音
響
ト
共
二
四
辺
暗
黒
ト
化
シ
、
四
壁

ノ
壁
土
、
窓
ガ
ラ
ス
、
器
具
ノ
崩
壊
破
片
駿
雨
ノ
如
ク
降
注
ギ
、
異
臭
ア
ル
（
燐

ノ
花
火
ノ
如
キ
）
熱
風
ハ
襲
ヒ
来
リ
テ
暫
時
呼
吸
ヲ
困
難
ナ
ラ
シ
ム
。
此
間
約
十

秒
？
意
識
ハ
明
瞭
ナ
リ
、
ヤ
ガ
テ
眼
前
二
小
円
形
ノ
薄
明
ヲ
認
メ
次
第
二
其
大
サ

撞
大
シ
来
レ
リ
。
之
レ
ヲ
喩
フ
レ
バ
無
蓋
荷
車
二
乗
レ
ル
者
、
汽
車
ガ
突
然
「
ト

ン
ネ
ル
」
中
二
突
進
シ
、
暗
黒
裡
二
機
関
車
ノ
吐
ク
熱
煙
ニ
ツ
ツ
マ
レ
タ
ル
感
ト

日
ヒ
得
ベ
ク
、
視
野
ノ
次
第
二
開
ケ
来
ル
状
亦
汽
車
ノ
「
ト
ン
ネ
ル
」
出
ロ
ニ
近

ク
時
ト
同
ジ
。

　
初
メ
余
ハ
前
日
廣
島
市
ノ
襲
撃
二
火
傷
患
者
ノ
多
ク
出
タ
ル
事
ヲ
聞
知
シ
居
タ

ル
ヲ
以
テ
突
差
二
診
察
衣
（
譲
匡
鼠
8
一
一
8
）
ヲ
頭
ヨ
リ
被
リ
腹
臥
位
二
床
上
二

伏
シ
タ
リ
、
次
デ
薄
明
ヲ
呈
ス
ル
ヤ
否
ヤ
廊
下
二
向
ケ
脱
シ
タ
ル
モ
通
過
困
難
ナ

ル
ヲ
知
リ
、
南
面
窓
ヨ
リ
室
外
庭
二
逃
ガ
ル
。
此
時
始
メ
テ
前
額
ヨ
リ
出
血
ア
ル

ヲ
知
リ
、
尚
左
肘
部
二
打
撲
ヲ
受
ケ
居
レ
ル
コ
ト
ヲ
気
付
キ
シ
モ
運
動
二
支
障
ナ

キ
ヲ
以
テ
其
マ
マ
放
置
シ
、
一
鷹
四
辺
ノ
情
影
ヲ
ナ
ガ
ム
ル
ニ
褐
土
色
ノ
雲
柱
ソ

ソ
リ
立
チ
、
中
天
ノ
太
陽
ハ
為
メ
ニ
血
ノ
如
キ
色
ヲ
呈
シ
、
恰
モ
満
州
ノ
黄
砂
ヲ

通
シ
テ
タ
陽
ヲ
見
タ
ル
感
ア
リ
キ
。
四
囲
ニ
ハ
多
数
ノ
學
生
看
護
婦
等
皆
露
出
部

二
火
傷
様
変
化
（
当
時
ハ
原
子
爆
弾
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ト
明
カ
ニ
ハ
知
ラ
ズ
）
ヲ
、
又

身
体
各
所
二
負
傷
シ
テ
鮮
血
ニ
ソ
マ
リ
、
阿
鼻
叫
喚
サ
ナ
ガ
ラ
地
獄
ノ
巷
ヲ
想
ハ

シ
ム
。
本
館
ノ
外
廓
ヲ
巡
リ
テ
余
ノ
私
室
及
ビ
手
術
室
等
ノ
ア
ル
建
物
二
近
キ
見

ル
ニ
八
月
一
日
二
百
五
十
㎏
ノ
爆
弾
命
中
シ
テ
窓
ナ
ド
全
テ
失
ヘ
ル
此
二
階
ノ
北

面
セ
ル
室
ヨ
リ
ハ
己
二
火
ヲ
吹
キ
居
タ
リ
、
（
爆
発
ヨ
リ
五
分
ト
ハ
経
過
シ
居
ラ

ズ
）

　
火
煙
ノ
包
囲
ヲ
恐
レ
教
室
員
ト
共
二
東
側
ノ
丘
陵
（
高
サ
五
百
米
）
二
逃
ル
、

此
次
暫
時
駿
雨
ア
リ
シ
ト
日
フ
モ
記
憶
セ
ズ
。
途
中
実
傷
者
ハ
落
伍
シ
、
又
余
ガ

外
科
教
授
タ
ル
ヲ
知
リ
身
辺
二
蝟
集
来
ル
者
ハ
旬
ク
ハ
廣
汎
ナ
ル
熱
傷
ヲ
受
ケ
強

キ
喝
ヲ
訴
ヘ
テ
ヰ
ル
。
丘
頂
二
達
シ
タ
時
無
傷
ノ
一
助
手
ハ
突
然
強
度
ノ
嘔
吐
ヲ

来
シ
歩
行
不
能
ト
ナ
ル
、
（
此
助
手
ハ
一
時
助
カ
リ
居
タ
ル
モ
五
週
後
死
ス
、
）
余

ハ
丘
ヲ
越
テ
市
街
二
下
リ
、
国
民
学
校
ノ
急
設
救
護
所
ヲ
指
揮
シ
、
夜
二
入
リ
元

ノ
丘
二
登
リ
露
宿
ス
。
翌
朝
大
學
ノ
焼
跡
二
下
リ
學
長
ノ
重
傷
ヲ
知
リ
、
事
務
ヲ
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代
理
ス
。
余
ノ
家
庭
ハ
大
學
ヨ
リ
西
北
約
○
・
九
粁
、
爆
心
ヨ
リ
O
・
五
粁
ノ
地

ニ
ア
リ
、
家
ハ
壊
焼
シ
タ
ル
モ
地
下
壕
ア
リ
、
働
マ
マ
余
ハ
罹
災
後
一
週
間
夜
ハ

此
壕
二
書
ハ
大
學
ニ
テ
執
務
シ
、
爾
後
ハ
大
学
ヨ
リ
四
粁
ノ
市
街
地
二
移
リ
、
毎

日
盛
夏
四
粁
ヲ
徒
歩
ニ
テ
大
學
二
通
ヘ
リ
、
且
ツ
頭
部
胸
部
及
四
肢
二
負
傷
シ
タ

ル
モ
一
時
助
カ
リ
居
タ
ル
妻
ガ
ニ
週
後
頃
よ
り
高
熱
（
四
十
度
）
ヲ
発
シ
出
血
性

ト
ナ
リ
重
態
二
陥
リ
シ
ヲ
以
テ
ニ
百
五
十
㏄
ノ
血
液
ヲ
供
給
シ
ヤ
リ
タ
ル
モ
、
更

二
異
常
ナ
ク
大
學
激
務
ヲ
処
理
シ
タ
リ
。
九
月
上
旬
雨
中
大
學
二
往
復
シ
テ
後
始

メ
テ
熱
発
ヲ
来
ス
。
最
高
三
八
・
五
、
臥
床
、
三
六
・
九
～
三
七
・
五
（
余
ノ
常

温
三
六
・
四
前
後
）
ヲ
十
日
間
持
続
、
歯
齪
暗
紫
色
ヲ
帯
ビ
軽
度
ノ
出
血
ア
リ
、

血
液
検
査
白
血
球
四
千
九
百
五
十
赤
血
球
三
五
七
万
血
色
素
九
十
五
％
、
尿
二
異

常
ナ
シ
。
六
日
間
就
床
、
「
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
」
A
、
B
、
C
、
肝
臓
製
剤
、
「
カ
ル
シ

ウ
ム
」
注
射
。
特
二
新
鮮
ナ
ル
「
サ
ム
マ
ー
オ
レ
ン
ヂ
」
ノ
摂
取
ハ
功
果
的
ナ
リ

シ
ト
思
フ
。
経
過
半
静
脈
注
射
ヲ
行
ハ
レ
タ
ル
両
肘
部
二
皮
下
浸
潤
ヲ
呈
セ
シ
モ

壊
死
化
膿
へ
至
ラ
ズ
発
病
第
十
日
目
頃
解
熱
シ
共
二
吸
収
消
退
ス
。

　
爾
来
暫
ク
ハ
幾
分
疲
レ
易
カ
リ
シ
モ
学
長
代
理
ト
シ
テ
肉
体
的
並
二
精
神
的
激

務
二
堪
工
、
十
月
半
ニ
ハ
榮
養
皮
膚
色
共
二
平
常
二
復
ス
。
然
ル
ニ
血
液
像
ハ
十

一
月
二
十
日
白
血
球
四
百
四
十
、
赤
血
球
三
二
八
万
ヲ
示
シ
テ
ヰ
ル
。

　
性
慾
ハ
一
時
全
ク
消
失
、
二
ヶ
月
後
恢
復
セ
ル
モ
以
前
二
比
シ
ヤ
々
稀
薄
ナ
リ
。

　
要
ス
ル
ニ
余
ハ
爆
心
ヨ
リ
O
・
八
粁
ノ
地
臭
ニ
ア
リ
シ
モ
放
射
線
方
向
二
対
シ
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
ニ
ヨ
リ
三
重
二
隔
テ
ラ
レ
居
リ
シ
タ
メ
影
響
サ
ル
々
処
軽

ク
、
単
二
罹
災
後
四
週
ニ
シ
テ
約
十
日
間
軽
度
ノ
出
血
性
歯
齪
炎
、
注
射
部
静
脈

炎
、
熱
襲
ヲ
来
シ
タ
ル
ノ
ミ
了
リ
タ
リ
。
注
意
ス
ベ
キ
ハ
余
ハ
爆
撃
当
日
ヨ
リ
引

続
キ
一
週
間
爆
心
ヨ
リ
○
・
八
粁
ノ
地
臭
二
終
始
起
居
シ
、
格
別
安
静
加
養
ヲ
ト

ル
コ
ト
ナ
ク
、
寧
ロ
激
務
二
從
事
シ
タ
ル
モ
九
月
始
メ
迄
全
ク
異
和
ヲ
覧
エ
ザ
リ

シ
コ
ト
ナ
リ
。

原
子
爆
弾
遭
難
膿
験
記

長
崎
醤
科
大
學
教
授

調
　
　
　
來
　
助

（
當
時
　
四
十
七
歳
）

　
八
月
九
日
午
前
十
一
時
、
自
分
は
其
時
調
外
科
東
病
棟
二
階
の
教
授
室
で
論
文

の
執
筆
中
で
あ
っ
た
。
俄
か
に
唯
な
ら
ぬ
爆
音
が
聞
え
出
し
た
の
で
、
待
避
の
爲
、

立
ち
上
っ
て
白
衣
を
脱
ぎ
、
黒
地
夏
洋
服
に
着
替
へ
な
が
ら
部
屋
を
出
よ
う
と
し

た
。
出
口
に
近
づ
い
た
時
、
入
口
の
ド
ア
一
面
に
青
白
い
閃
光
が
見
え
た
の
で
、

爆
揮
の
炸
裂
と
心
得
、
直
ち
に
書
棚
の
前
に
う
づ
く
ま
っ
た
。
此
時
自
分
は
目
を

つ
む
り
口
を
結
ん
で
息
を
止
め
て
居
た
も
の
と
思
ふ
。

　
績
い
て
屋
へ
つ
け
る
様
な
「
ボ
ン
」
と
い
ふ
音
が
し
た
か
と
思
ふ
と
、
す
ぐ
に

「
ガ
ラ
ガ
ラ
」
と
物
の
く
ず
れ
落
ち
る
音
が
し
て
自
分
の
頭
や
背
中
の
上
に
何
か

が
落
ち
か
か
っ
て
來
た
。
案
外
に
輕
い
。
別
に
怪
我
も
し
な
か
っ
た
様
だ
。
後
で

わ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
天
井
を
張
っ
て
あ
っ
た
テ
ッ
ク
ス
と
細
い
木
の

桟
で
あ
っ
た
。

　
暫
時
の
後
破
壊
音
も
静
ま
っ
た
の
で
立
ち
上
っ
て
み
る
と
課
も
な
く
立
ち
上
れ

た
。
目
を
開
け
る
と
あ
た
り
は
眞
暗
で
、
闇
夜
よ
り
も
未
だ
暗
い
氣
が
し
た
。
其

儘
再
び
し
ゃ
が
ん
で
前
の
姿
勢
を
と
っ
た
。
今
度
は
ザ
ー
ッ
と
い
ふ
大
雨
の
様
な

音
が
す
る
。
臆
て
そ
れ
も
静
ま
っ
た
の
で
又
立
ち
上
っ
て
み
る
と
夜
明
け
の
様
に

ボ
ン
ヤ
リ
周
園
が
見
え
出
し
た
。
部
屋
の
中
を
見
渡
す
と
机
も
戸
棚
も
「
ベ
ッ

ド
」
も
倒
れ
て
其
上
か
ら
崩
れ
落
ち
た
天
井
が
覆
ひ
か
ぶ
さ
っ
て
惨
憺
た
る
光
景

を
呈
し
て
居
る
。
書
き
か
け
の
原
稿
も
「
ノ
ー
ト
」
も
時
計
も
「
カ
バ
ン
」
も
何

庭
へ
行
っ
た
か
見
當
ら
ぬ
。
次
の
空
襲
が
あ
っ
て
は
た
ま
ら
ぬ
と
思
ひ
、
取
る
も
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の
も
取
り
あ
へ
ず
部
屋
を
出
て
階
段
を
か
け
下
り
東
の
出
口
か
ら
出
て
、
調
理
所

裏
の
防
空
壕
に
走
っ
た
。
元
氣
さ
う
な
古
屋
野
教
授
に
會
っ
た
の
は
此
時
で
あ
る
。

　
當
時
自
分
の
着
て
居
た
も
の
は
、
上
は
黒
地
夏
洋
服
、
白
「
ポ
プ
リ
ン
」
の

「
ノ
ー
タ
イ
」
、
其
下
に
薄
い
白
「
シ
ャ
ツ
」
を
一
枚
、
合
計
三
枚
で
、
下
は
黒

「
ズ
ボ
ン
」
、
白
「
ズ
ボ
ン
」
下
、
巻
「
ゲ
ー
ト
ル
」
、
白
革
靴
、
靴
下
等
で
、
帽

子
は
被
っ
て
居
な
か
っ
た
。
部
屋
の
略
圖
を
描
く
と
凡
そ
次
頁
に
示
す
通
り
で
あ

る
。
爆
心
地
が
松
山
停
留
所
附
近
と
す
る
と
、
爆
心
か
ら
の
直
線
距
離
は
、
爆
心

高
度
五
百
米
、
地
上
距
離
七
百
五
十
米
と
し
て

　
　
　
く
蜀
非
。
。
。

式
の
如
く
約
九
百
米
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
又
圖
の
様
に
西
北
方
か
ら
光
線
が
來

た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
少
く
共
厚
さ
約
三
十
糎
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
壁
を
二
乃

至
三
枚
通
し
て
自
分
の
所
に
達
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
硝
子
窓
は
全
部
開
け
て
あ
っ
た
が
、
平
素
風
通
し
の
悪
い
部
屋
だ
け
に
自
分
は

全
然
爆
風
を
龍
に
感
じ
な
か
っ
た
。
其
為
か
身
に
寸
傷
も
受
け
ず
、
無
傷
で
逃
れ

出
る
こ
と
が
出
來
た
の
は
洵
に
僥
幸
で
あ
っ
た
。

　
部
屋
を
出
た
自
分
は
間
も
な
く
裏
の
丘
に
上
り
、
穴
弘
法
下
の
丘
陵
で
貢
傷
者

の
治
療
を
な
し
つ
つ
一
夜
を
明
し
た
。
昨
日
迄
青
々
と
繁
っ
て
居
た
甘
藷
、
南
瓜

等
は
葉
が
と
び
蔓
ま
で
椀
が
れ
て
裸
山
と
な
り
、
路
傍
の
窪
地
、
崖
下
等
に
は
火

傷
、
重
傷
の
員
傷
者
が
ぐ
っ
た
り
し
た
な
り
で
横
は
っ
て
居
り
、
中
に
は
轟
の
息

の
も
の
も
あ
り
、
又
既
に
鬼
籍
に
入
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
殆
ん
ど
総
て
が
裸
体

同
様
の
有
様
で
、
歩
い
て
居
る
も
の
も
元
氣
が
な
く
、
着
物
は
ず
た
ず
た
に
ち
ぎ

れ
、
嘔
氣
、
便
意
等
を
訴
へ
嘔
吐
を
催
し
て
居
る
も
の
も
　
く
な
か
っ
た
。
無
傷

の
も
の
ま
で
が
胸
の
苦
し
み
を
訴
へ
顔
面
蒼
白
で
急
性
シ
ョ
ッ
ク
を
想
は
せ
た
。

渇
を
訴
へ
る
こ
と
甚
し
く
皆
谷
川
の
泥
水
や
南
瓜
に
よ
っ
て
渇
を
讐
し
て
居
た
。

比
較
的
元
氣
で
あ
っ
た
自
分
も
掘
り
出
し
た
甘
藷
に
よ
っ
て
渇
及
空
腹
を
署
し
た

程
で
あ
っ
た
。

　
翌
十
日
の
早
朝
焼
跡
の
大
學
病
院
に
下
り
、
午
後
一
時
病
院
を
出
て
爆
心
地
を

通
り
徒
歩
で
道
尾
在
の
疎
開
先
滑
石
郷
（
爆
心
地
よ
り
北
西
方
四
・
六
粁
）
に
鋸
っ

た
。
十
一
日
は
再
び
朝
か
ら
大
學
焼
跡
に
行
き
終
日
を
過
し
、
十
二
日
以
降
は
滑

石
郷
に
止
っ
て
員
傷
者
の
治
療
に
専
念
し
た
。

　
當
時
火
傷
は
普
通
の
火
焔
や
熱
湯
に
よ
る
熱
傷
と
同
一
の
も
の
と
思
ひ
、
輕
傷

者
や
無
傷
の
も
の
の
無
氣
力
は
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
も
の
と
解
し
て
居
た
が
、
四
十

度
内
外
の
高
熱
や
無
傷
で
あ
り
乍
ら
次
々
に
死
亡
す
る
こ
と
が
果
し
て
何
に
よ
る

も
の
で
あ
る
か
全
く
不
可
解
で
あ
っ
た
。
水
様
下
痢
、
血
便
、
裏
急
後
重
等
は
初

め
赤
痢
と
思
っ
て
隔
離
す
る
や
う
努
め
た
が
、
赤
痢
と
し
て
は
少
し
お
か
し
い
と

思
ひ
つ
い
た
の
は
罹
災
後
一
週
間
乃
至
十
日
を
経
た
時
で
あ
っ
た
。

　
自
分
は
罹
災
後
至
極
元
氣
で
八
月
末
迄
員
傷
者
の
治
療
に
活
躍
し
た
。
九
月
三

日
豪
雨
中
を
長
崎
市
櫻
町
の
大
學
假
本
部
に
出
頭
し
蹄
路
二
里
半
の
路
を
徒
歩
で

帰
っ
た
が
、
疲
勢
困
慧
し
、
翌
四
日
よ
り
は
全
身
倦
怠
感
甚
し
く
急
速
度
で
歩
く

こ
と
が
出
來
ず
、
同
夕
刻
大
腿
及
上
脾
に
十
敷
個
の
血
斑
を
嚢
見
し
た
。
其
大
さ

は
帽
針
頭
大
、
円
形
で
色
は
赤
紫
色
、
中
に
は
大
豆
大
の
不
整
形
紫
斑
様
の
も
の

も
あ
っ
た
。
此
小
斑
は
蚤
の
刺
跡
と
思
は
る
る
節
も
あ
り
、
初
め
血
斑
の
周
園
に

直
径
六
及
至
七
粍
の
紅
量
を
見
る
が
間
も
な
く
之
が
消
え
て
中
心
の
鮮
紅
色
斑
の

み
が
残
る
。
此
斑
臭
は
却
々
に
槌
色
せ
ず
、
四
～
五
日
を
経
て
初
め
て
漸
次
色
の

薄
ら
ぎ
行
く
の
を
認
め
た
。
又
當
時
「
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
」
剤
の
静
脈
注
射
を
行
っ
た

が
、
針
の
刺
入
部
に
も
粟
粒
大
の
血
斑
を
生
じ
て
却
々
吸
収
せ
ず
、
四
乃
至
五
日

後
に
初
め
て
少
し
宛
吸
収
さ
れ
る
の
を
確
認
し
た
。
即
ち
當
時
は
一
般
に
出
血
し

易
く
且
つ
其
吸
収
が
遅
延
す
る
も
の
と
思
は
れ
た
。

　
以
上
の
外
に
は
普
通
放
射
線
症
と
し
て
頻
嚢
し
た
嚢
熱
も
な
く
（
最
高
三
六
・

八
）
、
下
痢
も
来
ず
、
食
慾
は
旺
盛
で
、
歯
齪
其
他
の
粘
膜
出
血
も
見
ら
れ
な
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か
っ
た
。
唯
全
身
倦
怠
が
高
度
で
、
少
し
の
体
動
に
も

息
切
れ
が
し
、
呼
吸
は
小
児
よ
り
も
頻
敷
で
あ
っ
た
。

爪
は
蒼
白
と
な
り
全
身
の
皮
膚
は
縮
緬
雛
が
よ
っ
て
光

澤
が
な
く
、
顔
色
は
蒼
黒
く
、
一
見
し
て
健
康
人
と
の

匝
別
が
出
來
た
様
に
思
ふ
。
尚
九
月
十
五
、
六
日
頃
一

日
嚥
下
痛
が
あ
り
顎
下
淋
巴
腺
（
殊
に
左
側
）
の
腫
脹

を
認
め
た
が
、
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
の
注
射
に
よ
り
直
ち

に
輕
快
し
た
。
扁
桃
腺
の
腫
大
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

　
血
液
像
は
九
月
十
六
日
、
赤
血
球
三
百
五
十
萬
、
白

血
球
二
千
四
百
、
血
色
素
六
十
％
で
、
白
血
球
像
は
、

淋
巴
球
五
十
七
％
、
大
軍
核
四
％
、
エ
オ
ジ
ン
嗜
好
白

血
球
一
％
、
中
性
多
核
白
血
球
三
十
二
％
、
同
桿
状
核

白
血
球
六
％
で
あ
っ
た
。
此
状
態
は
二
十
日
頃
造
大
同

小
異
で
あ
っ
た
が
、
九
月
末
大
村
海
軍
病
院
で
合
衆
國

軍
讐
に
検
査
し
て
貰
っ
た
時
は
赤
血
球
四
百
八
十
二
萬
、

白
血
球
五
千
八
百
あ
っ
た
の
で
、
其
後
は
測
定
し
な

か
っ
た
。
自
分
の
原
子
症
状
は
九
月
四
～
八
日
頃
が
最

高
潮
の
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
其
頃
測
定
し
た
ら
更
に
白

血
球
減
少
が
高
度
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
思
ふ
。

　
治
療
と
し
て
嚢
症
期
に
「
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
」
B
及
C
の

静
注
約
一
週
問
、
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
一
回
、
其
他
牛
乳

及
び
牛
骨
「
ス
ー
プ
」
の
服
用
等
で
、
就
中
「
ス
ー

プ
」
は
大
変
有
効
で
あ
っ
た
様
に
思
ふ
。
又
全
身
倦
怠

感
に
封
し
て
は
少
量
の
酒
飲
用
が
著
効
を
奏
し
、
話
す

る
氣
力
も
な
い
時
に
少
量
の
酒
を
飲
用
す
れ
ば
直
ち
に
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元
氣
を
恢
復
し
爪
　
の
貧
血
も
幾
分
輕
減
し
た
様
で
あ
っ
た
。

　
以
上
全
体
を
通
じ
放
射
線
に
よ
る
症
状
は
極
め
て
輕
症
の
様
に
思
は
れ
る
が
、

十
二
月
頃
に
な
っ
て
も
尚
急
い
で
歩
け
ば
息
切
れ
が
し
、
仕
事
に
倦
み
易
く
、
且

つ
疲
れ
易
い
鮎
等
縄
て
戦
災
以
前
と
は
著
し
く
異
っ
て
居
る
様
に
思
は
れ
る
。

　
本
龍
験
談
は
昭
和
二
十
年
十
二
月
　
古
屋
野
学
長
の
要
請
に
よ
り
簡
略
に
記
述

し
た
が
、
今
回
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
多
少
、
詳
細
に
布
街
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
四
日
　
記
）

自
家
ノ
原
子
爆
弾
症

長
崎
署
科
大
學
教
授

北
　
村
　
包
　
彦

　
爆
撃
ノ
時
刻
ニ
ハ
爆
心
東
南
一
㎞
ノ
附
属
署
院
外
来
診
察
所
ノ
三
階
ニ
ヰ
タ
。

當
時
窓
ハ
ス
ベ
テ
開
放
サ
レ
テ
ヰ
タ
ガ
、
自
分
ノ
ヰ
タ
三
階
南
側
ノ
皮
膚
科
診
察

室
ハ
建
物
ノ
西
及
ビ
北
側
ノ
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
」
ノ
他
、
更
二
建
物
ノ
眞
中
ヲ

東
西
二
走
ル
廊
下
ノ
両
側
ノ
壁
、
及
ビ
コ
レ
ト
直
角
二
置
カ
レ
タ
各
室
間
ノ
壁
仕

切
二
依
ッ
テ
爆
心
カ
ラ
幾
重
ニ
モ
遮
断
サ
レ
テ
ヰ
タ
コ
ト
ヲ
記
ス
必
要
ガ
ア
ル
。

　
爆
撃
ノ
直
前
爆
撃
機
ノ
急
降
下
音
二
類
ス
ル
激
シ
イ
音
響
ヲ
聴
イ
タ
ト
云
フ
人

ガ
多
イ
ガ
、
自
分
ニ
ハ
ソ
ノ
記
憶
ナ
ク
、
突
如
、
折
カ
ラ
北
向
キ
ニ
椅
子
二
椅
ッ

テ
ヰ
タ
自
分
ノ
右
後
ロ
、
即
チ
爆
心
ト
ハ
反
対
ノ
方
角
ノ
窓
外
、
中
天
高
ク
強
烈

ナ
白
光
ノ
閃
ク
ノ
ヲ
感
ジ
、
次
ノ
瞬
間
「
バ
リ
バ
リ
」
ト
物
ノ
擢
ケ
ル
ヤ
ウ
ナ
音

ヲ
聴
イ
タ
ト
思
ッ
タ
ラ
、
強
ク
前
ノ
メ
リ
ニ
朴
サ
レ
タ
。
意
識
ハ
失
ハ
レ
ズ
、
直

グ
起
キ
上
ル
ト
頭
、
額
カ
ラ
出
血
シ
テ
眼
二
流
レ
込
ム
ノ
ガ
判
ッ
タ
ガ
、
別
二
頭

皮
全
体
二
、
毛
髪
ガ
「
チ
リ
チ
リ
」
二
焦
ゲ
テ
イ
ッ
タ
ヤ
ウ
ナ
、
感
ジ
ガ
シ
タ
。

但
シ
コ
レ
ハ
単
ナ
ル
感
ジ
デ
、
頭
髪
ニ
ハ
何
ノ
変
化
モ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
ア
ル
ガ
、

然
モ
後
二
記
ス
ヤ
ウ
ニ
ソ
ノ
後
頭
髪
ノ
発
育
ガ
幾
分
後
レ
、
光
澤
ノ
失
ハ
レ
タ
コ

ト
ハ
コ
レ
ニ
関
係
ガ
ア
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
ト
思
ハ
レ
ル
。
自
分
ガ
起
キ
上
ッ
タ
ト
キ

ア
タ
リ
一
面
ハ
ウ
ス
昏
ク
、
然
モ
ソ
コ
ニ
ハ
自
分
ニ
ハ
薄
桃
色
二
見
エ
タ
姻
ガ
立

軍
メ
「
セ
ル
ロ
イ
ド
」
ノ
焼
ケ
ル
ヤ
ウ
ナ
臭
ヒ
ガ
充
チ
充
チ
テ
ヰ
タ
。
コ
ノ
臭
ヒ

ハ
或
ハ
窓
ニ
カ
ケ
並
ベ
テ
ア
ッ
タ
指
説
用
ノ
「
ピ
ェ
ロ
グ
ラ
ム
」
ノ
「
フ
ィ
ル

ム
」
ノ
額
ガ
燃
エ
タ
カ
ラ
カ
モ
知
レ
ナ
イ
。
自
分
ハ
姻
ノ
中
ヲ
手
探
リ
デ
廊
下
へ
、

次
イ
デ
階
段
ヲ
下
ッ
テ
戸
外
へ
脱
出
、
先
ヅ
附
属
誉
院
東
側
ノ
丘
上
へ
遁
レ
、
迂

曲
シ
テ
皮
膚
科
病
室
二
辿
リ
着
ク
ト
既
二
火
ヲ
発
シ
テ
ヰ
タ
。
ソ
コ
デ
精
神
科
病

室
ノ
裏
へ
廻
リ
、
破
裂
シ
タ
「
タ
ン
ク
」
カ
ラ
噴
キ
出
シ
テ
ヰ
ル
水
ヲ
受
ケ
テ
頭
、

額
ノ
出
血
ヲ
洗
ヒ
、
居
合
セ
タ
學
生
ノ
一
人
ト
員
傷
ノ
状
態
ヲ
検
ラ
ベ
合
ヒ
、
ス

ベ
テ
軽
傷
ナ
コ
ト
ガ
分
ッ
タ
ノ
デ
襯
衣
ヲ
裂
イ
テ
頭
カ
ラ
額
ヲ
絹
帯
シ
タ
。
コ
レ

マ
デ
ノ
間
、
ソ
シ
テ
ソ
ノ
後
モ
意
識
、
気
分
、
呼
吸
、
脈
搏
ハ
ス
ベ
テ
正
常
デ
、

悪
心
、
悪
寒
、
発
熱
ヲ
覚
エ
ズ
、
十
分
歩
ケ
ル
自
信
ガ
ア
ッ
タ
ノ
デ
約
七
㎞
ヲ
徒

歩
デ
蹄
宅
、
コ
レ
ニ
約
三
時
間
ヲ
要
シ
タ
ガ
、
ソ
レ
ハ
自
分
ヨ
リ
モ
弱
ッ
テ
ヰ
タ

同
僚
、
学
生
、
看
護
婦
ト
一
緒
ダ
ッ
タ
カ
ラ
デ
ア
ル
。
コ
ノ
学
生
ノ
顔
面
ノ
左
半
、

左
上
肘
、
左
上
背
二
熱
射
二
因
ル
第
二
度
・
熱
傷
ヲ
受
ケ
テ
ヰ
タ
ガ
、
侮
リ
ニ
悪

心
ヲ
訴
ヘ
テ
ヰ
タ
。
ソ
シ
テ
ニ
週
問
後
高
熱
、
下
痢
ヲ
発
シ
テ
死
亡
シ
タ
。
自
分

ハ
蹄
宅
ノ
途
中
井
戸
水
ヲ
恵
ム
人
ガ
ア
ッ
テ
コ
レ
ヲ
飲
ン
ダ
ラ
、
空
腹
ノ
所
爲
カ

ス
グ
嘔
イ
テ
シ
マ
ッ
タ
ガ
、
ソ
ノ
後
ニ
ハ
悪
心
モ
全
ク
覚
エ
ナ
カ
ッ
タ
。

　
蹄
宅
後
創
ヲ
水
デ
洗
ヒ
、
「
マ
ー
キ
ュ
ロ
ク
ロ
！
ム
丁
幾
」
ヲ
十
分
二
塗
布
、

繍
帯
シ
タ
。
前
頭
、
側
頭
、
前
顔
、
左
右
上
脈
瞼
、
両
頬
、
両
手
背
、
左
大
腿
全

面
二
貼
々
ス
ル
ニ
十
数
個
ノ
創
ハ
ス
ベ
テ
飛
散
硝
子
片
二
因
ル
ト
思
ハ
レ
ル
、
ス

ベ
テ
ハ
皮
層
二
止
マ
ル
モ
ノ
デ
、
熱
傷
ハ
皆
無
。
ソ
ノ
大
半
ハ
一
次
性
癒
着
、
僅

カ
ニ
数
ヶ
所
ノ
ミ
化
膿
、
ソ
ノ
ウ
チ
前
額
、
一
創
カ
ラ
小
指
爪
大
硝
子
片
ヲ
摘
出
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シ
タ
。
一
ヶ
月
後
創
ノ
ス
ベ
テ
疲
痕
性
二
治
癒
、
コ
ノ
間
化
膿
創
ノ
分
泌
ガ
幾
分

稀
薄
二
見
エ
タ
ノ
ハ
後
二
証
明
サ
レ
タ
「
ロ
イ
コ
ペ
ニ
ー
」
カ
ラ
肯
定
サ
レ
ル
ト

ハ
雌
へ
、
創
ノ
治
癒
が
著
シ
ク
、
後
レ
タ
ト
ハ
云
ハ
難
イ
。
員
傷
二
封
シ
テ
繍
帯

交
換
ノ
他
「
テ
ラ
ポ
ー
ル
錠
」
内
服
ヲ
数
日
連
続
、
破
傷
風
血
清
一
回
皮
下
注
射
。

　
受
傷
数
日
後
カ
ラ
右
眼
デ
ハ
物
ガ
稽
々
霞
ン
デ
見
エ
ル
ノ
ニ
気
附
イ
タ
ガ
、

一
ケ
月
後
浅
沼
博
士
二
依
リ
瞳
孔
ハ
不
規
則
形
二
幾
分
散
大
シ
、
角
膜
表
面
二
擦

過
傷
ヲ
、
但
シ
瞳
孔
中
心
ヲ
逸
レ
テ
生
セ
ル
コ
ト
ガ
確
カ
メ
ラ
レ
タ
。
併
シ
コ
ノ

視
力
障
害
ハ
ソ
ノ
後
漸
次
消
退
、
正
常
視
力
二
近
ヅ
キ
ツ
ツ
ア
ル
。

　
全
身
症
状
ト
シ
テ
ハ
受
傷
翌
日
体
温
最
高
三
八
・
六
度
、
翌
々
日
三
七
・
五
度
、

ソ
ノ
後
引
続
キ
平
温
、
食
慾
ハ
終
始
旺
盛
、
下
痢
モ
亦
、
終
二
起
コ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
。

然
ル
ニ
九
月
十
日
前
後
、
即
チ
一
ヶ
月
後
二
至
リ
四
日
二
一
旦
ッ
テ
毎
日
最
高
三
七

・
六
度
マ
デ
発
熱
、
全
身
異
和
、
倦
怠
ノ
感
ガ
ア
リ
、
左
右
上
肢
、
左
右
大
腿
ノ

何
レ
モ
上
1
／
3
内
側
二
粟
粒
大
出
血
斑
散
生
、
ソ
ノ
数
一
肢
二
十
ヶ
内
外
。
但

シ
夫
等
ハ
続
生
又
ハ
拡
大
ス
ル
傾
向
ナ
ク
、
間
モ
ナ
ク
腿
色
、
次
イ
デ
消
失
シ
タ
。

コ
ノ
間
又
救
頬
粘
膜
二
二
ヶ
、
同
様
ナ
小
出
血
斑
出
現
、
是
亦
翌
日
ニ
ハ
消
失
シ

タ
。
前
記
発
熱
二
伴
フ
全
身
異
和
、
倦
怠
ノ
感
ジ
ハ
前
後
約
一
週
デ
ナ
ク
ナ
ッ
タ
。

コ
ノ
前
後
全
身
皮
膚
二
貧
血
、
特
二
左
右
手
足
背
二
輕
イ
色
素
沈
着
ト
皮
膚
光
澤

ノ
消
失
ト
ガ
認
メ
ラ
レ
タ
ガ
、
約
一
ヶ
月
ニ
シ
テ
何
レ
モ
正
常
二
復
蹄
。
当
初
カ

ラ
頭
髪
ソ
ノ
他
毛
髪
ノ
脱
落
ナ
ク
、
唯
受
傷
後
二
ヶ
月
間
ハ
頭
髪
ノ
発
育
ノ
稽
々

遅
イ
観
ア
リ
、
且
ツ
又
頭
髪
ハ
「
バ
サ
バ
サ
」
ト
シ
テ
光
澤
失
ハ
レ
、
コ
レ
ト
ト

モ
ニ
被
髪
頭
部
、
ソ
ノ
他
裸
露
部
ノ
皮
脂
分
泌
ガ
幾
分
減
少
シ
タ
観
ガ
ア
ッ
タ
。

汗
分
泌
二
関
シ
テ
ハ
生
来
多
汗
ノ
傾
向
ノ
モ
ノ
ガ
受
傷
当
日
炎
天
ヲ
徒
歩
帰
宅
シ

タ
途
中
一
向
二
発
汗
ナ
ク
、
奇
異
二
感
ジ
タ
ガ
、
ソ
ノ
後
ハ
再
ビ
十
分
二
発
汗
ス

ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
タ
。
体
力
及
び
気
力
ハ
九
月
十
日
前
後
ノ
発
熱
時
多
少
低
下
シ
、

後
徐
々
二
回
復
シ
タ
。
九
月
十
日
前
後
二
「
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B
－
、
B
2
」
同
C
剤
ノ

皮
下
或
ハ
静
脈
注
射
ヲ
続
行
、
「
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
」
各
種
ノ
合
成
剤
ヲ
内
服
、
ソ
ノ

後
モ
当
分
静
臥
、
安
静
ヲ
守
リ
、
努
メ
テ
新
鮮
疏
菜
類
ヲ
摂
ッ
タ
。

　
血
液
所
見
。
九
月
二
十
日
赤
血
球
三
百
三
十
四
万
、
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
六
十

一
％
、
白
血
球
四
千
二
百
。
十
月
五
日
赤
血
球
二
百
九
十
二
万
、
白
血
球
三
千
七

百
。
十
月
二
十
二
日
白
血
球
六
千
六
百
。

　
以
上
、
硝
子
片
二
因
ル
員
傷
ハ
別
ト
シ
、
自
分
「
ノ
所
謂
原
子
爆
弾
症
ハ
一
般
患

者
ト
比
較
、
著
シ
ク
遅
発
性
、
且
ツ
又
僅
二
軽
微
ノ
部
類
ノ
モ
ノ
デ
ア
ッ
タ
ヤ
ウ

デ
ア
ル
。
爆
撃
時
自
分
ノ
所
在
地
鮎
ハ
最
初
二
述
ベ
タ
建
物
ノ
壁
二
依
ル
遮
断
関

係
ノ
他
、
大
学
内
デ
ハ
爆
心
カ
ラ
最
モ
遠
イ
地
貼
デ
ア
ッ
タ
。
當
日
自
分
ハ
白
襯

衣
ノ
上
二
白
イ
豫
防
衣
ヲ
着
用
、
「
乗
馬
ズ
ボ
ン
」
二
靴
、
室
内
故
無
帽
。
受
傷

後
爆
心
ヲ
約
一
㎞
迂
曲
、
徒
歩
蹄
宅
シ
タ
後
ハ
引
続
キ
爆
心
カ
ラ
径
約
五
㎞
ノ
自

宅
二
留
リ
、
被
爆
地
ニ
ハ
赴
カ
ナ
カ
ッ
タ
。
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My Atomic Bomb Experrence 

Prof. Kitamura 

At the time of the bomb, I was in the outpatients' consulting room on the third floor of 

the Medical School Hospital in lkm southeast from the bomb center. All the windows 

were open. But I must not forget to note here that the dermatologist's laboratory of the 

third floor in which I was many times sheltered from the explosion by the concrete walls 

on the west and north of the room and also by those of both sides of the hall that went 

through the center of the building from east to west, and also by the walls the rooms at 

right angles to the hall. 

Many people report that they heard a noise like a bomber's dive just before the explo-

sion, but I have no memory of that kind. I was sitting on a chair and was facing the west, 

that was toward the opposite direction frorn the bomb. Suddenly to the right side of my 

back, outside of the window, high in the sky, I saw a strong, whitish flash. The next 

moment, as soon as I heard the things around break, I was knocked hard on my belly 

down on the floor. I was quite conscious, I jumped up and found myself bleeding from 

my head and forehead into my eyes. I felt as if all my hair had scorched to the skin on 

all over the head. But I found later that that was only what I felt and no visible change 

had been made on my hair then. But as I mentioned later, the growth of my ha.ir seemed 

to have stopped or slowed temporalily and the hair evidently lost its lustre. I wonder if 

there were any relation between the feeling and the fact. When I got up, the rooms looked 

dark and smelt like celuroid burning. This might have been because the picture frames 

in the room had caught on fire. I searched to the hall in the smoke, then to the stair - case, 

and escaped down to the yard, and then ran up the hill on the eastside of the hospital. I 

had come round to the dermatologic sickrooms snd had noticed that the building was on 

fire. I had had to turn again to the side of the psychiatric wing, and there I had washed 

the blood off my face and head with the water from the bursting water - tank. I had found 

a student there and we had examined each other's wounds has found there not serious and 

had bandaged them. 

All through the time and after, my conciousness, energy, breathing, pulsation were 

all normal and there was no nausea, chill, or feverishness. I thought I was well enough 

to walk lkm home. But in fact, though I really could, it took three hours. The rea-

son was, however, I was with other doctors, and the student and nurses who seemed to 

be weaker than I. This student had got the second degree burns by the flash on the left 

side of his face, Ieft upper arms, Ieft side of the back and had constantly complained of 

nausea. After two weeks he got a fever and diarrhes and died. On my way home I met a 

man who was drawing water out of a well and I drank sorne. But it all came back, maybe 

because of the empty stomach. After that I had no nausea. 
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When I came home I washed my wounds with water put enough marcurochrom and ban-

daged. On the front and the sides of head, forehead, eyelids, cheeks, the back of both 

hands, front side of the left thigh, there were about 20 cuts probably made by glass frag-

ments and they were not deep. I had no burns. A few of the wounds got infected later. 

Out of a cut on the forhead came out a piece of glass as big as a fingernail. 

One month later all the wounds were covered up. All the while the pus from the infect-

ed was rather scant, which later could be understood as a case of the leucopeny caused 

by the radiation. But I do not think the healing was slow. As for the treatment besides 

changing of the dressing. I took sulfa pills continually for a few days and injected tetanus 

serum once to the skin. 

A few days after the injury I noticed my right eye was dimmed. And after a month 

Dr. Asanurna assured me that the pupil was a little enlarged in a fan shape and on the 

surface of the cornea was a scratch forunately apart from the center. This eye hindrance 

was gradually released and now it is almost normal. 

My internal symptoms since the injury were ; on the next day, temperature 38. 6~~ at 

its highest on the day after the next 37. 5~C, and all through a month after that, normal 

; had a good appetite, no diarrhaes. But around to 10th of Sept. , that was a month lat-

er, for four days my temperature was around37. 6~C, and I felt unusually dull and 

weak. On both arms and thighs appeared purpules of a grain's size, about ten on each, 

but they did not seem to enlarge the sizes or increase the number and gradually faded 

and disappeared. Two like these appeared on my left cheek but they lasted only a day. 

The fever and the weakness lasted for a week. Before and after this the skin looked 

anaemic and dry, got nearly normal a month later. 

I had no epilation on any part of the body, but the hair did not seem to grow as fast 

as usual, Iooked coarse and lustreless for all the two months after the injury. 

I naturally perspire more than others, but though I had to walk all the way home 

under the strong mid summer sun that day, I did not perspire at all. It has become nor-

mal by now. 

About the first of Sept, my strength and energy were somewhat lowered as my tem-

perture went up, which gradually recovered. About the 20th I took vitamins B I , II , and 

C internally and also to both the vein & the skin kept lying still and tried to take as much 

fresh vegetables as possible. I also took multiple vitarnins. 

The so-called atomic illness was late to appear on me and fortunately light. The posi-

tion of my body at the time of the bomb was nearer than anybody in the hospital, though I 

was sheltered by the walls as I have mentioned before. The things I wore were a white 

shirt and a white gown with riding-pants and boots, no hat (as it was indoors). I 

walked home round the bomb center that day, on the way of lkm from there and hava 

stayed away from that spot for all the months in my own house about 5km away frorn 

the center. 
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原
子
爆
弾
髄
験
記

從
来
ノ
身
体
状
況
。

　
著
患
ヲ
知
ラ
ズ

當
時
ノ
身
体
状
況
。

　
全
ク
健
康

（
讐
師
ト
シ
テ
）

長
崎
醤
科
大
學
教
授
　
　
長
谷
川

被
害
場
所
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
ノ
爆
心
側
二
階
。

失
ヘ
ル
窓
ヨ
リ
約
四
・
五
米
ノ
巨
禺
。

高
　
敏

（
4
4
歳
）

前
爆
撃
ニ
テ
破
壊
サ
レ
、
ガ
ラ
ス
ヲ

直
後
状
況
。

　
窓
側
ヘ
ヨ
リ
遠
ザ
カ
ラ
ン
ト
セ
ル
ニ
打
チ
倒
サ
レ
、
腹
位
ト
ナ
ル
。
意
識
ヲ
失

ハ
ズ
。
視
力
ヲ
失
フ
事
暫
時
。
聴
覚
ハ
維
持
セ
ラ
ル
。
視
力
ヲ
得
テ
直
チ
ニ
立
チ

上
リ
、
山
ヲ
越
エ
テ
反
対
側
ノ
谷
ニ
ア
ル
自
宅
二
避
難
ス
ル
。
途
中
、
右
上
眼
部

ヨ
リ
ノ
出
血
止
メ
難
ク
又
左
腕
ヨ
リ
モ
多
少
出
血
セ
シ
モ
Y
他
二
特
別
ノ
事
ナ
ク

歩
行
モ
格
別
支
障
ヲ
認
メ
ズ
。
臥
床
ス
ル
ニ
及
ビ
背
部
一
面
二
存
在
ス
ル
創
傷
ノ

痙
痛
、
右
側
後
頭
部
及
ビ
左
腕
創
傷
ノ
疹
痛
ヲ
覚
ユ
。

　
受
難
六
日
後
、
調
教
授
ノ
診
ヲ
受
ク
。
即
チ
「
右
内
皆
部
上
眼
瞼
二
於
ケ
ル
示

指
頭
大
切
創
、
右
乳
様
突
起
部
二
於
ケ
ル
栂
指
頭
大
挫
創
、
左
前
脾
二
於
ケ
ル
栂

指
頭
大
挫
創
、
脊
背
全
面
二
於
ケ
ル
小
切
創
並
二
擦
過
傷
、
右
前
膳
、
左
肘
部
、

左
頬
部
、
両
側
下
腿
、
右
足
背
等
ノ
打
撲
傷
、
右
蹴
骨
趾
骨
関
節
捻
挫
。
尚

シ
ョ
ッ
ク
ヲ
併
焚
シ
テ
衰
弱
甚
シ
」
ト
ノ
診
断
ナ
リ
。

」
．

bo
．Qr“OoO

●

N
①
蒔
Φ
臣
お
①
お
冨
訂
Φ
夷
8
。
。
ω
霞
oo
9
巳
一
薯
仁
民
㊦
壁
α
Φ
ω
Ω
鍔
ぴ
亀
餌
・

∪
四
＝
日
雪
ざ
℃
凝
3
の
ω
o
の
⊆
Φ
け
の
畠
巧
⊆
邑
雪
帥
日
お
o
鐸
雪
℃
弓
o
o
、
ヨ
器
－

δ
崔
①
ω
g
5
α
山
］
B
ロ
ロ
犀
Φ
口
く
o
『
α
零
帥
り
］
日
、

N
魯
マ
巴
畠
Φ
匹
①
営
①
ω
。
目
一
げ
ヨ
⊆
邑
①
口
四
ヨ
鴉
冒
雪
即
q
。
犀
。
鼻

U
巨
o
お
一
g
α
。
。
。
お
。
鐸
。
口
H
●
竃
①
鼠
鼠
冨
0
9
巴
讐
σ
q
Φ
巴
㎎
。
一
。
爵
Φ
ω
．

因
o
暮
霧
一
g
雪
讐
＜
①
お
。
臣
Φ
α
①
冨
口
国
α
き
Φ
暮
亀
Φ
p
α
・
F
帥
日

お
。
算
g
＜
o
こ
霞
鷺
p
一
一
爵
Φ
口
田
一
げ
o
餉
Φ
お
Φ
一
①
艮
む
Φ
置
雪
d
三
①
7

の
o
げ
Φ
口
ぎ
ど
お
o
算
①
口
男
ロ
ω
o。
り
¢
o
ぎ
5
＝
o。
毛
■

≧
H
σ
q
。
日
。
営
Φ
oo
3
要
館
3
p
名
Φ
H
畠
。
譲
魯
冨
畠
Φ
一
巳
一
魯
身
り
9
望
o
畠

＜
①
目
⊆
目
ω
帥
O
げ
叶
＜
5
⊆
目
q
①
●

経
過
。

　
身
体
次
第
二
扁
痩
シ
、
約
一
週
間
後
其
極
二
達
ス
。
即
チ
鏡
ニ
ヨ
ッ
テ
、
顔
色

ヲ
見
ル
ニ
暗
蒼
色
ニ
テ
乾
藻
セ
ル
皮
膚
ハ
黒
土
ヲ
思
ハ
シ
ム
。
眼
窩
窪
ミ
額
骨
出

デ
多
敷
ノ
雛
現
ハ
レ
タ
リ
。
全
身
皮
膚
モ
亦
同
色
ヲ
呈
シ
、
皮
膚
静
脈
ハ
収
縮
シ

テ
、
從
来
著
明
ナ
リ
シ
手
背
ノ
静
脈
モ
其
像
ヲ
認
ム
ル
能
ハ
ズ
。
嚢
汗
ハ
殆
ド
停

止
シ
、
暑
熱
ノ
日
ト
錐
モ
是
ヲ
見
ズ
。
但
シ
、
強
ク
長
キ
体
動
ニ
ョ
リ
テ
ハ
相
当

著
明
二
現
ハ
レ
嚢
汗
能
ハ
認
メ
得
ラ
ル
。

　
食
慾
ハ
特
二
障
碍
ヲ
認
メ
ズ
。
却
テ
一
度
食
物
ヲ
ロ
中
二
入
レ
タ
ル
後
二
於
テ

ハ
其
克
進
ヲ
サ
ヘ
思
ハ
ス
ル
如
キ
食
慾
出
ズ
。

　
口
中
特
二
渇
ヲ
覚
エ
ザ
レ
ド
朝
目
覚
ム
レ
バ
咽
頭
乾
藻
シ
テ
濃
キ
分
泌
物
ノ
附
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着
ス
ル
ヲ
認
ム
。

　
気
分
ハ
常
二
悪
シ
ク
酒
ノ
ニ
日
酔
ヒ
ヲ
績
ク
ル
如
シ
。

　
便
ハ
秘
結
二
傾
キ
タ
レ
ド
、
尿
二
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。

　
感
覚
機
能
方
面
二
於
テ
モ
亦
異
常
ナ
シ
。

　
熱
ハ
受
難
二
日
目
、
創
傷
部
ヨ
リ
排
膿
ヲ
見
ン
ト
ス
ル
ニ
当
リ
三
十
九
度
二
分

ノ
高
熱
ヲ
見
タ
ル
モ
、
爾
後
暫
ク
平
熱
ヲ
績
ケ
タ
リ
。
然
ル
ニ
約
三
週
間
後
悪
寒

ト
共
三
二
十
八
度
四
分
ノ
嚢
熱
現
ハ
レ
、
以
来
約
二
週
間
ノ
間
三
十
七
度
台
ノ
熱

襲
ヲ
績
ケ
タ
リ
。
其
間
気
分
ハ
從
前
二
増
シ
テ
著
シ
ク
悪
シ
ク
ナ
リ
、
体
動
時
二

悪
心
ヲ
覚
工
、
体
ノ
平
衡
維
持
モ
充
分
ナ
ラ
ズ
、
左
側
二
高
音
性
耳
鳴
現
ハ
レ
タ

リ
。
然
レ
ド
モ
聴
力
及
視
力
ニ
ハ
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。
從
来
著
変
ナ
カ
リ
シ
食
慾
モ

減
退
ヲ
来
シ
、
熟
睡
シ
難
ク
、
盗
汗
出
ヅ
。
皮
膚
ノ
乾
藻
度
ハ
更
二
増
加
シ
、
顔

面
二
鰯
ル
ル
ニ
甚
ダ
粗
ナ
リ
。
軽
度
ノ
咽
頭
痛
ア
リ
、
粘
調
ナ
ル
咽
頭
分
泌
物
増

加
セ
ル
モ
、
該
部
ノ
発
赤
、
潰
瘍
等
ナ
シ
。
四
肢
並
ビ
ニ
胸
部
ニ
ハ
多
歎
ノ
小
サ

キ
紫
斑
現
ハ
ル
。
便
通
ハ
時
二
軟
ク
時
二
硬
ク
ナ
リ
、
出
血
ヲ
伴
フ
。
出
血
液
ハ

赤
色
薄
ク
橿
色
ヲ
帯
ビ
粘
調
度
極
メ
テ
低
シ
。
尿
ニ
ハ
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。
而
シ
テ

是
等
症
候
ハ
熱
嚢
ノ
消
退
ス
ル
ト
共
二
次
第
二
其
度
ヲ
減
ジ
、
受
難
後
約
七
週
間

二
於
テ
殆
ド
全
ク
認
メ
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
。
受
難
後
約
十
三
週
ナ
ル
現
在
二
於
テ
ハ

多
少
ノ
貧
血
ハ
認
ム
レ
ド
、
衰
弱
ハ
殆
ド
正
常
二
恢
復
シ
タ
リ
。
然
レ
ド
モ
尚
極

メ
テ
疲
労
シ
易
ク
、
時
二
立
チ
眩
ミ
ヲ
覚
エ
、
右
側
ノ
耳
鳴
リ
依
然
ト
シ
テ
著
明

ナ
リ
。

治
療
。

　
受
難
後
ノ
環
境
変
化
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
二
從
ヒ
、
其
重
真
ヲ
唯
栄
養
二
置
キ
、

薬
物
治
療
ハ
殆
ド
是
ヲ
行
ハ
ザ
リ
キ
。
注
射
ハ
紫
斑
ノ
現
ハ
レ
シ
当
時
敷
日
ヴ
ヰ

タ
ミ
ン
B
及
び
C
ヲ
用
ヒ
シ
ノ
ミ
。
内
服
ハ
時
々
メ
タ
ボ
リ
ン
錠
剤
ヲ
用
ヒ
シ
事

ア
リ
。
栄
養
囁
取
ト
シ
テ
ハ
特
に
大
食
二
努
メ
タ
リ
。
而
シ
テ
食
慾
減
退
ヲ
起
セ

シ
時
期
二
於
テ
モ
変
ラ
ズ
努
メ
テ
大
食
ヲ
行
ヘ
リ
。
即
チ
此
際
食
慾
ノ
如
何
ヲ
顧

ミ
ズ
敢
テ
食
餌
を
胃
内
二
送
リ
込
ミ
シ
ニ
、
パ
ウ
ロ
フ
ノ
所
謂
直
接
反
射
ト
モ
見

倣
ス
ベ
キ
カ
ニ
次
的
二
食
慾
出
デ
充
分
二
胃
ヲ
満
シ
得
ル
事
ヲ
知
リ
得
タ
リ
。
扁

痩
ヲ
救
フ
ハ
栄
養
ニ
ア
リ
。
而
シ
テ
栄
養
補
給
ノ
為
健
全
ナ
ル
胃
腸
ヲ
持
ツ
事
コ

ソ
肝
要
ナ
リ
。

　
創
傷
ノ
治
療
ハ
受
難
直
後
歎
日
ハ
殆
ド
是
ヲ
行
ヒ
得
ズ
。
其
後
約
三
週
間
局
所

ノ
清
拭
、
軟
膏
（
棚
酸
軟
膏
）
、
粉
末
（
ヨ
ー
ド
フ
ォ
ル
ム
末
、
棚
酸
末
）
等
ヲ

用
ヒ
シ
モ
治
癒
二
向
フ
傾
向
乏
シ
ク
、
是
ヲ
中
止
セ
リ
。
即
チ
或
ハ
膿
性
痂
皮
ノ

生
ズ
ル
儘
二
放
置
シ
、
或
ハ
是
ヲ
掻
キ
落
シ
、
其
治
療
ニ
ハ
意
ヲ
用
ヒ
ザ
リ
キ
。

然
レ
ド
モ
衰
弱
ノ
恢
復
ト
共
二
次
第
二
治
癒
二
赴
キ
、
現
在
二
於
テ
ハ
右
側
頭
部

二
於
テ
膿
性
痂
皮
二
覆
ハ
レ
タ
ル
多
少
ノ
創
傷
ヲ
残
ス
ノ
ミ
ナ
リ
。
興
味
ヲ
覚
ユ

ル
ハ
腕
部
ノ
創
傷
ニ
テ
、
其
附
近
二
顕
著
ナ
ル
毛
ノ
発
生
ヲ
見
タ
ル
事
ナ
リ
。

　
尚
受
難
後
五
週
間
ヨ
リ
温
泉
ニ
テ
暮
セ
ル
ニ
、
浴
後
ハ
気
分
爽
快
ト
ナ
リ
、
恢

復
二
効
果
ヲ
與
ヘ
シ
モ
ノ
ト
思
ハ
ル
。

　
　
　
（
受
難
後
満
三
ケ
月
　
一
九
四
五
・
十
一
・
九
記
）
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長
崎
二
於
ケ
ル
原
子
爆
弾
受
傷
者

　
　
　
　
　
ト
シ
テ
ノ
自
家
体
験
（
病
床
日
誌
）

長
崎
書
科
大
學
精
神
科
助
教
授
松

下
　
兼
　
知

（
四
十
一
歳
）

八
・
九

　
原
子
爆
揮
が
投
下
サ
レ
テ
、
が
ら
が
ら
ト
イ
フ
落
下
音
ヲ
キ
イ
テ
数
秒
、
中
天

（
大
学
本
部
玄
関
二
向
ッ
テ
右
方
松
林
上
空
）
二
流
星
ノ
如
キ
青
白
キ
国
区
一
畦

二
光
ル
瞬
発
閃
光
ヲ
（
精
神
科
教
室
ノ
階
下
助
教
室
ノ
北
側
ノ
窓
き
わ
二
於
イ

テ
）
体
ノ
左
上
半
身
二
浴
ビ
テ
ニ
、
三
秒
天
地
ハ
鳴
動
シ
テ
（
極
メ
テ
近
距
離
二

さ
く
裂
音
ヲ
聞
ク
ト
同
時
二
）
私
ハ
床
下
ニ
ド
シ
ン
ト
ヌ
メ
ル
様
二
叩
キ
落
サ
レ

タ
。
眼
前
ハ
く
ら
み
、
ソ
ノ
瞬
間
、
自
分
ハ
コ
ノ
マ
マ
死
ン
デ
ユ
ク
ノ
ダ
ラ
ウ
ト

思
ッ
タ
。
然
シ
未
ダ
意
識
ガ
ア
ル
。
手
、
足
、
身
体
ガ
ウ
ゴ
ク
。
ア
ツ
難
ヲ
逃
レ

タ
ノ
ダ
ト
直
感
ス
ル
。
ア
タ
リ
ヲ
見
レ
バ
目
ガ
見
エ
ナ
イ
。
が
す
ノ
タ
メ
失
明
シ

タ
ノ
ダ
ト
思
フ
。
頭
部
、
背
中
ガ
ベ
タ
ベ
タ
ス
ル
。
外
傷
ヲ
受
ケ
タ
ラ
シ
イ
。
多

量
ノ
出
血
デ
ア
ル
。
洋
服
ノ
上
衣
ハ
ズ
タ
ズ
タ
デ
ア
ル
。
出
血
ス
ル
ラ
シ
イ
ト
コ

ロ
ヲ
三
、
四
ヶ
所
、
三
角
巾
、
ゲ
ー
ト
ル
デ
止
血
ヲ
行
フ
。
も
が
く
様
ニ
シ
テ
暗

ガ
リ
ノ
中
ヲ
旬
ヒ
出
ヅ
レ
バ
病
院
全
体
、
土
壌
ト
家
屋
倒
壊
ト
死
者
員
傷
者
デ
以

テ
サ
ナ
ガ
ラ
生
地
獄
ノ
場
面
ヲ
呈
シ
テ
オ
ル
。
御
眞
影
ガ
気
ニ
ナ
リ
飼
ヒ
上
ル
様

ニ
シ
テ
雨
天
体
操
場
造
辿
リ
ツ
ク
。
既
二
生
理
教
室
、
御
眞
影
ノ
倉
庫
ハ
火
焔
二

包
マ
レ
テ
オ
ル
。
學
校
ニ
ハ
殆
ン
ド
職
員
モ
學
生
達
モ
見
エ
ナ
イ
。
只
二
、
三
ノ

職
員
学
生
ガ
倒
壊
家
屋
の
中
カ
ラ
飼
ヒ
出
テ
ク
ル
ノ
ヲ
見
ル
。
火
災
ガ
方
々
二

起
ッ
タ
、
致
シ
方
ナ
ク
大
学
本
部
裏
山
二
避
難
ス
ル
。
間
モ
ナ
ク
曖
気
、
嘔
吐
が

時
々
起
ッ
テ
ク
ル
。
胸
苦
シ
ク
、
息
切
レ
ガ
ス
ル
。
途
中
（
大
学
裏
手
？
）
デ
倒

レ
ル
。
其
後
ノ
事
ハ
意
識
ハ
ハ
ッ
キ
リ
シ
ナ
イ
ト
コ
ロ
ガ
ア
ル
。
手
運
ビ
（
吉
村

君
）
及
担
架
（
師
範
生
徒
）
ニ
テ
道
ノ
尾
二
運
バ
レ
タ
。
翌
朝
初
メ
テ
意
識
清
明

ト
ナ
ル
。
全
ク
夢
ノ
様
デ
ア
ル
。

八
・
十

　
道
ノ
尾
収
容
所
ニ
テ
ハ
特
別
処
置
モ
ウ
ケ
ナ
イ
。
ソ
ノ
日
汽
車
ニ
ノ
セ
ラ
レ
（
担

架
ニ
テ
）
疎
開
先
多
比
良
町
（
南
高
来
郡
）
二
運
バ
レ
タ
。
夜
ノ
十
二
時
過
ツ
ク
。

八
・
十
一

　
外
科
的
処
置
ヲ
始
メ
テ
受
ク
。
全
身
血
ま
み
ど
ろ
デ
ア
ル
。
傷
口
以
外
ハ
オ
湯

デ
拭
ク
。
ガ
ラ
ス
破
片
、
木
片
ニ
ヨ
ル
外
傷
大
小
様
々
十
四
ヶ
所
。
幸
二
火
傷
ハ

ナ
イ
。
頭
部
（
頭
頂
部
、
後
頭
部
）
左
肩
、
左
背
（
胸
部
ニ
カ
ケ
テ
）
ノ
外
傷
ガ

ヒ
ド
イ
ラ
シ
イ
。
殊
二
左
肩
、
背
中
ノ
傷
ハ
相
当
二
深
イ
ラ
シ
イ
。
ズ
キ
ズ
キ
痛

ム
。
頭
部
、
背
部
ヨ
リ
ス
リ
ガ
ラ
ス
小
破
片
五
、
六
個
ヲ
取
リ
出
ス
。
無
熱
デ
ア

ル
。八

・
十
二

　
朝
ハ
氣
分
ガ
ヨ
イ
。
然
シ
間
断
ナ
ク
B
2
9
ノ
編
隊
ハ
多
比
良
ノ
上
空
ヲ
通
過
ス
。

時
々
漁
船
二
機
銃
照
射
ヲ
ナ
ス
ラ
シ
イ
。
ソ
ノ
度
精
神
不
安
昂
ズ
。
空
襲
警
報
ノ

発
令
ト
共
二
附
近
ノ
壕
ニ
ハ
イ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
無
理
二
起
キ
ア
ガ
ラ
ウ
ト
ス
ル
ト
頭

痛
ガ
ス
ル
背
中
ガ
痛
ム
。
身
体
ガ
ト
テ
モ
重
タ
イ
。
午
後
ハ
微
熱
ガ
ア
ル
。
氣
分

ガ
悪
ル
イ
。

八
・
十
四
（
終
戦
）

　
身
体
ガ
水
中
ニ
ヒ
ッ
パ
ラ
レ
ル
様
ナ
、
鉛
ノ
様
ナ
重
タ
イ
モ
ノ
ヲ
全
身
ニ
カ
カ

ヘ
テ
ヰ
ル
感
ジ
デ
ア
ル
。
起
キ
ア
ガ
ラ
ウ
ト
ス
ル
ト
重
圧
感
ガ
加
ハ
ル
。
足
ノ
方
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へ
血
液
ガ
下
ル
様
ナ
氣
ガ
ス
ル
。
身
体
ガ
重
タ
イ
重
タ
イ
ト
家
人
二
話
ス
。
午
後

ハ
大
抵
三
十
七
・
二
℃
ノ
微
熱
ガ
ア
ル
。
外
傷
ノ
タ
メ
ト
シ
テ
飴
り
氣
ニ
シ
ナ
イ
。

八
・
十
八

　
擦
過
傷
ハ
大
分
治
癒
シ
カ
ケ
タ
。
頭
部
、
左
肩
二
ヶ
所
背
中
ノ
傷
ハ
ナ
カ
ナ
カ

治
リ
ガ
悪
ル
イ
。
殊
二
二
、
三
日
前
ヨ
リ
背
中
．
頭
部
ガ
針
デ
刺
ス
様
ニ
チ
ク
チ

ク
痛
ム
。
圧
ス
ル
ト
痛
ミ
ガ
マ
ス
。
未
ダ
異
物
ガ
傷
ニ
ハ
イ
ッ
テ
オ
ル
ラ
シ
イ
。

然
モ
深
部
ラ
シ
イ
。
ソ
ノ
夜
ハ
殆
ド
眠
レ
ナ
カ
ッ
タ
。
≦
鼠
簿
嘗
O
ヲ
毎
日
注

射
ス
ル
様
ニ
シ
タ
。

八
・
十
九

　
痛
ミ
ハ
マ
ス
マ
ス
増
ス
ノ
デ
、
頭
部
背
中
、
肩
ノ
切
開
ヲ
シ
テ
貰
フ
。
泥
状
ノ

暗
赤
色
ノ
血
ガ
多
量
出
テ
ク
ル
。
其
ノ
夜
ハ
悪
寒
ガ
ア
ッ
テ
三
十
八
・
七
℃
】
一
上

ル
。
傷
ノ
切
開
ノ
タ
メ
ト
思
ヒ
氣
ニ
シ
ナ
イ
。

八
・
二
十
二

　
二
十
日
二
十
一
日
ハ
三
十
七
・
四
－
五
℃
ノ
熱
ガ
ツ
ヅ
ク
。
氣
分
ガ
悪
ル
イ
。

食
慾
不
振
ト
ナ
ル
。
午
後
体
温
三
十
七
・
八
℃
デ
ア
ル
。

八
二
一
十
三

　
朝
ヨ
リ
三
十
八
℃
デ
ア
ル
。
咽
喉
ガ
痛
イ
。
風
邪
ヲ
併
発
シ
タ
ト
思
フ
。
ア
ス

ピ
リ
ン
ヲ
飲
ン
ダ
ガ
鯨
り
効
カ
ナ
イ
。
ル
ゴ
ー
ル
G
液
ヲ
塗
布
ス
。
二
％
ホ
ー
サ

ン
水
ノ
含
徽
ヲ
ナ
ス
。

八
・
二
十
四

　
歯
鹸
ヨ
リ
出
血
ス
ル
ノ
ニ
氣
付
ク
。
ナ
ン
ダ
カ
顔
ガ
ハ
レ
テ
来
夕
様
ニ
ア
ル
。

咽
喚
、
扁
桃
腺
ハ
膨
脹
シ
テ
痛
ミ
モ
強
イ
。
体
温
ハ
ダ
ン
ダ
ン
階
段
状
に
上
ッ
テ

ク
ル
。
ド
ウ
モ
容
体
ガ
オ
カ
シ
イ
。

八
・
二
十
五

　
扁
桃
腺
ハ
左
右
ト
モ
ニ
膨
張
シ
テ
来
夕
。
流
動
食
デ
ナ
ケ
レ
バ
ハ
イ
ラ
ナ
イ
。

松下兼知氏が描
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顔
面
ノ
浮
腫
モ
マ
シ
テ
来
夕
。
精
神
的
二
不
安
ニ
ナ
ル
。
歯
齪
出
血
ハ
止
マ
ナ
イ
。

八
・
二
十
六

　
い
つ
頃
カ
ラ
出
来
タ
ノ
カ
氣
付
カ
ナ
カ
ッ
タ
ガ
腕
、
下
肢
、
腹
部
二
蚤
二
咬
マ

レ
タ
様
ナ
少
サ
イ
皮
下
溢
血
ガ
散
在
的
二
認
メ
ラ
レ
タ
。
注
意
シ
テ
見
ル
ト
手
掌

ニ
モ
出
来
テ
オ
ル
。
尿
ハ
濃
縮
シ
茶
褐
色
デ
ア
ル
（
血
球
モ
出
ル
ラ
シ
イ
）
。
顔

面
ハ
青
ザ
メ
タ
白
蝋
ノ
様
ナ
色
ヲ
シ
テ
オ
ル
。
軽
度
ノ
腹
痛
ガ
ア
ル
。
下
痢
二
近

イ
軟
便
デ
ア
ル
。
頭
髪
、
ま
ゆ
毛
ガ
ポ
ロ
ポ
ロ
抜
ケ
ル
。
初
メ
テ
輸
血
ヲ
行
フ
。

五
十
9
0
型
。

八
・
二
十
七

　
体
温
ハ
四
十
・
五
℃
（
夜
間
）
譜
妄
状
態
ニ
ナ
ル
。
死
ノ
宣
告
ヲ
受
ク
。
白
血

球
三
百
～
四
百
個
（
後
ヨ
リ
聞
ク
）
輸
血
二
回
。
午
前
八
十
9
、
午
後
五
十
9
。

八
・
二
十
八

　
朝
意
識
清
明
。
歯
齪
出
血
ハ
止
マ
ッ
タ
ラ
シ
イ
。
但
シ
依
然
ト
シ
テ
三
十
九
・

七
℃
ノ
高
熱
デ
ア
ル
。
前
日
ノ
白
血
球
計
算
ノ
タ
メ
ニ
行
ッ
タ
（
左
）
耳
穿
刺
部

位
ハ
需
ξ
o
器
様
ニ
ナ
リ
、
痛
ミ
ガ
ア
ル
。
左
淋
巴
腺
ガ
雀
卵
大
二
膨
張
シ
テ

オ
ル
。
該
部
二
二
％
ホ
ー
サ
ン
湿
布
ヲ
ナ
ス
。
考
ヘ
ル
ト
奇
妙
デ
ア
ル
。
コ
コ
四
、

五
日
全
然
汗
ヲ
カ
カ
ナ
イ
。
身
体
ハ
カ
サ
カ
サ
シ
テ
乾
燥
シ
テ
オ
ル
。
輸
血
二
X
、

午
前
午
後
五
十
～
八
十
g
。

八
・
二
十
九

　
再
ビ
死
ノ
宣
告
ヲ
受
ク
。
一
切
ヲ
断
念
ス
。
輸
血
二
X
午
前
・
午
後
五
十
～
八

十
g
。

八
・
三
十

　
四
、
五
日
ツ
ヅ
イ
タ
三
十
九
・
七
℃
～
四
十
℃
台
ノ
熱
ガ
今
ガ
初
メ
テ
最
高
三

十
九
・
五
℃
デ
ア
ル
。
夕
方
少
シ
発
汗
ガ
ア
ル
。
下
唇
二
少
サ
イ
血
濃
胞
ガ
出
来

テ
オ
ル
。
丁
度
俗
ニ
イ
フ
血
ま
め
二
似
テ
オ
ル
。
輸
血
二
X
。
午
前
・
午
後
五
十

～
八
十
g
。

八
・
三
十
一

　
体
温
三
十
八
・
八
℃
ニ
ナ
ル
（
コ
コ
ニ
奇
せ
き
ヲ
信
ズ
ル
、
熱
ハ
疾
病
ノ
ス
ス

ム
方
向
ヲ
指
ス
指
針
デ
ア
ル
）
供
給
者
モ
多
敷
豫
約
出
来
夕
。
（
戦
時
中
市
民
、

縣
民
二
血
液
型
ヲ
険
査
ス
ル
事
ノ
必
要
ヲ
ト
イ
テ
学
生
達
ト
飛
ビ
廻
ハ
ッ
タ
ガ
、

血
液
型
ヲ
別
ニ
シ
ラ
ベ
ズ
ト
モ
0
型
ノ
人
ガ
申
込
ン
デ
ク
レ
ル
。
有
難
味
ヲ
感
ズ

ル
）九

・
一

　
下
唇
ノ
血
膿
胞
ハ
破
レ
テ
潰
瘍
様
ニ
ナ
ル
。
グ
リ
セ
リ
ン
・
ホ
ー
サ
ン
水
ヲ
塗

布
ス
。
三
十
八
℃
台
に
下
ル
。
扁
桃
腺
ノ
痛
ミ
モ
大
分
軽
ル
ク
ナ
ル
。
左
頭
淋
巴

腺
ノ
肥
大
モ
大
分
少
サ
ク
ナ
ル
。
頭
髪
・
ま
ゆ
毛
ハ
ボ
ロ
ボ
ロ
抜
ケ
ル
。

　
皮
下
溢
血
モ
ソ
ノ
后
ア
マ
リ
現
ハ
レ
ナ
イ
。
尿
量
ガ
多
ク
ナ
ル
。
時
々
発
汗
ス

ル
様
ニ
ナ
ル
。
夜
多
量
ノ
発
汗
ア
リ
、
着
物
ヲ
ニ
～
三
度
着
替
ヘ
ル
。

九
・
二

　
朝
三
十
七
・
三
℃
デ
ア
ル
。
一
般
状
態
ハ
良
好
デ
ア
ル
。
尿
量
モ
多
イ
。
然
シ

今
造
見
ナ
カ
ッ
タ
胸
鎖
乳
噛
筋
（
左
方
）
ガ
緊
張
シ
テ
少
シ
膨
張
シ
テ
オ
ル
。
熱

感
ガ
ア
ル
。
該
部
二
二
％
、
ホ
ー
サ
ン
水
ノ
湿
布
ヲ
ス
ル
。
夜
猛
烈
ナ
寝
汗
ヲ
カ

ク
。九

・
四

　
一
般
状
態
極
メ
シ
良
好
、
午
後
三
七
・
二
℃
ニ
ナ
リ
シ
ノ
ミ
。

九
・
七

　
歯
間
・
間
隙
ガ
大
キ
ク
ナ
ッ
テ
オ
ル
。
歯
醸
ノ
出
血
ノ
タ
メ
ラ
シ
イ
。
歯
槽
神

経
（
下
歯
左
第
三
歯
）
ガ
抜
ケ
出
テ
来
タ
。
夜
多
汗
。

九
・
八

　
朝
起
ル
ト
痙
攣
性
二
咳
徽
ガ
出
ル
。
疲
モ
多
イ
。
血
疾
デ
ハ
ナ
イ
。
ソ
ノ
病
状
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ハ
ソ
ノ
后
五
～
六
日
ツ
ヅ
イ
タ
。
然
シ
無
熱
デ
ア
ル
。

九
・
十
八

　
白
血
球
九
千
五
百
。
下
唇
ノ
腐
燗
治
癒
、
外
傷
ハ
未
ダ
完
全
二
治
癒
シ
ナ
イ
。

肉
ノ
上
リ
方
ガ
遅
イ
。
下
肢
二
筋
萎
縮
ガ
及
ブ
様
二
思
ハ
レ
ル
（
之
ハ
全
身
扁
痩

ノ
タ
メ
ト
分
ル
）
頭
痛
ア
ル
タ
メ
脳
圧
克
進
ト
判
断
シ
腰
椎
穿
刺
ヲ
受
ク
。
（
一

週
間
ハ
頭
痛
増
悪
ス
、
ソ
ノ
后
ハ
頭
痛
消
失
）

十
・
二
十

　
白
血
球
五
千
五
百
、
長
途
旅
行
二
堪
ユ
。

十
二
・
二
十

　
頭
髪
・
ま
ゆ
毛
、
再
生
。
災
害
前
二
比
シ
濃
厚
ニ
ナ
ル
。

二
十
一
・
四
・
七

　
白
血
球
七
千
五
百
。
痴
瘡
が
出
来
易
イ
。
風
邪
二
冒
サ
レ
易
イ
。
（
本
年
度
既

二
3
回
）
精
神
興
奮
発
力
ガ
稻
々
映
如
シ
テ
オ
ル
様
デ
ア
ル
。

　
　
線
　
括

原
子
爆
弾
災
害
後
直
后
顔
ハ
レ
タ
第
一
次
症
状
一
閃
光
ヲ
浴
ビ
テ
ノ
チ
皮
膚
ノ
色

土
色
二
変
ズ
顔
色
ド
ス
黒
ク
見
ユ
。
曖
氣
、
嘔
吐
（
が
す
ノ
香
ガ
ウ
セ
ナ
イ
。
）

外
傷
ニ
ヨ
ル
出
血
多
量
。
脱
力
感
、
意
識
不
鮮
明
。
多
少
譜
妄
状
。

災
害
後
ノ
第
二
次
症
状
一
微
熱
、
脈
搏
速
、
身
体
ノ
重
タ
イ
感
ジ
。
外
傷
治
癒
困

難
。第

三
次
症
状
（
高
熱
時
と
階
段
的
二
上
昇
ス
ル
高
熱
。
熱
型
持
績
的
。
最
高
四

十
・
五
℃
、
歯
銀
出
血
、
咽
喉
、
扁
桃
腺
腫
脹
、
発
赤
、
疹
痛
。
嚥
下
困
難
、
顔

面
浮
腫
、
皮
下
溢
血
。
尿
濃
縮
（
血
球
出
現
）
、
腹
痛
。
下
痢
二
近
イ
軟
便
。
頭

髪
、
ま
ゆ
毛
脱
毛
、
左
耳
穿
刺
部
位
器
ξ
o
器
ノ
様
ニ
ナ
ル
（
左
ノ
淋
巴
腺
肥

大
）
。
発
汗
全
ク
ナ
シ
。
皮
膚
ハ
乾
燥
ス
。
下
唇
二
血
膿
胞
形
成
（
俗
ニ
イ
フ
血

～

ま
め
二
似
タ
モ
ノ
）
。
下
熱
ス
ル
ニ
～
三
日
前
カ
ラ
寝
汗
（
多
汗
症
）
甚
シ
。
白

血
球
減
少
症

第
四
次
症
状
（
下
熱
后
と
寝
汗
、
多
汗
症
、
頭
髪
脱
毛
顕
著
、
左
胸
鎖
乳
階
筋

ノ
腫
脹
、
熱
感
、
緊
張
感
。
下
唇
ノ
血
膿
胞
破
レ
、
魔
燗
ス
。
歯
間
ノ
隙
大
キ
ク

ナ
ル
。
歯
槽
神
経
（
下
歯
左
方
三
歯
）
抜
ケ
ル
。
左
顎
・
左
肩
緊
張
感
。
痙
李
性

咳
徽
、
疾
（
血
疾
ニ
ア
ラ
ズ
）
、
頭
痛
。
白
血
球
増
多
症
（
一
時
的
）

災
害
四
ヶ
月
後
ノ
第
五
次
症
状
一
頭
髪
・
ま
ゆ
毛
再
生
（
即
Φ
一
且
8
δ
？
）

精
神
興
奮
力
敏
如
、
倦
怠
感

災
害
九
ヶ
月
後
ノ
第
六
次
症
状
”
痴
瘡
ガ
出
来
易
イ
。
風
邪
ヲ
ヒ
キ
易
イ
。
精
神

興
奮
力
鉄
如
。
（
身
体
・
抵
抗
力
多
少
減
退
？
）

ヘホニハロイ、　　、　　、　　、　　、　　、

処
置
並
二
治
療

原
子
爆
弾
受
傷
後
直
チ
三
二
角
巾
、
ゲ
ー
ト
ル
ヲ
以
テ
止
血
ヲ
行
フ
。

爆
心
地
ヲ
当
日
離
ル
。

疎
開
地
ニ
テ
絶
対
安
静
、
並
二
外
科
的
処
置
ヲ
受
ク
。

≦
富
ヨ
ぎ
O
密
柑
水
ヲ
多
量
ト
ル
。

高
熱
時
、
直
チ
ニ
輸
血
ヲ
受
ク
（
回
敷
二
十
二
回
）
、
日
二
大
抵
二
回
行
フ
。

頭
二
湿
布
ヲ
間
断
ナ
ク
ナ
ス
。

以
上
ノ
内
輸
血
ガ
最
モ
効
果
的
ニ
シ
テ
実
施
後
歯
銀
出
血
が
三
日
目
ヨ
リ
完

全
二
止
マ
ル
。

又
湿
布
モ
捨
テ
ガ
タ
イ
。
飲
酒
モ
試
シ
タ
ガ
悪
ル
イ
影
響
ハ
及
ボ
サ
ナ
イ
。

外
科
的
処
置
ト
シ
テ
切
開
手
術
ハ
禁
物
デ
ア
ル
。
腰
椎
穿
刺
ハ
一
考
ヲ
要
ス

ル
。
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原
子
爆
弾
禮
験
記

長
崎
醤
科
大
學
助
教
授
森

　
重
　
孝

（
三
十
四
歳
）

　
我
々
ノ
小
見
科
病
棟
ハ
爆
心
地
ヨ
リ
南
方
約
六
百
米
ノ
庭
二
在
ル

八
月
九
日
午
前
十
一
時
十
分
頃
私
ハ
一
階
ニ
ア
ル
南
向
キ
ノ
診
察
室
デ
百
日
咳
ノ

患
者
（
二
歳
）
ヲ
診
察
シ
テ
居
タ
。
一
名
ノ
看
護
婦
ハ
患
見
ノ
着
物
ノ
着
脱
ヲ
世

話
シ
テ
居
タ
。
一
名
ノ
醤
師
ハ
私
ノ
右
側
二
立
ッ
テ
私
ノ
診
察
ヲ
見
テ
居
タ
。

　
突
如
我
々
ハ
B
2
9
ノ
爆
音
ガ
次
第
二
大
キ
ク
聞
エ
テ
來
ル
ノ
ニ
氣
付
イ
タ
。
聴

診
器
ヲ
耳
カ
ラ
ハ
ヅ
シ
テ
、
私
ハ
「
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
鹸
液
ノ
方
へ
手
ヲ
洗
ハ
ウ
ト

シ
テ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ノ
壁
デ
蔭
ニ
ナ
ッ
テ
ヰ
ル
場
所
二
身
体
ヲ
動
シ
テ
行
ッ
タ
。

其
ノ
時
重
苦
シ
イ
爆
焚
ノ
音
ヲ
聞
イ
タ
。
ト
全
ク
同
時
二
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
ノ

建
物
ガ
壊
レ
テ
來
テ
私
ヲ
押
シ
ツ
ブ
シ
タ
ト
思
ッ
タ
、
又
横
ノ
壁
ガ
全
身
二
倒
レ

掛
ッ
テ
來
テ
身
体
ヲ
叩
イ
タ
カ
ト
思
ッ
タ
、
ソ
レ
デ
モ
私
ハ
立
ッ
テ
ヰ
タ
、
立
ッ

テ
居
ナ
ガ
ラ
フ
ラ
フ
ラ
シ
タ
。
意
識
ハ
明
瞭
デ
ア
ッ
タ
。
呼
吸
促
迫
ガ
ヒ
ド
イ
。

吸
氣
ハ
小
刻
ミ
デ
吸
氣
バ
カ
リ
シ
テ
ヰ
ル
感
ジ
ガ
シ
タ
。
，
眼
ヲ
開
イ
タ
ガ
眞
暗
闇

デ
ア
ル
。
「
呼
吸
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
」
私
ハ
ソ
レ
ノ
ミ
ヲ
考
ヘ
テ
居
タ
。
暫

ク
シ
テ
私
ハ
立
ッ
テ
居
ル
ノ
ガ
恐
シ
イ
、
逃
ゲ
ヤ
ウ
ト
思
ッ
タ
。
一
歩
踏
、
・
、
出
シ

タ
、
ス
ル
ト
私
ハ
床
下
ノ
破
レ
目
カ
ラ
ダ
ラ
ゥ
カ
低
イ
所
二
落
チ
テ
行
ッ
タ
。
落

チ
テ
眼
ヲ
開
イ
テ
モ
尚
見
エ
ナ
イ
。
呼
吸
ハ
一
段
ト
促
迫
シ
テ
ヰ
ル
。
左
側
眼
部

ヲ
血
液
ガ
流
レ
ル
ノ
ヲ
感
ズ
ル
、
左
眼
ハ
開
ク
事
ガ
出
來
ナ
カ
ッ
タ
。

　
二
分
間
位
後
デ
ア
ラ
ウ
カ
雲
ガ
失
ク
ナ
ル
如
ク
世
間
ガ
ダ
ン
ダ
ン
見
エ
ル
様
ニ

ナ
ッ
タ
。

私
ハ
避
難
場
所
ヲ
求
メ
タ
病
院
二
近
イ
小
高
イ
岡
ガ
見
エ
タ
。
歩
キ
ナ
ガ
ラ
私
ハ

診
察
衣
ヲ
サ
イ
テ
頭
部
ノ
傷
ヲ
探
ッ
テ
繍
帯
シ
タ
。
出
血
ハ
尚
左
眼
ヲ
被
ッ
タ
。

然
シ
脚
ハ
良
ク
動
イ
タ
走
ル
コ
ト
モ
出
來
タ
。
血
達
摩
ニ
ナ
ッ
タ
数
名
ノ
看
護
婦

ガ
縄
リ
付
イ
テ
來
ル
、
私
ハ
看
護
婦
達
ノ
手
ヲ
引
イ
テ
岡
二
逃
ゲ
タ
。
看
護
婦
達

ハ
岡
ヲ
登
ル
コ
ト
ガ
出
來
ナ
イ
ト
云
ッ
タ
。
私
ハ
重
傷
ノ
肥
エ
タ
看
護
婦
モ
平
氣

デ
背
員
ッ
テ
岡
ヲ
登
ッ
タ
。
病
院
ハ
モ
ウ
火
ノ
海
ダ
ッ
タ
。
東
風
ガ
ヒ
ド
イ
。
病

院
ノ
燃
エ
ル
煙
ヲ
避
ケ
ラ
レ
ル
虜
二
傷
者
ヲ
休
マ
セ
テ
輕
症
ノ
看
護
婦
ノ
白
衣
ヲ

裂
イ
テ
纐
帯
ヲ
作
ッ
タ
。

　
重
傷
ノ
看
護
婦
ハ
悪
寒
ト
ロ
渇
二
苦
シ
ン
デ
泣
ク
。
周
囲
ニ
ハ
署
師
看
護
婦
達

ガ
澤
山
集
ッ
テ
坤
イ
テ
居
タ
。

　
私
ハ
私
ノ
教
室
ノ
書
師
ノ
傷
ヲ
手
當
シ
テ
後
私
ノ
傷
ヲ
診
テ
貰
ッ
タ
。
左
眼
上

部
二
長
サ
五
糎
ノ
硝
子
破
片
創
、
有
髪
頭
部
二
約
十
個
ノ
裂
傷
両
手
二
約
二
十
個

ノ
擦
過
傷
デ
ア
ッ
タ
。
私
ハ
沃
度
丁
幾
ヲ
傷
二
直
接
ツ
ケ
ル
。
擦
過
傷
ハ
痛
イ
ガ

大
キ
イ
傷
ハ
少
シ
モ
痛
ク
ナ
カ
ッ
タ
。
此
ノ
頃
カ
ラ
右
側
腹
部
ガ
深
呼
吸
ヲ
ス
ル

ト
激
シ
ク
痛
ム
、
三
日
後
右
側
腹
部
ニ
ハ
小
見
頭
大
ノ
皮
下
溢
血
ヲ
認
メ
タ
、
南

向
キ
ノ
窓
カ
ラ
入
ッ
タ
爆
風
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
デ
ア
ッ
タ
ラ
ウ
。
コ
ノ
爆
風
ハ
私
ノ
傍

二
立
ッ
テ
ヰ
タ
馨
師
ノ
腹
部
二
強
ク
當
ッ
テ
、
彼
ハ
四
日
目
急
性
腹
膜
炎
ノ
爲
二

死
亡
シ
タ
。

　
ソ
ノ
夜
カ
ラ
私
ハ
爆
心
地
ヨ
リ
約
一
粁
隔
ッ
タ
自
分
ノ
家
ノ
防
空
壕
デ
妻

（
「
レ
イ
ヂ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
ヲ
受
ケ
テ
後
三
十
五
日
目
死
亡
）
ト
ニ
人
ノ
子
供
ト

共
二
起
居
シ
タ
。
傷
ガ
化
膿
シ
ナ
イ
ヨ
ウ
ニ
「
サ
ル
フ
ァ
ア
ミ
イ
ド
」
剤
ヲ
五
日

間
服
用
シ
タ
。
左
眼
上
部
ノ
裂
傷
両
手
ノ
擦
過
傷
ハ
一
週
間
ノ
後
ニ
ハ
完
全
二
治

癒
シ
タ
。

　
有
髪
頭
部
ノ
裂
傷
ハ
ニ
ヶ
月
半
ノ
後
ヤ
ウ
ヤ
ク
治
癒
シ
タ
、
ソ
ノ
間
硝
子
小
破

片
ガ
数
個
出
タ
。
員
傷
十
二
日
後
私
ハ
妻
子
共
二
一
二
日
間
ノ
汽
車
旅
行
ノ
後
田
舎
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デ
保
養
シ
タ
、
書
間
ハ
疲
勢
ヲ
感
ズ
ル
コ
ト
ナ
ク
妻
子
ノ
診
療
ヲ
ヤ
ッ
タ
、
夜
ハ

熟
睡
シ
タ
。

十
月
十
三
日
白
血
球
ハ
四
千
六
百
、
頭
髪
ノ
脱
毛
ハ
全
然
ナ
ク
熱
嚢
モ
ナ
カ
ッ
タ
、

唯
九
月
二
十
五
日
（
被
弾
後
4
6
日
目
）
顔
面
ノ
冷
汗
二
一
日
間
苦
シ
ン
ダ
。

性
慾
ハ
別
條
ナ
カ
ッ
タ
ト
思
フ
、
妻
ガ
重
傷
デ
ナ
カ
ッ
タ
ラ
性
生
活
ハ
愛
リ
ナ

カ
ッ
タ
デ
ア
ラ
ウ
。

原
子
爆
弾
遭
難
記

昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日

長
崎
醤
科
大
学
外
科
助
手
金

武
　
三
　
良

（
三
十
七
才
）

　
あ
の
日
は
か
ら
り
と
晴
れ
た
暑
い
日
だ
っ
た
。
八
月
一
日
の
爆
撃
に
泡
を
喰
っ

て
子
供
達
を
佐
賀
県
の
田
舎
に
避
難
さ
せ
、
数
日
振
り
で
蹄
っ
て
来
た
の
が
前
日

の
八
日
で
あ
る
。
当
日
も
例
の
如
く
早
朝
か
ら
空
襲
警
報
が
か
＼
っ
て
ゐ
た
。
全

員
警
報
時
の
各
自
の
持
場
で
待
期
の
位
置
に
就
い
て
ゐ
た
。
自
分
は
医
局
階
下
で

大
和
田
野
さ
ん
、
田
辺
君
、
数
人
の
学
生
達
と
広
島
の
新
型
爆
弾
に
就
い
て
い
ろ

い
ろ
と
端
摩
憶
測
の
雑
談
を
交
し
た
り
し
て
ゐ
た
。

　
午
前
十
時
過
ぎ
だ
っ
た
と
思
ふ
、
空
襲
警
報
が
解
除
さ
れ
た
の
で
ホ
ッ
ト
一
息

つ
い
て
ゐ
る
と
古
屋
野
先
生
の
御
回
診
が
始
ま
っ
た
。
今
日
は
重
症
患
者
だ
け
で

あ
る
。

　
回
診
が
終
っ
た
。
今
度
は
外
来
診
察
で
あ
る
。

　
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
は
も
う
診
察
室
に
出
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
自
分
は
当
日
は
診

察
室
掛
り
だ
っ
た
が
、
旧
知
の
ア
ス
ト
マ
患
者
近
金
君
が
つ
け
換
へ
に
来
た
の
で

玄
関
わ
き
の
外
来
治
療
室
で
手
當
を
す
る
。
朝
か
ら
の
警
報
の
為
か
、
外
来
患
者

は
至
っ
て
少
い
。
そ
の
時
刻
に
外
来
治
療
室
に
居
合
せ
た
の
は
患
者
近
金
君
（
死

亡
）
他
に
一
人
（
生
死
不
明
・
当
日
は
元
氣
だ
っ
た
）
看
護
婦
三
人
即
川
場
（
生
）

武
藤
（
死
）
川
原
（
生
）
自
分
、
四
、
五
人
の
学
生
。
学
生
達
は
北
よ
り
の
窓
ぎ

わ
に
腰
か
け
た
り
立
っ
た
り
し
て
雑
談
し
て
ゐ
た
。

　
近
金
君
の
付
換
が
了
っ
て
ピ
ン
セ
ッ
ト
片
手
に
ホ
ッ
ト
し
た
時
で
あ
る
。
道
の

尾
の
方
角
で
何
か
鈍
い
爆
音
の
様
な
も
の
が
聞
え
た
。
誰
か
ぐ
『
変
だ
な
あ
』
と

云
っ
た
。
そ
の
遠
雷
の
様
な
音
は
何
だ
か
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て
来
る
様
な
氣
が
し

た
。
突
然
窓
外
で
ピ
カ
リ
と
光
る
も
の
が
あ
っ
た
。
窓
ぎ
は
に
ゐ
た
学
生
の
一
人

が
あ
っ
と
叫
ん
だ
。
自
分
は
本
能
的
に
治
療
台
の
脚
下
に
路
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
瞬

間
に
巨
大
な
圧
力
が
襲
っ
て
来
た
。
両
膝
を
つ
い
て
両
手
を
床
に
支
へ
た
。
圧
力

は
部
屋
に
充
ち
た
。
い
や
建
物
全
体
に
殺
到
し
た
様
に
感
じ
た
。
爆
揮
は
近
い
ぞ

と
心
に
思
っ
た
。
圧
力
は
波
状
を
な
し
て
背
部
の
一
臭
に
集
中
し
て
来
る
様
だ
っ

た
。
そ
れ
は
恰
も
ポ
ン
プ
の
フ
ォ
ー
ス
で
熱
氣
を
背
柱
の
一
真
に
ぶ
っ
か
け
ら
れ

て
ゐ
る
様
な
感
じ
だ
っ
た
。
チ
カ
チ
カ
と
背
骨
が
痛
ん
だ
。
世
界
が
ゴ
ー
と
轟
き

鳴
っ
て
ゐ
た
。
パ
ラ
パ
ラ
と
天
井
か
ら
何
か
落
ち
て
来
て
頭
や
顔
に
当
っ
た
。
目

を
開
い
て
み
た
。
闇
黒
だ
っ
た
。
何
故
こ
う
真
暗
な
の
だ
ろ
う
か
と
不
思
議
に
思
っ

た
。
た
ぐ
暗
黒
の
中
に
窓
外
の
一
天
が
パ
ッ
パ
ッ
と
光
っ
て
ゐ
た
。
部
屋
は
ま
っ

黒
い
ガ
ス
で
充
満
し
て
ゐ
た
の
だ
。
異
様
の
臭
氣
に
む
せ
た
。
い
く
ら
目
を
瞠
っ

て
も
何
も
見
え
な
い
の
で
埋
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
自
分
の
躰
は
左
へ

左
へ
（
南
方
へ
）
と
圧
さ
れ
た
。
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
と
靴
が
辻
っ
た
。

　
す
べ
て
之
等
は
時
間
に
し
て
僅
か
一
分
間
そ
こ
そ
こ
の
出
来
事
だ
っ
た
。
喩
り

と
圧
力
か
ら
解
放
さ
れ
自
分
は
部
屋
の
中
に
立
ち
上
っ
て
ゐ
た
。
黒
い
ガ
ス
が
次

第
に
薄
ら
い
で
視
野
が
開
け
て
来
た
。
右
手
が
チ
ク
リ
と
痛
ん
だ
。
見
る
と
腕
関
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節
擁
骨
よ
り
の
所
に
三
セ
ン
チ
の
赤
黒
い
創
が
パ
ク
リ
と
口
を
開
い
て
ゐ
た
。
幸

に
動
脈
を
は
づ
れ
て
ゐ
る
。
出
血
も
あ
ま
り
な
い
。
薄
暗
い
空
氣
を
掻
き
分
け
る

様
な
氣
持
で
廊
下
を
横
ぎ
り
向
ひ
の
部
屋
の
壊
れ
た
窓
を
跨
い
で
戸
外
に
出
た
。

視
野
の
届
く
限
り
世
界
の
様
相
は
一
変
し
て
ゐ
た
。
大
木
は
一
葉
を
止
め
ず
裸
と

な
っ
て
、
薄
霧
の
中
に
傾
き
立
っ
て
ゐ
る
。
巨
大
な
煙
突
は
く
の
字
に
ひ
ん
曲
っ

て
ゐ
る
。
玄
関
の
前
栽
の
芝
の
上
に
若
い
男
が
一
人
、
服
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
り
、

頭
、
顔
か
ら
全
身
焼
け
燗
れ
て
陣
い
て
ゐ
る
。
医
局
、
病
室
の
方
が
氣
に
な
っ
た

が
、
家
屋
の
倒
壊
で
い
け
そ
う
に
な
い
の
で
方
向
を
山
に
と
っ
た
。

　
恐
ろ
し
く
強
力
な
爆
弾
に
違
い
な
い
が
、
再
度
の
襲
撃
が
あ
り
は
し
な
い
か
と

云
ふ
漠
然
た
る
不
安
が
あ
っ
た
。

　
避
難
者
の
列
は
期
せ
ず
し
て
山
へ
山
へ
と
向
っ
た
。
多
く
は
、
大
小
の
員
傷
を

し
て
ゐ
た
。
衣
服
を
引
き
裂
れ
痛
ま
し
い
火
傷
の
皮
膚
を
露
は
に
し
た
人
も
あ
り
、

頭
か
ら
血
み
ど
ろ
の
人
も
見
ら
れ
た
。
歩
く
中
に
左
の
側
胸
部
と
左
大
腿
が
チ
カ

チ
カ
と
痛
む
。
氣
が
付
い
て
見
る
と
白
い
開
襟
シ
ャ

ツ
は
血
に
染
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
日
は
な
ぜ
か
廻
診
着

を
つ
け
ず
に
紺
色
の
夏
服
一
貫
だ
っ
た
。
ズ
ボ
ン
の

所
々
に
穴
が
あ
い
て
ゐ
た
。
ハ
ン
カ
チ
で
右
腕
の
創

を
織
帯
す
る
。

　
畑
に
は
蔓
か
ら
飛
ん
だ
南
瓜
が
ゴ
ロ
コ
ロ
転
り
、

芋
は
鵬
風
に
揉
ま
れ
た
様
に
渤
ず
ん
だ
葉
を
僅
か
に

つ
け
て
ゐ
る
。
そ
の
時
分
既
に
兵
器
工
場
あ
た
り
か

ら
火
の
手
が
挙
っ
た
。
病
院
か
ら
も
煙
を
吐
き
出
し

た
。
浦
上
川
を
挾
ん
で
あ
ち
ら
か
ら
も
こ
ち
ら
か
ら

も
黒
煙
が
上
り
出
し
た
。
黒
煙
は
次
第
に
空
を
掩
ひ
、

や
が
て
巨
大
な
雲
団
と
変
じ
た
。
雲
は
金
比
羅
山
を

越
え
て
東
、
東
へ
と
移
っ
て
行
っ
た
。
太
陽
は
煤
ガ
ラ
ス
を
通
じ
て
見
る
様
に
光

を
失
ひ
赤
く
ど
ん
よ
り
と
空
に
懸
っ
て
ゐ
る
。

　
田
辺
君
が
頭
部
の
繍
帯
に
血
を
滲
ま
せ
て
学
生
に
助
け
ら
れ
乍
ら
登
っ
て
来
た
。

婦
長
山
口
君
も
見
え
た
。
山
の
中
腹
で
古
屋
野
先
生
、
大
和
田
野
さ
ん
、
岩
永
君
、

松
本
君
、
菅
婦
長
代
理
、
そ
の
他
の
一
團
に
遭
っ
た
。
幸
に
先
生
は
御
怪
我
を
な

さ
っ
て
ゐ
な
い
様
だ
っ
た
。
大
和
田
野
さ
ん
は
靴
を
失
っ
て
足
場
に
困
っ
て
ゐ
た

が
何
庭
に
も
怪
我
を
さ
れ
て
ゐ
る
様
子
は
な
か
っ
た
。
一
ケ
月
後
原
子
病
に
罹
り

逝
去
さ
れ
る
な
ど
と
此
の
時
の
氏
を
見
た
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
か
。
菅
君
は
火

傷
を
受
け
て
ゐ
る
ら
し
く
弱
っ
て
ゐ
た
。
彼
女
と
他
の
一
入
の
員
傷
看
護
婦
を
安

全
な
場
所
に
静
臥
さ
せ
て
、
一
同
頂
上
に
向
ふ
。
そ
の
中
に
自
分
は
一
行
に
は
ぐ

れ
た
。
渇
を
覚
へ
た
の
で
穴
弘
法
に
向
ふ
。
空
を
掩
っ
た
雲
塵
は
遂
に
雨
を
呼
ん

で
ポ
ロ
ポ
ロ
と
降
っ
て
来
た
。
林
中
に
一
時
横
臥
す
る
。
道
傍
で
一
人
の
男
が
黄

色
の
胃
内
容
を
嘔
吐
し
て
ゐ
る
。
発
作
は
績
け
ざ
ま
に
起
っ
て
ゐ
る
。
自
分
も
軽

　　　　　　　　あ，．、．＿．．一一｝一．＿や∋．驚、

「

を
下
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い
悪
心
を
覚
え
る
。
空
氣
全
体
に
一
種
異
様
の
臭
氣
が
あ
る
。
穴
弘
法
の
建
物
も

全
壊
し
て
水
は
飲
め
な
い
。
巖
窟
の
所
で
川
場
君
に
遭
ふ
。
窟
内
に
は
学
生
そ
の

他
の
員
傷
者
が
ゴ
ロ
コ
ロ
臥
せ
て
ゐ
る
。

　
穴
弘
法
を
下
り
て
病
院
と
学
校
と
の
間
の
谷
合
に
出
た
が
火
の
ほ
て
り
で
進
め

な
い
。
巳
む
な
く
又
引
蹄
す
。
穴
弘
法
下
の
墓
場
の
一
角
に
藁
を
敷
い
て
横
に
な

る
。
空
氣
は
濁
っ
た
ま
、
黄
昏
に
移
っ
て
行
っ
た
。
一
種
異
様
の
匂
い
が
あ
る
。

夜
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
火
の
手
は
猛
威
を
逞
ふ
し
だ
し
た
。
大
波
止
の
方
向
に
も

ど
ん
ど
ん
火
の
手
が
挙
っ
て
ゐ
る
。
焔
々
天
を
焦
す
火
勢
は
人
力
を
越
超
し
た
も

の
と
思
は
れ
た
。
長
崎
最
後
の
日
と
云
ふ
文
字
が
時
々
頭
を
掠
め
る
。
軽
度
の
悪

心
に
一
晩
中
悩
む
。

　
翌
早
朝
山
を
下
っ
て
病
院
に
行
く
。
実
に
惨
憺
た
る
荒
廃
で
あ
る
。
更
に
下
っ

て
竹
之
久
保
の
自
宅
に
着
く
。
全
く
灰
儘
に
錦
し
て
ゐ
る
。
母
の
遺
骸
探
せ
ど
も

求
め
得
ず
。

　
道
の
尾
迄
徒
歩
し
、
列
車
に
乗
込
む
。
列
車
は
軍
医
部
隊
に
収
容
さ
れ
た
る
重

傷
患
者
に
て
満
員
。
午
后
佐
賀
県
の
疎
開
地
に
到
着
。
不
当
に
洗
灘
し
た
為
め
か

そ
の
晩
か
ら
右
腕
の
創
が
癒
き
出
し
た
。
爾
後
三
十
八
℃
前
後
の
発
熱
が
十
日
間

程
績
く
。
局
所
を
書
夜
氷
で
冷
す
。
炎
衝
は
ま
す
ま
す
は
げ
し
く
前
膳
全
体
腫
脹

し
、
フ
レ
グ
モ
ー
ネ
の
様
相
を
呈
す
。
全
治
迄
約
一
ヶ
月
を
要
し
た
。
血
液
像
は

残
念
乍
ら
、
機
會
な
く
し
て
検
索
し
な
か
っ
た
。
当
日
背
部
に
圧
を
感
じ
た
個
所

は
胸
椎
第
九
番
で
今
尚
該
部
に
軽
度
の
圧
痛
を
覚
え
る
。
そ
し
て
面
白
い
事
に
は

当
日
を
界
と
し
て
、
指
爪
に
段
溝
を
生
じ
た
事
で
あ
る
。
汽
車
旅
中
に
隣
席
の
同

じ
く
遭
難
者
に
そ
の
話
を
し
た
所
、
彼
日
く
私
も
爪
に
段
を
生
じ
ま
し
た
。
又
当

時
よ
り
約
三
ケ
月
間
指
爪
は
チ
ア
ノ
ー
ゼ
を
呈
し
て
ゐ
た
。

　
終
り
に
臨
み
、
遭
難
逝
去
さ
れ
た
角
尾
学
長
は
じ
め
諸
教
授
方
、
石
崎
助
教
授
、

大
和
田
講
師
、
学
生
、
職
員
、
看
護
婦
諸
氏
に
対
し
奉
り
甚
深
の
弔
意
を
捧
げ
る

も
の
で
あ
る
。

原
子
爆
弾
体
験
記
（
書
師
ト
シ
テ
）

長
崎
醤
科
大
學
馨
師
　
　
森

澤
　
陽
　
亮

　
（
三
十
三
才
）

　
高
台
二
立
テ
ル
四
階
建
鉄
筋
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
建
ノ
ニ
階
南
面
ノ
室
内
（
長

崎
讐
科
大
學
附
属
書
院
内
科
病
棟
内
二
階
看
護
婦
室
ニ
シ
テ
廣
サ
約
四
坪
、
爆
心

地
ヲ
距
タ
ル
南
約
○
・
六
粁
）
ニ
ア
リ
テ
、
白
色
半
袖
「
シ
ャ
ツ
」
二
枚
、
濃
紺

色
毛
「
ズ
ボ
ン
」
一
枚
着
用
ニ
テ
椅
子
二
坐
シ
西
面
シ
テ
執
務
中
、
急
二
飛
行
機

ノ
近
接
音
ヲ
聞
ク
。
敵
、
味
方
機
ノ
判
断
ノ
付
カ
ヌ
間
二
、
「
ピ
カ
ッ
」
ト
、
サ

ナ
ガ
ラ
稲
光
ノ
如
キ
閃
光
ヲ
見
ル
。
同
時
二
天
井
板
、
硝
子
窓
等
一
瞬
二
落
下
シ

大
音
響
ヲ
嚢
ス
。
机
等
ノ
下
二
臥
ス
暇
ナ
ク
、
無
意
識
二
立
チ
上
ル
。
生
命
ア
ル

ニ
気
付
ク
モ
視
界
暗
黒
ニ
シ
テ
窒
息
ノ
危
険
二
曝
サ
ル
。
併
シ
悪
息
ア
ル
瓦
斯
等

ヲ
吸
入
セ
リ
ト
思
ハ
ズ
。
窓
側
ヲ
求
メ
テ
暗
黒
中
ヲ
彷
復
ス
ル
内
視
界
晴
ル
。
同

室
セ
ル
他
ノ
七
名
モ
一
名
ノ
負
傷
者
モ
ナ
ク
生
存
ス
。
（
其
后
ノ
経
過
二
於
テ
モ

死
亡
セ
ル
モ
ノ
ナ
シ
）
顔
二
手
ヲ
ヤ
ル
ニ
出
血
相
當
量
ア
ル
モ
全
身
二
疹
痛
ヲ
覧

エ
ズ
。
眩
量
・
頭
痛
・
悪
心
等
ナ
シ
。
出
血
ス
ル
ニ
任
セ
、
直
チ
ニ
建
築
物
外
二

出
ヅ
ル
ニ
浦
然
タ
ル
大
雨
ア
リ
。
漸
ク
晴
ル
＼
二
及
ビ
、
見
渡
ス
限
リ
ノ
人
家
鑑

ク
倒
壊
シ
、
（
鉄
筋
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
建
ノ
ミ
其
ノ
残
骸
ヲ
曝
ス
）
木
草
ノ
青

キ
ヲ
見
ズ
シ
テ
、
サ
ナ
ガ
ラ
手
足
ヲ
モ
ギ
取
ラ
レ
タ
ル
ガ
如
シ
。
諸
庭
二
小
火
焔

ノ
立
チ
昇
ル
ヲ
認
ム
。
直
チ
ニ
又
室
内
二
引
キ
返
シ
、
員
傷
者
等
ヲ
搬
出
シ
、
約

十
分
後
東
方
ノ
山
（
標
高
百
米
）
へ
避
難
ス
。
既
二
止
血
シ
自
覧
症
状
全
然
ナ
シ
。
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途
中
火
傷
患
者
二
多
敷
出
會
ス
、
甚
ダ
シ
キ
ハ
、
全
身
殆
ン
ド
表
皮
剥
離
シ
、
薄

キ
紙
ヲ
引
ケ
ル
ガ
如
シ
。
盛
二
渇
ヲ
催
シ
水
ヲ
求
ム
。
山
ヲ
越
工
市
内
西
南
部
二

至
ル
。
市
内
中
央
部
既
二
火
焔
二
包
マ
ル
。
同
夜
ハ
同
山
ノ
西
南
中
腹
二
野
宿
ス
。

翌
朝
病
院
二
引
キ
返
ス
。
途
中
昨
日
ノ
過
勢
ノ
爲
力
稽
々
全
身
倦
怠
感
ア
ル
モ
他

二
苦
痛
ヲ
覧
エ
ズ
。
同
夜
モ
亦
野
宿
ノ
後
、
翌
十
一
日
北
方
約
四
粁
ノ
近
郊
二
避

難
ス
。
其
ノ
間
空
腹
感
ア
レ
ド
食
思
振
ハ
ズ
、
僅
カ
ニ
握
飯
ヲ
少
量
掘
取
セ
ル
ノ

ミ
。
一
日
一
行
ナ
リ
シ
便
通
ナ
ク
秘
結
ス
。
翌
十
二
日
二
至
リ
全
身
倦
怠
感
一
層

著
明
ト
ナ
リ
、
十
三
日
ヨ
リ
ハ
水
様
下
痢
・
腹
痛
加
ハ
ル
。
動
ク
ニ
物
憂
シ
。
終

日
横
ハ
ル
。
熱
感
等
ヲ
感
ゼ
ズ
。
十
五
日
夜
、
同
地
ヲ
去
リ
、
郷
里
山
ロ
ニ
錦
省

ス
。
翌
日
ヨ
リ
下
痢
一
層
頻
歎
ト
ナ
リ
、
剰
へ
食
物
胃
中
二
停
滞
シ
、
頻
リ
ニ
悪

臭
瓦
斯
ノ
曖
氣
ア
リ
。
腹
痛
強
ク
シ
テ
身
体
ヲ
直
立
ス
ル
能
ハ
ズ
。
一
週
后
前
記

症
状
軽
快
シ
、
食
思
大
二
振
ヒ
、
漸
次
元
氣
恢
復
ス
。
當
時
上
記
ノ
胃
腸
加
答
児

症
状
ハ
輩
二
食
餌
性
ノ
軍
純
性
加
答
児
ト
ノ
ミ
考
ヘ
シ
ニ
、
今
ヨ
リ
ス
レ
バ
或
ハ

一
種
ノ
瓦
斯
中
毒
ノ
爲
ナ
ラ
ズ
ヤ
ト
思
考
ス
ル
モ
確
証
ナ
シ
。

　
全
身
二
火
傷
ナ
ク
、
脱
毛
・
熱
感
・
出
血
性
傾
向
等
全
然
ナ
シ
。
顔
面
ノ
員
傷

ハ
放
置
セ
ル
ニ
経
過
遷
延
シ
、
最
初
蟹
腫
性
搬
痕
ヲ
形
成
シ
、
約
ニ
ケ
月
後
二
至

リ
、
漸
ク
搬
痕
ヲ
認
メ
得
ザ
ル
程
度
二
治
癒
ス
。
十
月
初
旬
始
メ
テ
白
血
球
敷
ヲ

算
定
ス
ル
ニ
六
千
ニ
シ
テ
白
血
球
減
少
症
ナ
シ
。
赤
血
球
敷
、
赤
血
球
沈
降
速
度

等
ハ
原
子
爆
弾
被
爆
后
一
度
モ
之
ヲ
測
定
セ
ル
コ
ト
ナ
シ
。

原
子
爆
弾
体
験
記
（
讐
師
ト
シ
テ
）

長
崎
馨
科
大
學
附
属
醤
院
影
浦
内
科
副
手
古

閑
　
達
　
也

（
二
十
五
才
）

　
被
爆
時
長
崎
馨
科
大
學
附
属
署
院
傳
染
病
棟
二
階
ニ
ア
リ
テ
、
爆
心
地
真
ヨ
リ

ノ
距
離
ハ
約
六
、
七
百
米
南
東
ナ
リ
。
同
病
棟
ハ
鐵
筋
二
階
建
ニ
シ
テ
小
生
ノ
位

置
ハ
ニ
階
廊
下
ノ
北
端
ナ
リ
。
南
、
西
及
ビ
北
側
ハ
病
室
ニ
テ
カ
コ
マ
レ
、
東
側

ハ
廊
下
ナ
リ
。
從
ッ
テ
小
生
ノ
身
体
ハ
南
、
西
北
ノ
三
側
ハ
建
物
ノ
外
廓
ヲ
ナ
ス

鐵
筋
ト
病
室
ノ
廊
下
二
面
セ
シ
戸
及
ビ
壁
ト
ニ
テ
ニ
重
二
外
界
ヨ
リ
サ
エ
ギ
ラ
レ

テ
イ
タ
ワ
ケ
デ
ア
ル
。
服
装
ハ
上
半
身
ハ
長
袖
の
白
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
下
半
身
ハ
白

イ
長
イ
運
動
ズ
ボ
ン
ニ
シ
テ
、
ゲ
ー
ト
ル
ヲ
着
シ
ソ
ノ
上
二
白
診
察
衣
ヲ
着
用
ス
。

　
受
持
患
者
診
察
ノ
タ
メ
同
廊
下
ヲ
歩
行
中
、
飛
行
機
ノ
急
降
下
時
二
似
タ
異
様

ナ
爆
音
ヲ
耳
ニ
シ
タ
ノ
デ
、
何
庭
カ
ニ
退
避
シ
ナ
ク
テ
ハ
ト
思
ヒ
終
ル
ト
同
時
二

廊
下
二
打
チ
倒
サ
レ
頭
部
二
打
撲
ヲ
受
ク
。
其
ノ
間
光
線
ハ
全
ク
見
エ
ザ
リ
シ
ガ
、

コ
レ
ハ
爆
心
二
近
ク
又
外
界
カ
ラ
ニ
重
ニ
サ
エ
ギ
ラ
レ
テ
イ
タ
爲
ト
思
考
サ
ル
。

又
爆
発
音
モ
聞
エ
タ
カ
否
力
明
ラ
カ
ニ
覧
エ
ザ
ル
モ
、
音
ヨ
リ
モ
倒
サ
レ
テ
頭
部

二
傷
ヲ
受
ケ
タ
方
ガ
早
カ
ッ
タ
様
二
思
ハ
レ
ル
。
頭
部
ヲ
ヒ
ド
ク
打
撲
サ
レ
シ
タ

メ
ニ
、
シ
バ
ラ
ク
（
約
一
分
位
力
）
意
識
不
明
ナ
リ
シ
モ
、
漸
次
恢
復
シ
、
眼
ヲ

開
ク
ト
全
ク
暗
黒
ナ
リ
、
眼
ヲ
ヤ
ラ
レ
タ
爲
ト
思
ヒ
退
避
モ
不
可
能
ナ
ル
故
坐
シ

タ
ル
マ
、
様
子
ヲ
見
ル
。
然
シ
テ
約
二
分
程
経
過
シ
テ
ヨ
リ
上
部
ノ
方
カ
ラ
次
第

二
明
ル
ク
ナ
リ
。
元
ノ
明
ル
サ
ニ
復
シ
、
眼
ヲ
ヤ
ラ
レ
タ
ノ
デ
ハ
ナ
ク
テ
黒
煙
ナ

リ
シ
コ
ト
ガ
分
ッ
タ
。
其
ノ
間
目
ハ
開
イ
テ
イ
タ
ガ
煙
ガ
目
ニ
シ
ミ
ル
様
ナ
コ
ト

ハ
ナ
ク
、
又
無
臭
ナ
リ
キ
。
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頭
部
ノ
出
血
ニ
ョ
リ
診
察
衣
及
ビ
ズ
ボ
ン
ハ
血
に
染
ミ
、
尚
モ
頬
ヲ
傳
ヒ
出
血

持
績
ス
。
又
両
側
手
背
二
五
、
六
ケ
所
二
小
過
擦
傷
ア
リ
。
廊
下
ニ
ハ
天
井
落
下

シ
、
壁
、
ガ
ラ
ス
ノ
破
片
等
積
リ
、
小
生
モ
コ
レ
ラ
ノ
中
二
腰
マ
デ
埋
リ
オ
レ
リ
。

　
次
イ
デ
破
壊
サ
レ
シ
階
段
ヲ
下
リ
病
棟
ヲ
出
ル
ニ
、
ソ
ノ
病
棟
裏
ニ
ア
リ
シ
、

木
造
二
階
ノ
看
護
婦
寄
宿
舎
ハ
全
壊
シ
オ
ル
ヲ
見
タ
リ
、
當
初
ハ
附
近
二
大
型
爆

弾
が
爆
発
セ
シ
モ
ノ
ト
思
ヒ
オ
リ
シ
モ
、
コ
ノ
時
二
至
リ
テ
原
子
爆
弾
ニ
ヨ
ル
モ

ノ
ナ
ル
ヲ
知
ル
。
斯
ク
テ
病
棟
附
近
二
集
マ
リ
シ
四
名
ノ
看
護
婦
及
ビ
患
者
ト
裏

山
二
待
避
ス
。
裏
門
ヲ
出
シ
ト
キ
競
民
家
凡
テ
倒
壊
シ
、
一
部
ヨ
リ
煙
ノ
立
チ
上

ル
ヲ
望
見
ス
。

　
裏
山
二
退
避
後
頭
部
ノ
傷
二
沃
度
丁
幾
ヲ
ツ
ケ
繍
帯
ニ
ョ
リ
圧
迫
止
血
ス
。
午

后
三
時
頃
ヨ
リ
悪
心
嘔
吐
起
リ
三
回
謄
汁
様
ノ
吐
物
ヲ
吐
ス
。
又
、
左
眼
結
膜
二

充
血
腫
脹
及
ビ
溺
濁
ヲ
来
シ
、
又
、
異
物
感
ア
リ
。
口
渇
、
全
身
倦
怠
感
強
ク
畑

ノ
中
二
横
臥
ス
。

　
午
后
六
時
頃
山
ヲ
下
リ
僥
ケ
残
リ
ノ
町
二
行
ク
。
途
中
水
ヲ
三
立
程
飲
ミ
シ
モ

直
チ
ニ
凡
テ
吐
セ
リ
。
翌
朝
ヨ
リ
ハ
熟
睡
セ
シ
タ
メ
カ
全
身
倦
怠
感
モ
ナ
ク
ナ
リ
、

左
眼
ノ
疹
痛
モ
輕
減
シ
タ
ノ
デ
以
後
十
五
日
マ
デ
員
傷
者
ノ
治
療
二
専
心
ス
。
十

六
日
頃
ヨ
リ
又
左
眼
二
結
膜
炎
を
起
シ
、
疹
痛
強
ク
、
眼
ヲ
開
ケ
テ
オ
レ
ヌ
ノ
デ

十
七
日
二
熊
本
二
鋸
宅
ス
。

　
蹄
宅
後
ハ
全
身
倦
怠
感
、
食
慾
不
振
、
輕
度
ノ
発
熱
下
痢
及
ビ
咽
頭
痛
ア
リ
シ

タ
メ
就
床
セ
ル
モ
、
発
熱
下
痢
ハ
ニ
日
間
、
咽
頭
痛
ハ
四
日
間
程
度
ニ
テ
恢
復
ス
、

然
シ
全
身
倦
怠
感
、
食
慾
不
振
ハ
以
後
二
週
間
程
度
持
績
ス
。
一
方
左
眼
ハ
益
々

増
悪
シ
結
膜
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
角
膜
炎
ヲ
モ
併
発
シ
、
充
血
、
腫
脹
溺
濁
著
シ
ク
、
爲

二
視
力
モ
殆
ン
ド
消
失
シ
、
瘍
痛
、
眼
脂
強
シ
、
硫
亜
水
、
ジ
オ
ニ
ン
水
ノ
点
眼

ヲ
ナ
シ
、
帰
宅
后
二
週
間
目
ヨ
リ
次
第
ニ
コ
レ
ラ
ノ
症
状
ハ
消
退
シ
一
二
週
間
目
ノ

九
月
初
旬
ニ
ハ
殆
ン
ド
快
癒
ス
。

　
白
血
球
敷
検
査
ハ
九
月
二
十
七
日
之
ヲ
行
ヒ
、
三
千
六
百
ナ
リ
キ
。

被
爆
以
来
脱
毛
、
咽
頭
出
血
、
歯
齪
腫
脹
或
ハ
皮
膚
ノ
出
血
斑
等
ハ
ナ
カ
リ
キ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
五
・
一
一
・
八
記

署
師
と
し
て
の
原
子
爆
弾
禮
験
記

長
崎
馨
科
大
學
皮
膚
泌
尿
器
科
教
室
副
手
補
黒

木
　
重
　
徳

（
男
二
十
五
才
）

八
月
九
日

　
爆
撃
を
受
け
し
当
時
は
爆
心
地
よ
り
約
一
粁
東
南
方
大
學
附
属
病
院
本
館
な
る

皮
泌
科
外
来
診
察
室
に
大
机
を
前
に
北
面
し
て
左
よ
り
教
授
、
小
生
、
東
君
、
金

子
医
局
員
の
順
に
椅
子
に
腰
掛
て
ゐ
た
。
自
分
は
白
シ
ャ
ツ
と
白
衣
を
着
て
ゐ
た
。

診
察
開
始
后
半
時
間
位
し
て
敵
味
方
不
明
爆
音
を
後
方
上
空
に
聞
い
て
間
も
な
く
、

突
如
と
し
て
急
降
下
の
爆
音
と
変
じ
た
の
で
突
差
に
椅
子
を
引
い
て
臥
せ
易
い
様

に
し
た
と
当
時
に
閃
光
が
輝
い
た
の
で
そ
の
ま
、
窓
際
の
顕
微
鏡
台
の
下
に
目
と

耳
を
塞
い
で
伏
臥
し
た
。
伏
す
る
と
同
時
に
爆
発
音
、
物
の
く
づ
れ
る
音
が
し
て

一
面
全
く
の
闇
と
化
し
何
か
変
な
臭
気
が
し
て
来
た
。
伏
し
て
ゐ
た
け
れ
ど
も
何

か
息
苦
し
い
の
と
不
安
の
為
起
き
て
窓
辺
に
行
き
外
を
眺
め
た
ら
（
下
の
坂
本
）

町
は
一
面
の
火
の
海
と
化
し
て
ゐ
た
。

　
此
の
間
約
二
～
三
分
か
四
～
五
分
位
と
自
分
で
は
思
は
れ
た
。
東
側
丘
上
に
退

避
の
途
中
澤
山
の
員
傷
者
が
ゐ
る
の
に
驚
き
始
め
て
被
害
の
大
な
る
を
知
り
、
す

ぐ
に
皮
膚
科
病
棟
へ
駆
け
て
行
っ
て
持
て
る
だ
け
の
衛
生
材
料
を
鞄
に
入
れ
て
引

返
し
た
。
（
裏
山
へ
登
っ
て
行
っ
た
）
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創
傷
は
出
来
る
だ
け
止
血
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
き
、
マ
ー
キ
ュ
ロ
ク
ロ
ー
ム

を
塗
布
し
た
上
に
切
ガ
ー
ゼ
を
あ
て
た
。
深
い
傷
は
圧
迫
す
る
位
に
し
て
繍
帯
し

た
。
為
に
ガ
ー
ゼ
は
澤
山
費
し
た
が
割
に
止
血
に
は
効
が
あ
っ
た
様
に
思
は
れ
た
。

そ
の
后
も
止
血
は
殆
ん
ど
全
部
圧
迫
法
を
用
ひ
た
。
止
血
の
成
功
し
た
者
に
は
出

来
る
だ
け
強
心
剤
を
注
射
し
、
劇
痛
を
訴
へ
る
患
者
に
は
強
心
剤
と
モ
ル
ヒ
ネ
↓

筒
を
注
射
し
た
。

　
か
く
す
る
う
ち
に
自
分
も
疲
螢
と
飢
餓
、
口
喝
の
為
に
一
時
休
息
し
た
が
暫
く

す
る
と
何
と
な
く
悪
心
を
来
し
た
の
で
塩
酸
モ
ル
ヒ
ネ
、
コ
ラ
ミ
ン
を
各
一
筒
注

射
し
た
が
こ
れ
で
も
良
く
な
ら
な
い
為
更
に
同
じ
く
モ
ル
ヒ
ネ
、
コ
ラ
ミ
ン
を
注

射
し
た
。
か
く
す
る
う
ち
に
多
少
氣
分
も
よ
く
な
り
元
気
を
恢
復
し
た
の
で
再
び

出
来
る
だ
け
治
療
を
し
て
歩
い
た
。

　
出
血
患
者
は
、
次
第
に
喝
を
訴
へ
た
け
れ
ど
も
水
が
な
い
の
で
仕
方
な
く
谷
間

の
小
溝
の
水
を
汲
ん
で
来
て
之
を
飲
ま
し
た
。

附
記

　
当
日
は
自
分
は
四
、
五
日
前
か
ら
デ
ン
グ
熱
の
為
就
床
し
且
腹
を
壊
し
て
下
痢

し
て
ゐ
た
為
悪
心
は
そ
の
為
の
み
と
信
じ
て
ゐ
た
。

　
当
夜
は
行
く
所
も
な
か
っ
た
の
で
止
む
な
く
野
天
に
牒
る
こ
と
に
し
た
。
然
し

空
襲
と
過
勢
と
野
天
の
畠
の
中
の
為
に
眠
れ
な
か
っ
た
。

　
此
の
間
患
者
は
し
き
り
に
冷
気
を
訴
へ
た
が
自
分
は
シ
ャ
ツ
一
枚
に
背
広
一
枚

き
り
だ
っ
た
け
れ
ど
も
そ
う
寒
い
と
は
感
じ
な
か
っ
た
。

八
月
十
日

　
睡
眠
不
足
の
為
疲
労
恢
復
せ
ず
、
貫
傷
者
に
は
重
傷
者
に
の
み
強
心
剤
を
注
射

し
て
歩
い
た
。
そ
の
后
救
護
隊
が
来
た
の
で
患
者
を
さ
が
し
集
め
て
山
よ
り
降
ろ

し
皮
膚
科
の
防
空
壕
に
い
れ
た
。
此
の
日
は
患
者
の
移
送
で
一
日
を
過
ご
し
治
療

は
強
心
剤
を
注
射
し
た
位
で
余
り
出
来
な
か
っ
た
。
移
送
し
て
来
た
皮
膚
科
の
看

護
婦
肱
黒
サ
エ
（
十
九
才
）
は
急
に
容
態
が
悪
化
強
心
剤
を
続
い
て
三
本
注
射
し

た
が
全
身
火
傷
の
為
遂
に
午
后
四
時
頃
死
亡
し
た
。

　
防
空
壕
内
は
湿
気
が
多
く
且
暗
い
為
に
治
療
も
し
難
く
換
気
が
悪
い
為
悪
臭
が

発
生
す
る
と
容
易
に
消
え
ず
、
不
潔
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
此
の
日
始
め
て
握

飯
の
配
給
が
あ
り
食
事
し
た
。
中
山
医
局
員
を
始
め
少
数
の
看
護
婦
は
多
少
の
無

理
を
推
し
て
歩
い
て
帰
省
し
た
。
自
分
は
緊
張
し
て
ゐ
た
せ
い
か
割
に
元
気
で
働

け
た
。
別
に
悪
心
そ
の
他
の
異
状
は
な
か
っ
た
。
こ
の
夜
は
壕
内
に
一
夜
を
明
か

し
た
。

八
月
十
一
日

　
軍
隊
の
救
護
隊
が
来
て
く
れ
た
の
で
、
皮
膚
科
地
下
室
を
片
附
け
て
貰
ひ
、
ふ

と
ん
を
病
室
か
ら
運
び
出
し
て
假
の
病
室
を
作
り
残
っ
た
患
者
を
全
部
地
下
室
に

移
し
、
早
速
こ
の
日
か
ら
リ
バ
ノ
ー
ル
で
創
傷
の
湿
布
を
行
っ
た
。

八
月
十
二
日

　
当
日
よ
り
薬
品
、
器
具
が
揃
ひ
病
室
も
整
っ
た
の
で
本
格
的
に
治
療
を
開
始
し

た
。
オ
キ
シ
ド
ー
ル
で
傷
を
洗
族
し
リ
バ
ノ
ー
ル
湿
布
を
な
し
且
強
心
剤
、
ス
ル

フ
ァ
ミ
ン
剤
、
葡
萄
糖
、
ビ
タ
ミ
ン
B
を
皆
に
注
射
し
た
。

　
患
者
の
傷
は
大
多
敷
が
ガ
ラ
ス
破
片
創
、
そ
の
他
の
破
片
創
で
骨
折
が
二
名

あ
っ
た
の
み
で
火
傷
は
皆
無
だ
っ
た
。

附
記

　
器
具
は
洗
面
器
で
煮
沸
消
毒
を
な
し
吾
々
は
手
指
を
ク
レ
ゾ
ー
ル
液
で
消
毒
し

て
治
療
を
し
た
。

八
月
十
三
日
よ
り
十
八
日
ま
で

　
そ
の
后
殆
ん
ど
毎
日
同
様
な
治
療
を
続
行
し
た
為
、
日
増
し
に
傷
も
き
れ
い
に

な
り
食
慾
も
恢
復
し
て
来
た
様
で
あ
っ
た
。
歩
け
な
か
っ
た
者
も
歩
け
る
様
に
な

り
、
発
熱
し
た
者
も
段
々
と
解
熱
し
て
元
氣
づ
い
て
来
た
。
然
し
そ
の
間
に
患
者
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は
家
の
者
が
迎
え
に
来
た
の
で
一
人
減
じ
二
人
減
り
し
て
少
く
な
っ
て
来
た
上
食

糧
、
薬
品
も
不
足
勝
ち
と
な
っ
た
の
で
遂
に
解
散
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
此
の
間
患
者
の
中
で
脱
毛
、
血
便
、
喀
血
、
皮
下
出
血
斑
等
は
認
め
な
か
っ
た

が
下
痢
、
発
熱
の
患
者
は
二
、
三
あ
っ
た
。

　
自
分
に
と
っ
て
は
此
の
間
一
日
毎
に
仕
事
の
量
に
反
比
例
し
て
疲
螢
を
覧
え
る

の
で
不
思
議
に
思
ひ
、
外
の
医
局
員
の
人
に
話
し
た
ら
自
分
も
さ
う
だ
話
し
て
居

ら
れ
た
。
又
自
分
も
疲
勢
恢
復
の
為
葡
萄
糖
や
ビ
タ
ミ
ン
B
の
注
射
を
し
た
。

十
九
日
以
降

　
解
散
后
一
日
お
い
て
自
分
は
帰
省
の
途
に
つ
い
た
が
、
途
中
の
鉄
道
が
四
箇
所

も
破
壊
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
帰
り
つ
く
の
に
約
三
書
夜
を
要
し
た
。
そ
の
間
食
ふ
物

と
て
な
く
帰
り
つ
い
た
時
は
全
く
疲
勢
の
極
動
か
れ
ぬ
位
だ
っ
た
。
帰
省
后
四
、

五
日
頃
よ
り
毎
朝
歯
を
磨
く
と
き
出
血
し
や
す
い
の
に
気
付
き
段
々
ひ
ど
く
な
る

様
で
あ
り
且
又
唾
を
吐
い
て
も
血
が
混
じ
て
く
る
様
に
な
り
不
思
議
に
思
っ
て
ゐ

た
所
、
新
聞
に
原
子
爆
弾
症
に
関
す
る
発
表
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
ロ
ヂ
ノ
ン
カ
ル

シ
ウ
ム
四
〇
㏄
と
V
I
B
、
鉄
剤
を
用
ひ
て
治
療
し
た
所
自
然
に
出
血
も
止
り
疲

螢
も
大
分
恢
復
し
て
来
た
が
、
仲
々
旧
に
は
速
に
復
し
な
か
っ
た
。
殊
に
相
当
期

間
（
二
十
日
間
位
）
脱
力
感
が
と
れ
ず
仕
事
を
す
る
と
す
ぐ
に
疲
勢
を
覧
え
て
長

続
き
し
な
か
っ
た
。
然
し
之
は
又
一
面
に
は
終
戦
と
言
ふ
大
き
な
精
神
的
衝
動
も

加
っ
て
ゐ
る
と
も
思
は
れ
る
。
そ
の
外
に
は
特
別
異
常
を
認
め
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
二
日
）

原
子
爆
弾
体
験
記
（
讐
師
ト
シ
テ
）

署
學
生
　
　
佐

（保

士光
矛
）康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
さ
ん

八
月
九
日
午
前
五
時
起
床
、
押
入
レ
ニ
匁
澤
溜
ッ
テ
居
タ
洗
濯
物
ヲ
久
振
リ
洗
濯

シ
、
九
時
半
頃
相
當
二
疲
レ
テ
登
校
シ
タ
。

其
ノ
當
時
、
小
児
科
ノ
卒
業
試
験
デ
小
児
科
病
棟
北
側
ノ
予
診
室
二
居
タ
。
午
前

十
一
時
空
襲
警
報
解
除
中
二
拘
ラ
ズ
、
急
二
飛
行
機
ノ
急
降
下
音
二
似
タ
爆
音
ガ

不
意
ニ
シ
タ
ノ
デ
解
放
セ
ル
窓
ヲ
通
シ
テ
外
ノ
方
ヲ
眺
メ
テ
居
夕
。
何
処
カ
ラ
ト

モ
ナ
ク
不
意
二
大
學
本
館
の
上
二
地
上
近
ク
低
イ
高
度
ノ
所
二
直
経
一
米
程
度
ノ

銀
白
色
ノ
恰
モ
太
陽
ノ
如
キ
ギ
ラ
ギ
ラ
シ
タ
円
形
ノ
物
ガ
ポ
ッ
ト
浮
出
夕
。
直
チ

ニ
腰
掛
ケ
テ
居
タ
椅
子
カ
ラ
床
ノ
上
二
伏
セ
タ
。
當
時
意
識
ハ
明
瞭
デ
ア
リ
、
八

月
一
日
ノ
空
襲
ニ
テ
至
近
弾
ニ
テ
僅
力
手
掌
二
硝
子
片
ニ
ョ
リ
小
サ
ナ
傷
ヲ
受
ケ

タ
経
験
ニ
テ
大
膳
ニ
ナ
ッ
テ
ヰ
タ
為
別
二
恐
怖
モ
抱
カ
ナ
カ
ッ
タ
。

伏
セ
方
ガ
早
カ
ッ
タ
為
力
、
爆
発
音
モ
爆
風
モ
光
線
モ
感
ジ
ナ
カ
ッ
タ
。
勿
論
耳

モ
眼
モ
手
指
デ
シ
ッ
カ
リ
被
ッ
タ
居
タ
ノ
デ
ハ
ア
ル
ガ
。

間
モ
ナ
ク
昭
和
五
年
頃
カ
ラ
ノ
入
院
力
ー
ド
ヲ
ト
ジ
タ
本
ノ
一
杯
入
レ
テ
ア
ル
本

棚
タ
フ
レ
机
ハ
潰
へ
、
何
処
カ
ラ
カ
大
キ
ナ
ベ
ン
チ
ガ
飛
ン
デ
来
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ノ
天
井
モ
崩
レ
落
チ
遂
二
完
全
ニ
コ
レ
ラ
の
下
敷
キ
ト
ナ
リ
、
身
動
キ
モ
出
来

ヌ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
タ
。
外
部
カ
ラ
身
体
ノ
一
部
モ
見
エ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
完
全
二
埋
没
サ
レ

タ
。
思
フ
ニ
私
ガ
見
タ
爆
弾
ハ
ソ
ノ
破
裂
直
前
デ
、
尚
後
程
一
緒
二
居
タ
友
人
ヨ

リ
幾
分
症
状
軽
度
ダ
ッ
タ
ノ
ハ
早
ク
伏
セ
テ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ノ
壁
ノ
陰
ニ
ナ
ッ
タ

コ
ト
ト
、
完
全
二
旬
澤
ノ
物
二
被
ハ
レ
タ
為
ト
考
ヘ
ラ
レ
ル
。
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一
緒
二
居
タ
友
人
二
救
出
サ
レ
、
他
ノ
友
人
ヲ
掘
リ
出
シ
看
護
婦
及
給
仕
ノ
ニ
名

ヲ
一
人
ノ
友
人
ト
協
力
シ
テ
カ
ツ
ギ
、
又
、
手
ヲ
引
イ
テ
、
フ
ラ
フ
ラ
シ
ナ
ガ
ラ

病
院
裏
手
ノ
丘
へ
避
難
シ
、
彼
女
等
を
横
穴
壕
二
収
容
シ
手
當
ヲ
シ
テ
、
次
二
附

近
ノ
患
者
ノ
収
容
、
壕
ノ
擬
装
ヲ
シ
タ
。
太
陽
ハ
カ
ン
カ
ン
ト
照
リ
ッ
ケ
、
市
中

ノ
火
災
ニ
ヨ
ル
熱
イ
煙
ハ
火
災
ノ
為
二
起
ッ
タ
ト
思
ハ
レ
ル
強
風
二
我
々
二
強
イ

熱
気
ヲ
送
ッ
タ
。
午
後
ニ
ナ
ル
ト
間
モ
ナ
ク
片
々
ト
シ
タ
黒
雲
現
ハ
レ
小
量
ノ
黒

キ
雨
降
リ
、
シ
バ
ラ
ク
ノ
間
薄
暗
ク
ナ
ッ
タ
。

午
後
三
時
頃
浅
イ
井
戸
ノ
水
ヲ
コ
ッ
プ
一
杯
程
飲
ン
ダ
所
、
間
モ
ナ
ク
悪
心
、
嘔

吐
ア
リ
。
夕
方
六
時
頃
排
便
一
回
、
コ
レ
ハ
軟
便
デ
ア
ッ
タ
ガ
、
他
ハ
正
常
便
ト

何
等
変
ッ
タ
所
ハ
ナ
カ
ッ
タ
。

コ
ノ
日
ノ
嘔
吐
二
十
七
回
、
悪
心
ノ
苦
シ
キ
事
殊
更
デ
ア
ッ
タ
。

嘔
吐
ハ
初
メ
七
回
ハ
胃
内
容
ヲ
出
シ
、
次
二
黄
色
ノ
騰
汁
等
ノ
十
二
指
腸
内
容
、

後
ニ
ハ
何
モ
出
ナ
ク
ナ
ッ
タ
。
時
々
頭
痛
眩
量
ア
リ
。
嘔
吐
始
メ
テ
ヨ
リ
脱
力
感

強
ク
加
ヘ
テ
大
腿
ノ
外
傷
ノ
痛
ミ
強
ク
、
杖
ヲ
頼
リ
裸
足
ニ
ゲ
ー
ト
ル
ヲ
マ
キ
ツ

ケ
背
中
、
下
肢
ハ
外
傷
ノ
為
血
ト
泥
ニ
マ
ミ
レ
タ
ボ
ロ
ボ
ロ
破
レ
タ
衣
服
ヲ
マ
ト

ヒ
、
フ
ラ
フ
ラ
シ
ナ
ガ
ラ
仕
事
ヲ
シ
タ
。
コ
ノ
日
、
食
慾
全
然
ナ
カ
ッ
タ
。

ソ
ノ
日
ハ
寒
サ
ニ
儂
ヘ
テ
野
宿
一
夜
ヲ
過
シ
タ
。

翌
朝
五
時
頃
起
床
シ
直
チ
ニ
井
戸
ヲ
探
シ
テ
廻
リ
、
バ
ケ
ツ
ニ
水
ヲ
ニ
杯
汲
ミ
、

患
者
ノ
喉
ヲ
ウ
ル
ホ
シ
テ
ヤ
リ
、
又
、
傷
ノ
手
當
ヲ
シ
タ
ガ
、
何
分
、
私
ハ
脱
力

感
強
ク
、
當
地
二
居
テ
モ
役
立
チ
サ
ウ
ニ
ナ
イ
為
、
十
時
過
ギ
道
尾
迄
逃
ゲ
タ
。

途
中
焼
ケ
死
体
ノ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
シ
テ
イ
ル
所
ヲ
道
不
明
ナ
為
、
マ
ダ
熱
イ
灰
ノ
中
ヲ

右
手
二
東
洋
一
の
浦
上
天
主
堂
の
燃
工
崩
レ
テ
行
ク
凄
愴
ナ
姿
ヲ
見
ナ
ガ
ラ
杖
ニ

ス
ガ
リ
途
中
空
襲
警
報
、
退
避
ノ
叫
声
ヲ
キ
、
ツ
＼
。

呼
吸
困
難
強
ク
、
コ
レ
ハ
九
日
ヨ
リ
約
十
日
間
績
イ
タ
。
尚
、
食
慾
ナ
ク
、
何
力

一
寸
飲
食
ヲ
ス
レ
バ
ス
グ
ニ
嘔
吐
ヲ
シ
タ
。
夕
方
道
尾
ヨ
リ
郷
里
佐
世
保
へ
行
キ

夜
十
時
頃
ヤ
ッ
ト
蹄
宅
。
自
宅
ハ
九
日
二
田
舎
へ
疎
開
シ
タ
為
、
誰
モ
居
ズ
ソ
ノ

儘
玄
関
二
臥
セ
テ
一
夜
ヲ
過
シ
タ
。

十
一
日
ヨ
リ
休
養
二
努
メ
ヤ
ウ
ト
思
ッ
タ
ガ
、
防
空
壕
生
活
ノ
為
二
充
分
静
養
モ

出
来
ナ
カ
ッ
タ
。
コ
ノ
日
病
院
二
行
キ
傷
ノ
手
當
ヲ
受
ケ
、
ヒ
マ
シ
油
ヲ
飲
ミ
、

十
二
日
ハ
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ヲ
飲
ミ
、
九
日
以
来
飲
ン
ダ
汚
水
ニ
ヨ
ル
腸
系
傳

染
病
ノ
予
防
二
努
メ
タ
。
ソ
ノ
後
後
虜
置
ト
シ
テ
三
日
間
下
痢
止
メ
藥
ヲ
飲
ン
ダ
。

シ
カ
シ
十
一
日
カ
ラ
ノ
下
痢
ハ
止
マ
ラ
ズ
、
便
通
回
数
ハ
一
日
二
五
、
六
回
、
コ

レ
ハ
約
一
ケ
月
間
績
キ
、
後
ニ
ハ
ニ
、
三
回
二
減
ジ
タ
。
便
ノ
性
状
ハ
時
ニ
ハ
無

色
ノ
コ
ト
ア
レ
ド
旬
ク
ハ
淡
黄
色
デ
水
様
透
明
、
尿
ノ
如
キ
感
ジ
ガ
シ
タ
。

十
三
日
朝
警
報
ヲ
聞
キ
不
意
二
起
床
シ
テ
防
空
壕
へ
行
ク
途
中
、
眩
量
烈
シ
ク
起

リ
遂
二
縁
先
カ
ラ
庭
へ
卒
倒
シ
タ
。
疲
勢
ト
貧
血
ノ
ア
ッ
タ
為
デ
ア
ラ
ウ
。
コ
ノ

時
眼
瞼
結
膜
ハ
幾
分
貧
血
シ
テ
イ
タ
。

十
三
日
夕
方
折
尾
瀬
村
ノ
友
人
ノ
所
二
避
難
二
行
ッ
タ
ガ
、
コ
ノ
日
ハ
遂
二
駅
デ

一
夜
ヲ
明
カ
シ
タ
。
十
四
日
朝
友
人
ノ
家
二
到
着
シ
タ
。

コ
ノ
強
行
軍
ノ
為
、
疲
レ
ガ
強
カ
ッ
タ
。
尚
、
此
ノ
日
迄
遂
二
食
慾
ナ
ク
食
事
ハ

シ
ナ
カ
ッ
タ
ガ
、
友
人
宅
デ
友
人
ニ
ス
＼
メ
ラ
レ
、
又
、
貧
血
デ
卒
倒
シ
タ
ノ
ヲ

思
イ
、
悪
心
ヲ
我
慢
シ
、
無
理
二
朝
食
飯
碗
一
杯
タ
ベ
タ
。
シ
カ
シ
、
食
物
ノ
味

ハ
殆
ド
ナ
ク
、
僅
カ
ニ
塩
カ
ケ
テ
味
ガ
ス
ル
位
デ
ア
ッ
タ
。
コ
ノ
日
よ
り
充
分
ノ

休
養
ガ
ト
レ
タ
。
コ
、
デ
友
人
一
家
ノ
人
ニ
ハ
色
々
ト
親
切
ヲ
墨
サ
レ
非
常
二
有

難
ク
今
モ
尚
感
謝
ノ
念
ニ
タ
ヘ
ナ
イ
。

八
月
十
六
日
朝
、
日
本
降
伏
ヲ
知
リ
、
再
ビ
佐
世
保
二
蹄
ッ
タ
。

熱
感
ハ
八
月
十
日
ヨ
リ
十
日
間
程
ア
ッ
タ
。

十
七
日
血
液
検
査
ヲ
行
ッ
タ
ガ
、
白
血
球
種
類
ハ
淋
巴
球
四
十
％
、
分
葉
核
三
十

％
、
桿
状
核
三
十
％
、
エ
オ
ヂ
ノ
嗜
好
細
胞
○
・
五
％
デ
ア
ッ
タ
ト
記
憶
ス
ル
。

コ
レ
ダ
ケ
ノ
核
ノ
左
方
移
動
ア
レ
バ
相
当
ノ
貧
血
ガ
ア
ッ
タ
ト
思
ハ
レ
ル
。
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器
具
ノ
関
係
デ
血
球
数
ハ
遂
二
数
ヘ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
カ
ッ
タ
。

八
月
二
十
四
日
、
全
身
状
態
幾
分
回
復
シ
タ
ノ
デ
大
學
焼
跡
二
行
ッ
タ
ガ
、
ソ
ノ

日
編
宅
シ
タ
。
背
中
及
両
下
肢
ノ
小
サ
ナ
打
撲
傷
ハ
化
膿
シ
タ
ガ
八
月
末
ニ
ハ
治

癒
シ
タ
。
尚
、
足
蹟
ノ
マ
メ
モ
膿
瘍
ト
ナ
ッ
タ
ガ
表
皮
切
除
シ
テ
傷
ノ
庭
置
ヲ
シ

タ
ラ
八
月
末
二
治
癒
シ
タ
。

ソ
シ
テ
八
月
末
ニ
ハ
健
康
廻
復
シ
、
元
気
ニ
ナ
リ
、
中
等
度
ノ
勢
働
モ
行
ウ
コ
ト

ガ
出
来
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
タ
。

九
月
二
日
夕
方
カ
ラ
天
候
少
シ
冷
エ
テ
来
タ
為
、
早
ク
就
　
シ
タ
。

翌
朝
、
悪
感
戦
慎
ナ
ク
シ
テ
急
二
熱
感
ガ
起
リ
、
発
熱
四
十
度
ニ
ナ
ッ
タ
。

両
側
口
蓋
扁
桃
腺
、
右
側
顎
下
淋
巴
腺
及
両
側
鼠
践
淋
巴
腺
ガ
栂
指
頭
大
二
腫
脹

シ
皆
自
発
痛
ア
リ
、
嚥
下
痛
甚
シ
ク
、
亦
食
慾
無
ク
ナ
リ
、
全
身
倦
怠
感
強
カ
ッ

タ
。
但
シ
悪
心
嘔
吐
は
ナ
カ
ッ
タ
。

八
月
二
十
八
日
頭
髪
ノ
脱
毛
二
気
付
イ
タ
。
コ
レ
ハ
前
頭
部
及
右
側
頭
部
デ
ア
ッ

タ
。
コ
レ
ハ
放
射
線
ヲ
右
側
カ
ラ
ウ
ケ
タ
為
ト
思
ハ
レ
ル
。

毛
根
ハ
退
行
変
性
シ
テ
萎
縮
シ
細
ク
ナ
ッ
テ
ヰ
タ
。
脱
毛
程
度
ハ
中
等
度
デ
散
在

的
ニ
ボ
ー
ッ
ト
脱
ケ
タ
。

九
月
六
日
、
血
液
検
査
ニ
テ
白
血
球
数
八
百
、
私
ノ
正
常
債
ハ
七
千
五
百
デ
ア
ッ

タ
ノ
デ
コ
ノ
時
ノ
落
謄
ハ
相
当
深
刻
デ
ア
ッ
タ
。

内
科
医
ハ
目
下
療
法
不
明
故
、
安
静
ス
ル
ヨ
リ
外
ハ
ナ
イ
ト
ノ
コ
ト
デ
ア
ッ
タ
。

私
ハ
旬
分
、
死
ヌ
ト
思
ヒ
、
思
フ
儘
ノ
治
療
ヲ
シ
テ
死
際
ノ
ア
キ
ラ
メ
ヨ
イ
ヤ
ウ

ニ
、
亦
最
後
ノ
社
会
的
貢
献
ト
シ
テ
自
体
実
験
ヲ
思
ヒ
立
ッ
タ
。
マ
ズ
一
般
療
法

ト
シ
テ
葡
萄
糖
、
ビ
タ
ミ
ン
B
、
C
ノ
注
射
、
尚
体
力
充
分
ア
リ
サ
ウ
デ
ア
ッ
タ

為
全
身
網
様
内
皮
系
ヲ
刺
戟
シ
、
血
球
増
加
ヲ
計
ル
為
二
刺
戟
療
法
ト
シ
テ
、
非

特
異
蛋
白
剤
ノ
注
射
、
紫
外
線
照
射
ヲ
行
ッ
タ
。
輸
血
療
法
ハ
思
ヒ
立
ッ
タ
ガ
、

遂
二
行
フ
機
会
ナ
カ
ッ
タ
。
尚
、
化
膿
創
防
止
ノ
為
、
中
毒
性
穎
粒
白
血
球
減
少

症
ノ
注
意
ヲ
シ
ナ
ガ
ラ
、
ズ
ル
ホ
ン
ア
ミ
ト
剤
ノ
注
射
ヲ
行
ヒ
、
後
ニ
ハ
肝
臓
製

剤
ノ
内
服
モ
行
ッ
タ
。

此
等
ノ
療
法
ハ
私
ノ
体
ノ
状
態
二
適
シ
タ
ノ
カ
、
九
月
十
五
日
二
白
血
球
数
ハ
三

千
ト
ナ
リ
、
九
月
二
十
五
日
ニ
ハ
六
千
ト
ナ
ッ
タ
。

刺
戟
療
法
ハ
長
期
問
行
ッ
テ
ハ
、
逆
二
造
血
器
過
螢
シ
逆
効
果
ヲ
来
タ
ス
ト
思
ヒ
、

一
週
間
デ
止
メ
タ
ガ
他
ノ
治
療
ハ
ニ
十
日
迄
績
ケ
タ
。

九
月
三
日
ヨ
リ
歯
ハ
ユ
ル
ミ
可
動
性
ト
ナ
ッ
タ
。

九
月
十
日
ニ
ハ
小
量
ノ
劔
血
ガ
ア
ッ
タ
。
シ
カ
シ
倦
怠
感
ハ
九
月
三
日
ヨ
リ
九
月

十
五
日
頃
迄
ア
ッ
タ
。

養
生
ガ
良
カ
ッ
タ
為
力
九
月
二
十
五
日
頃
ニ
ハ
大
体
元
気
ニ
ナ
ッ
タ
為
、
九
月
二

十
九
日
長
崎
高
商
ニ
ア
ル
大
學
本
部
二
行
ッ
タ
。

本
部
ニ
テ
影
浦
教
授
ヨ
リ
、
大
村
海
軍
病
院
二
行
ク
ヤ
ウ
ニ
言
ハ
レ
、
直
チ
ニ
編

省
、
登
校
ノ
用
意
ヲ
シ
テ
大
村
二
行
ッ
タ
。

此
処
デ
少
数
ノ
友
人
及
米
國
原
子
弾
調
査
團
（
デ
コ
ル
シ
ー
大
佐
一
行
）
ト
原
子

弾
ノ
治
療
及
研
究
ニ
ア
タ
ッ
タ
。

十
月
二
日
原
因
不
明
ノ
軽
度
ノ
腹
痛
ガ
ア
ッ
タ
ガ
、
他
の
胃
腸
病
状
ハ
認
メ
ラ
レ

ナ
カ
ッ
タ
。

大
村
二
於
ケ
ル
過
勢
ノ
為
力
十
月
十
日
ヨ
リ
一
週
間
程
盗
汗
ア
リ
。

十
月
十
五
日
二
診
察
ヲ
ウ
ケ
タ
ラ
右
鎖
骨
下
部
二
軽
度
ノ
濁
音
ガ
ア
ッ
タ
。

コ
ノ
為
其
ノ
日
ヨ
リ
、
時
々
葡
萄
糖
、
ビ
タ
ミ
ン
B
、
C
ノ
注
射
ヲ
行
ッ
タ
。

其
ノ
後
盗
汗
熱
感
ハ
ナ
ク
ナ
リ
、
十
月
末
ニ
ハ
元
気
ニ
ナ
ッ
タ
。

以
上
の
経
過
中
皮
下
出
血
ハ
認
メ
キ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
。

皮
フ
ノ
色
ハ
少
シ
黒
ク
ナ
ッ
タ
ト
イ
ハ
レ
テ
イ
ル
。

尚
、
八
月
、
九
月
ノ
ニ
ケ
月
間
ハ
気
分
ハ
少
シ
陰
欝
ニ
ナ
ッ
タ
。

十
一
月
二
傷
化
膿
シ
治
癒
遅
キ
為
、
白
血
球
計
算
シ
タ
ラ
再
ビ
白
血
球
ヘ
リ
四
千
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二
百
ト
ナ
ッ
テ
ヰ
タ
。

傷
ハ
一
月
始
メ
ニ
治
癒
シ
タ
。
ソ
ノ
後
血
液
検
査
ハ
行
ハ
ヌ
ガ
元
気
ニ
ナ
ッ
テ
身

体
モ
正
常
二
回
復
シ
タ
ト
思
ッ
テ
ヰ
ル
。

（
長
崎
医
学
会
雑
誌
7
0
巻
3
号
よ
り
）
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昭
和
二
十
年
八
月
九
日

㈹
　
原
子
爆
弾
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
生
存

職
員
ノ
数
　
総
計

　
　
　
　
　
　
　
　
死
者

人
員
一
覧
表

　
　
　
　
　
　
庶
　
務

　
　
　
四
一
一

　
計
　
七
五
七
名

　
　
　
三
四
六

課

傭 研 助 教 嘱 薬 薬 圭
日 教 技 事 副 副 助 講

職

究 剤 練
一
雇 教 剤 務 手

補 手 教

人 助 授 授 託 補 手 記 師 手 官 補 手 手 師
名

生

四
六

四
三

二
一

二
二

一
六 七 三 五 四 一 ○ O

一
〇

二
一

一
一 六 存

死

九 八 一 一
O 一 四 八 八 九 O O 四 一 二 一 一 一 七 一 者

二 ＝

A
口

二 一 一 二 三 二 一 二 一
六 四 六 一 四 六 三 五 八 二 二 一 一 二 八 七 計

職
　
　
　
　
　
名

生
　
　
　
存

死
　
　
　
者

合
　
　
　
計

看
護
婦
三
年
生
以
上

一
二

五
一

一
六
二

看
護
婦
二
年
生

四
七

二
五

七
二

看
護
婦
一
年
生

六
四

三
二

九
六

（附添人）　（患者）

入
院
患
者
及
附
添
人
数

　
　
男

生
存

　
　
女

六八
死
者

女男

七六
計

一
二
七
名

云 性
目

（附 別

女 男 女 男

記
生

児 ）
死
別

生

一 三

一 O 五 八 存

女男

死

一 二 三
一三

山
ノ
￥ 三 O O 者

一 三
⊥
ノ
￥

計

四 七 三 五 八
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学
部
ノ
数

生
存
　
一
八
九
．

死
者
　
一
四
六

行
方
不
明
．
三
二
　
計
　
三
六
七
名

四 三 二 一 峯
別

計

生
〃 〃 〃 年 死

別

生

一
八 三 五 三 ⊥

ノ、

九 八 ○ 五
⊥
ノ
、

存

死

一
四 二 一

山
ノ、 四

よ
ノ
、

⊥
ノ￥ 四 一 五

者

ノー

何
方

三 二 不
二 二 一 三

⊥
ノ
￥

明

計

医
専
ノ
数

生
存
　
一
四
四

死
者
　
二
五
四

不
明
二
六
計
四
二
四
名

　
　
　
生
死
別

学年別

生
　
　
　
存

死
　
　
　
者

行
方
不
明

計

一
　
　
年

四
二

一
二
二

二
六

一
九
〇

二
　
　
　
〃

四
七

一
〇
九

一
五
六

三
　
　
　
〃

五
五

二
三

七
八

計

一
四
四

二
五
四

二
六

四
二
四

薬
専
ノ
数

生
存
　
一
七
一
名

死
者
　
　
四
〇
名

合
計
　
二
　
一
名

　
　
　
生
死
別

学年別

生
　
　
　
存

死
　
　
　
者

行
方
不
明

計

1

九
九

九

一
〇
八

2

四
五

八

五
三

3

二
七

二
三

五
〇

計

一
七
一

四
〇

二
一
一

昭
和
二
〇
・
八
・
九
原
爆

看
護
婦
調
査
表

三
年
生
以
上

二
年
生

一
年
生

計

総
　
　
計

　
種
別

科
名

生

死

生

死

生

死

生

死

生

死

角
尾
内
科

一
二

六

五

三

64

32

一
七

九

名810

影
浦
内
科

二

四

七

二

一
八

六

名222

古
屋
野
外
科

一
〇

六

六

O

一
六

六

調
　
外
科

一
四

○

五

一

一
九

一

皮
　
膚
科

二

三

O
六

二

九

産
婦
人
科

一
九

九

一
〇

五

二
九

一
四

小
児
科
九

四

二

二

二

六

耳
　
鼻
科

九

七

四

二

一
三

九

眼
　
　
　
科

六

五

五

O

二

五

精
　
神
　
科

六

四

二

二

八

六

物
　
療
　
科

四

三

一

二

五

五
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角
尾
内
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

角
　
尾
　
　
　
晋

助
　
教
　
授

箴
　
島
　
四
　
郎

副
　
手
　
補

黄
　
　
　
過
傳

講
　
　
　
師

高
橋
　
　
　
博

給
　
　
　
仕

松
　
尾
　
マ
サ
ノ

助
　
　
　
手

中
　
村
　
匡
　
邦

学
部
仮
卒

村
田
千
秋
副
　
　
　
手

牛
島
百
合
子

〃

村
上
　
吉
作

副
　
手
　
補

大
　
倉
　
一
　
郎

〃

鈴
木
　
四
郎

〃

土
　
山
　
敏
　
夫

医
専
仮
卒

木
田
橋
良
道

〃

黄
　
　
　
永
　
超

〃

清
　
田
和
之

〃

吉
崎
励
　
子

〃

樋
渡
俊
夫

〃

深
　
見
　
武
　
久

看
　
護
　
長

江
　
下
　
ス
　
ム

〃

尼
ケ
崎
哲
　
郎

四
　
　
　
年

内
　
尾
　
文
　
子

〃

井
上
　
正
　
良

〃

緒
方
　
ヒ
サ
カ

医
専
仮
卒

小
　
林
　
慶
　
順

〃

加
藤
　
ト
シ
子

婦
　
　
　
長

前
　
田
　
ハ
ル
エ

〃

中
　
山
　
ヨ
シ
ヱ

五
　
　
　
年

丸
　
岡
　
ミ
ツ
モ

三
　
　
　
年

本
　
田
　
ト
シ
子

四
　
　
　
年

橋
　
ロ
　
ク
ニ
カ

二
　
　
　
年

宮
　
本
　
ハ
ル
エ

〃

川
　
下
　
キ
ヌ
エ

〃

大
　
山
　
フ
ヨ
子

〃

嵩
　
下
　
キ
　
ヨ

昭
和
二
十
年
八
月
九
日

　
㈲
　
原
爆
当
時
の
死
亡
者
及
び
生
存
者
名
簿

臨
床
関
係

影
浦
内
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

助
　
教
　
授

菊
　
野
　
晴
二
郎

教
　
　
　
授

影
浦
尚
覗

助
　
　
　
手

古
　
川
　
一
　
郎

副
　
　
　
手

森
　
沢
　
陽
　
亮

〃

呉
　
　
　
福
　
順

看
　
護
　
長

長
　
島
　
一
　
子

学
部
仮
卒

柴
　
田
　
　
　
清

婦
長
嘱
託

樋
　
ロ
　
マ
サ
エ

雇

近
　
藤
　
次
　
義

主
　
　
　
任

廣
　
瀬
　
文
　
代

定
　
　
　
婦

田
　
川
　
キ
　
ク

四
　
　
　
年

山
　
田
　
初
　
枝

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

〃

吉
　
本
　
ミ
シ
ヱ

〃

谷
　
杉
　
ヒ
　
サ

三
　
　
　
年

立
　
川
　
シ
ズ
子

〃

松
　
尾
　
八
重
子

〃

森
　
下
　
悦
　
子

〃

宇
　
都
　
五
　
月

〃

阿
比
留
　
秋
　
子

〃

山
　
ロ
　
フ
ヂ
ヱ

二
　
　
　
年

堀
　
　
　
幸
　
子

〃

小
　
柳
　
正
　
代

〃

竿
　
浦
　
カ
ズ
エ

〃

猪
　
俣
　
土
　
子

〃

有
　
田
　
タ
エ
子
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死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

四
　
　
　
年

福
　
田
　
艶
　
子

〃

池
　
井
　
枝
美
子

〃

山
　
下
　
栄
　
子

〃

岡
　
野
　
キ
サ
エ

〃

原
　
　
　
衛
　
子

〃

大
　
浦
　
ハ
ル
子

三
　
　
　
年

松
　
本
　
リ
　
キ

三
　
　
　
年

内
　
川
　
ス
ヱ
ノ

二
　
　
　
年

湯
　
川
　
明
　
子

〃

柿
本
　
美
智
代

〃

樫
　
山
　
タ
マ
ヱ

〃

村
上
　
悦
　
子

三
　
　
　
年

高
　
島
　
フ
ミ
ヱ

二
　
　
　
年

大
　
浦
　
八
重
子

〃

大
　
黒
　
ヨ
シ
ヱ

〃

北
　
村
　
ス
ヱ
ノ

〃

岩
　
永
　
七
比
代
美

〃

篠
暗
　
ト
シ
子

〃

川
　
崎
　
ス
　
ミ

三
　
　
　
年

藤
　
永
　
和
　
代

医
専
仮
卒

吉
　
川
　
　
　
清

〃

林

学
部
仮
卒

古
　
閑
　
達
　
也

〃

大
　
津
　
政
　
次

古
屋
野
外
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

助
　
教
　
授

石
崎
　
　
　
戊

教
　
　
　
授

古
屋
野
宏
　
平

講
　
　
　
師

大
和
田
野
　
浩
一

助
　
　
　
手

金
　
武
　
三
　
郎

技
　
　
　
嘱

中
　
岡
　
茂
　
三

副
　
　
　
手

多
　
田
　
孝
　
平

レ
ン
ト
ゲ
ン
撃

田
　
川
　
　
　
元

教
　
　
　
補

溝
　
口
　
美
津
子

小
　
　
　
使

猪
　
俣
　
憲
　
一

看
　
護
　
長

山
　
ロ
　
ユ
リ
子

給
　
　
　
仕

小
　
松
　
フ
ミ
子

五
　
　
　
年

坂
　
上
　
ヤ
　
ヱ

〃

深
　
堀
　
昭
　
規

四
　
　
　
年

宮
　
崎
　
マ
ド
カ

副
主
任
心
得

松
　
岡
　
ト
シ
ヱ

〃

山
　
下
　
静
　
子

〃

管
　
　
　
ハ
ル
ヨ

〃

川
　
原
　
テ
ル
ヨ

五
　
　
　
年

大
　
坪
　
和
　
子

〃

川
　
場
　
キ
ミ
ヲ

四
　
　
　
年

後
　
川
　
チ
ヨ
ミ

〃

小
　
崎
　
マ
ッ
ミ

三
　
　
　
年

川
　
崎
　
信
　
子

三
　
　
　
年

笹
　
本
　
キ
サ
子

三
　
　
　
年

武
　
藤
　
ミ
サ
ヱ

〃

白
　
倉
　
マ
サ
ヨ

〃

森
　
田
　
キ
ク
ヱ

〃

前
　
田
　
ヨ
シ
子

二
　
　
　
年

三
　
井
　
君
　
江

〃

原
　
田
　
美
代
子

〃

中
　
田
　
チ
エ
子

〃

高
　
田
　
八
重
子

〃

多
　
良
　
世
　
子

学
部
仮
卒

田
　
辺
　
市
之
丞
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死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

医
専
仮
卒

岩
　
永
　
光
　
陸

〃

松
　
本
　
　
　
淳

〃

中
　
村
　
定
　
正

調
外
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

研
究
補
助
員

溝
　
田
　
輝
　
雄

教
　
　
　
授

調
　
，
　
来
助

二
　
　
　
年

河
　
田
　
ヒ
サ
ヱ

助
　
教
　
授

木
　
戸
　
利
　
一

研
究
補
助
員

青
　
木
　
カ
ズ
ヱ

技
　
　
　
雇

金
　
子
　
マ
サ
子

看
　
護
　
長

村
　
山
　
タ
ミ
ヱ

六
　
　
　
年

木
　
田
　
ト
シ
ホ

五
　
　
　
年

村
　
上
　
静
　
子

〃

佐
　
藤
　
ス
　
ミ

四
　
　
　
年

松
　
尾
　
綾
　
子

〃

本
　
田
　
チ
ト
ヱ

〃

末
　
続
　
節
　
子

〃

阿
　
部
　
ヨ
シ
ヱ

〃

宮
　
嫡
　
フ
ミ
ヱ

三
　
　
　
年

山
　
ロ
　
ヤ
ヨ
イ

〃

酒
　
井
　
ト
シ
子

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

〃

杉
　
下
　
ス
ヱ
ノ

〃

田
　
中
　
美
智
子

〃

荒
　
木
　
シ
ゲ
子

二
　
　
　
年

池
　
田
　
ツ
ル
ヨ

〃

糸
　
瀬
　
和
　
代

〃

笹
　
山
　
マ
　
ス

〃

出
　
ロ
　
オ
チ
ヨ

〃

矢
　
ロ
　
フ
ヂ
ヱ

学
部
仮
卒

佐
　
藤
　
克
　
己

医
専
仮
卒

呉
　
　
　
源
　
泉

〃

日
　
高
　
健
　
博

産
婦
人
科
教
室
（
そ
の
一
）

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

内
　
藤
　
勝
　
利

講
　
　
　
師

本
　
多
　
有
　
隣

助
　
　
　
手

菊
　
池
　
秀
　
夫

助
　
　
　
手

林
　
　
　
忠
　
實

医
専
仮
卒

青
　
木
　
伸
　
夫

〃

草
　
場
　
正
　
蔵

雇

片
　
山
　
幸
　
子

副
　
　
　
手

伊
　
藤
　
　
　
茂

〃

田
　
川
　
芳
　
枝

四

荒
　
川
　
愛
　
子

〃

明
　
田
　
沙
代
子

〃

石
　
丸
　
久
　
子

〃

岩
　
永
　
敏
　
子

〃

小
　
川
　
サ
　
タ
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死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

看
　
護
　
長

田
　
中
　
米
　
子

四

金
　
丸
　
カ
　
ヨ

産
婆
主
任

園
　
田
　
チ
カ
ヱ

〃

宮
　
本
　
ギ
ン
コ

四

岩
　
下
　
ス
ヱ
子

〃

中
　
村
　
ツ
ヨ
ノ

〃

金
　
崎
久
　
枝

三

川
　
尻
　
ア
キ
ヱ

〃

橋
　
本
　
加
奈
子

〃

草
野
辰
江

〃

橋
　
本
　
道
　
子

〃

黒
　
木
貞
　
子

〃

馬
　
渡
　
君
　
子

〃

谷
　
口
　
静
　
子

〃

峯
　
　
　
逸
　
子

〃

朝
　
永
　
シ
ズ
ヱ

〃

吉
　
田
　
静
　
代

〃

溝
　
内
　
澄
　
子

三

松
　
尾
　
タ
ツ
ヱ

〃

小
坂
ト
シ
、
・
、

〃

川
　
ロ
　
シ
　
メ

〃

永
　
尾
　
喜
重

〃

田
　
中
　
松
　
枝

〃

苑
原
　
シ
ズ
ヱ

〃

光
　
永
　
良
　
子

〃

山
田
睦
栄

〃

武
　
藤
　
サ
ト
ヱ

〃

大
　
石
　
辰
　
子

一

白
　
石
　
チ
ヅ
コ

〃

重
　
光
　
勝
　
子

産
　
　
　
婆

小
　
川
　
ス
　
イ

二

西
　
　
　
茂
　
子

〃

平
　
山
　
シ
ズ
代

〃

國
　
廣
　
松
　
子

小
児
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

助
　
　
　
手

佐
　
藤
　
　
　
昇

教
　
　
　
授

佐
　
野
　
　
　
保

看
　
護
　
長

中
　
尾
　
ナ
　
ツ

濱
　
田
　
宗
之
助

四

井
上
　
光
　
子

助
　
教
　
授

森
　
　
　
重
　
孝

三

藤
　
田
　
和
　
代

副
　
　
　
手

平
　
野
　
米
　
男

〃

野
口
　
壽
栄
世

研
究
補
助

富
　
上
　
ミ
ツ
ノ

二

土
　
岐
　
富
美
子

〃

平
　
田
　
道
　
子

産
婦
人
科
教
室
（
そ
の
二
）

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

二

大
川
内
　
照
　
子

〃

大
　
坪
　
孝
　
子

〃

穐
　
山
　
ス
ヱ
子

〃

管
　
　
　
キ
サ
ヱ

〃

富
　
永
　
イ
ツ
ミ

〃

永
　
利
　
伸
　
子

〃

石
　
原
　
美
智
子

技
　
術
　
雇

小
　
笹
　
ト
ミ
エ

学
部
仮
卒

田
　
中
　
益
　
雄

〃

沖
　
州
　
吉
　
博

〃

王
　
　
　
文
　
其
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皮
膚
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
『
職

氏
　
　
　
　
　
名

助
　
　
　
手

中
　
山
　
善
　
敏

教
　
　
　
授

北
　
村
　
包
　
彦

副
　
手
　
補

黒
　
木
　
重
　
徳

助
　
教
　
授

一
ノ
瀬
　
健
　
吾

技
工
嘱
託

町
　
田
　
信
　
治

講
　
　
　
師

金
　
子
　
純
　
彦

雇

中
　
村
　
ハ
ル
ヱ

講
　
　
　
師

二
　
神
　
義
　
清

看
　
護
　
長

満
　
島
　
ユ
　
リ

助
　
　
　
手

蒲
　
　
　
秀
　
河

四

野
　
副
　
ク
　
ミ

副
　
　
　
手

赤
　
松
　
　
　
秀

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

〃

荒
　
木
　
信
　
子

〃

山
　
田
　
英
　
子

学
部
仮
卒

岩
　
崎
　
誠
　
彦

婦
　
　
　
長

小
　
川
　
ミ
チ
ヱ

〃

野
　
村
　
仲
　
徳

四

姉
　
川
　
栄
　
子

〃

大
　
宅
　
サ
カ
ヱ

〃

阿
比
留
　
藤
　
枝

三

明
　
知
　
ス
ミ
子

〃

野
　
田
　
チ
ト
ヱ

〃

芳
　
田
チ
ョ
ノ

〃

谷
　
ロ
　
ア
キ
ノ

〃

中
　
田
　
八
重
子

二

山
　
崎
　
テ
シ
コ

〃

松
　
本
　
ク
ネ
コ

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

四

肱
　
黒
　
サ
　
エ

副
　
手
　
補

楊
　
　
　
瑠
　
麟

三

橋
　
本
　
ユ
キ
ノ

〃

長
　
坂
　
壽
夫

二

濱
　
辺
　
ヨ
　
シ

技
工
嘱
託

間
　
野
　
正
　
喜

〃

林
　
　
　
末
　
子

雇

山
　
田
　
春
　
子

〃

平
　
山
　
タ
ヅ
子

〃

山
　
田
　
八
重
子

〃

川
谷
　
ミ
　
チ

〃

一
ノ
瀬
　
睦
　
子

〃

若
　
松
　
嘉
　
子

〃

崎
　
田
　
テ
ル
子

副
　
主
　
任

土
　
橋
　
房
　
子

四

前
　
田
　
和
　
子

〃

坂
　
口
　
俵
津
久

〃

山
　
崎
　
ヒ
サ
ノ

〃

白
　
石
　
久
　
子

〃

宮
　
本
　
ト
シ
ヱ

三

後
　
田
　
福
　
江

〃

山
　
下
　
キ
サ
子

〃

楠
　
本
　
ツ
タ
ヱ

〃

濱
崎
　
ア
キ
ヱ

〃

福
　
島
　
良
　
子
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眼
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
『
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

山
　
根
　
　
　
浩

助
　
　
　
手

林
　
　
　
合
　
成

助
　
教
　
授

土
　
江
　
乾
　
一

〃

楊
　
　
　
友
　
香

傭
　
　
　
人

溝
　
ロ
　
ア
サ
ノ

研
究
補
助

近
　
河
　
カ
ヅ
子

小
　
　
　
使

前
　
田
　
五
十
鈴

　
　
（
男
）

副
　
主
　
任

増
　
田
　
栄
　
子

看
　
護
　
長

内
　
田
　
敏
　
子

四
　
　
　
年

岸
　
浦
　
ケ
　
イ

四
　
　
　
年

小
崎
　
タ
ケ
ノ

〃

田
　
島
　
エ
イ
子

〃

松
本
　
幸
　
子
・

三
　
　
　
年

正
　
味
　
ミ
　
ツ

三
　
　
　
年

西
　
下
　
美
　
代

〃

松
　
尾
　
ミ
　
ヲ

〃

山
　
ロ
　
ヒ
　
ロ

二
　
　
　
年

佐
　
竹
　
政
　
子

〃

金
　
田
　
サ
カ
ヱ

〃

和
　
田
　
セ
ツ
子

〃

坂
　
下
　
マ
ツ
ミ

〃

森
　
内
　
ア
サ
ノ

教
室
外
先
生

中
　
島

〃

崎
　
元
、

〃

森
　
路

耳
鼻
咽
喉
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

雇

玉
　
屋
　
キ
ク
ヱ

教
　
　
　
授

長
谷
川
　
高
　
敏

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

四
　
　
　
年

中
　
野
　
キ
ク
ノ

助
　
教
　
授

江
　
上
　
薬
剤
男

〃

霜
　
川
　
ア
サ
ノ

講
　
　
　
師

柴
　
田
　
精
　
郎

〃

橋
　
川
　
ヤ
ス
ノ

助
　
　
　
手

前
　
田
　
　
　
豊

三
　
　
　
年

内
　
野
　
和
　
代

副
　
　
　
手

田
　
中
　
　
　
敏

〃

倉
　
橋
　
マ
ス
子

〃

林
　
　
　
益
　
松

〃

濱
　
田
　
ミ
ユ
キ

技
　
術
　
雇

北
　
岡
熊
　
雄

〃

長
　
濱
　
イ
　
ト

傭
　
　
　
人

佐
　
藤
　
フ
サ
ヱ

二
　
　
　
年

峯
　
　
　
ヨ
　
リ

〃

山
　
口
　
綾
　
子

〃

保
　
家
　
信
　
江

看
　
護
　
長

樫
　
山
　
タ
マ
ノ

四
　
　
　
年

福
　
田
　
ユ
ク
ヱ

〃

永
　
尾
　
マ
サ
ヱ

〃

藤
　
本
　
タ
ェ
ノ

〃

宮
　
野
　
悦
　
子

〃

吉
　
武
　
マ
サ
子

三
　
　
　
年

河
　
浪
　
ハ
ヤ
メ

〃

大
　
浦
頼
　
子

〃

貞
　
松
　
ミ
サ
ヱ

二
　
　
　
年

本
　
田
　
房
　
江

〃

志
　
水
　
マ
ツ
ヱ

〃

北
　
川
　
和
　
子

〃

野
　
方
　
絹
　
枝
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精
神
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

傭
　
　
　
人

伊
　
藤
　
三
　
雄

教
　
　
　
授

高
瀬
　
　
　
清

〃

倉
　
田
　
乙
　
一

助
　
教
　
授

松
　
下
　
兼
　
知

婦
長
嘱
託

有
　
村
　
シ
ゲ
子

副
　
　
　
手

寺
　
田
　
文
　
彦

四
　
　
　
年

濱
崎
　
ル
リ
子

四
　
　
　
年

松
　
尾
　
貞
　
子

三
　
　
　
年

岩
　
崎
松
　
子

〃

中
　
村
　
マ
ツ
ヱ

〃

竹
　
屋
　
良
　
子

〃

廣
　
瀬
　
美
智
子

二
　
　
　
年

磯
　
田
　
千
代
子

〃

山
　
下
　
淳
　
子

〃

井
　
戸
　
洋
　
子

三
　
　
　
年

平
　
田
　
マ
ス
ミ

井
　
戸
　
祐
　
一

〃

藤
　
原
　
ス
イ
子

二
　
　
　
年

吉
　
武
　
カ
ズ
子

〃

田
　
中
　
ク
　
ラ

講
　
　
　
師

中
　
江

助
　
　
　
手

瀬
　
川

田
　
中

坂
　
上

鏑
　
木

曾壱
　
岐

物
療
科
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

雇

小
　
笹
　
ハ
ツ
ヱ

助
　
教
　
授

永
井
　
　
　
隆

四
　
　
　
年

山
　
下
　
秀
　
子

副
　
手
　
補

施
　
　
　
混
　
山

〃

濱
　
　
　
ト
モ
ヱ

技
　
術
　
雇

施
　
　
　
景
　
星

三
　
　
　
年

井
　
上
　
ミ
ツ
ネ

〃

友
　
清
　
央
郎

二
　
　
　
年

吉
　
田
　
キ
ヨ
子

〃

梅
　
津
　
　
　
純

〃

大
　
柳
　
ツ
　
ヨ

教
室
補
助

森
　
内
　
ユ
リ
ヱ

看
　
護
　
長

久
　
松
　
シ
ソ
ノ

主
任
心
得

山
　
田
　
初
　
枝

副
主
任
心
得

大
　
石
　
百
　
枝

三
　
　
　
年

橋
　
本
　
千
東
子

二
　
　
　
年

椿
　
山
　
政
　
子

山
　
本

浜
　
里

廣
　
島

岸
　
川

田
　
中

鶴
　
山

長
　
沢

222



看
護
婦
一
年
生
（
そ
の
一
）

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

江
　
林
　
キ
ョ
ノ

小
　
林
　
ア
イ
子

物

渕
　
野
　
フ
ヂ
エ

木
　
村
　
道
　
子

松
　
本
　
ア
ヤ
カ

大
　
津
好
　
子

大
久
保
　
夏
　
江

大
　
畑
　
澄
　
子

岩
　
永
　
キ
ョ
ミ

小

釜
　
　
　
ミ
ツ
代

小
　
川
　
和
　
子

今
　
里
　
ミ
　
エ

小

川
　
上
　
ア
サ
ヱ

浦
　
田
　
フ
　
ジ

薬
局

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

雇

松
　
岡
　
ス
　
ナ

薬
　
局
　
長

谷
　
　
　
克
　
已

〃

野
中
　
富
　
子

薬
　
剤
　
手

眞
　
野
武
　
男

〃

松
　
永
　
チ
ョ
ノ

〃

多
　
賀
　
格
　
男

小
　
　
　
使

松
　
田
　
彦
　
七

〃

川
　
本
　
　
　
勇

〃

金
　
子
久
　
和

薬
剤
手
補

田
　
中
　
光
　
清

〃

菊
　
野
　
義
　
春

〃

原
　
岡
　
ミ
チ
子

雇

野
　
ロ
　
チ
　
ヨ

傭
　
　
　
人

西
　
田
　
昭
　
子

〃

吉
　
岡
　
美
代
子
，

角

影 物 物 耳 耳 小

官

死

内 職

』
剛

』
剛 松 増 松 古 福 藤 藤 藤 半 野 野 中 塚 谷 谷 早 品 五 河 氏 亡

田 田 園 山 藤 巣 島 井 山 山 泊 田 田 村 本 口 村 田 川 嶋 野

ノ セ セ 貞 マ 久 セ セ ミ ノ、 ノ、 マ ツ ム ヒ チ セ タ ジ 町 鈴 者
ブ ツ ツ ツ ツ キ ル マ サ キ ツ デ ズ カ ツ

子 子 子 子 サ 子 子 コ ヱ ノ 子 工 子 工 子 子 ツ 工 ヱ 子 子 名

物 物 耳 小 官
職

生

村 深 川 土
口 堀 山 千 浜 立 一

月 辻 田 辻 本 谷 番 松 正 下 近 大 氏 存

岡 谷 端 、
水 江 本 北 崎 山 田 原 中 本 多 口 家 、

水 寳 本 藤 曲
‘

良 明 タ ス 歳 治 ア ヤ 幸 幸 幸 ト コ 冨 タ 絹 セ ミ ヨ ミ ツ 者
マ 工 ヤ ス メ ヤ 美 ツ ツ ヨ シ 工 ヤ

子 江 子 子 子 子 ノ 子 子 子 江 子 ス 子 ノ 恵 子 子 子 子 子 名
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看
護
婦
一
年
生
（
そ
の
二
）

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

光
　
井
　
キ
ミ
ヱ

皮

森
　
　
　
一
　
枝

山
　
下
　
ハ
　
ッ

峯
　
　
　
和
　
子

山
　
下
栄
　
子

安
　
野
　
ス
ミ
子

吉
本
　
キ
ミ
エ

山
　
下
　
ス
ヤ
子

吉
　
田
　
秀
　
香

小

金
　
子
　
チ
ヱ
ノ

小

黒
　
木
　
時
　
子

事
務
関
係

庶
　
務
　
係

死
　
　
　
　
亡
　
　
　
　
者

生
　
存
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
名

備
　
　
考

官
　
　
職

氏
　
　
名

事
　
務
　
官

山
木
　
武
俊

出
・
即
死

書
　
　
　
記

中
島
盛
一

係
長
嘱
託

瀬
戸
口
国
久

出
・
即
死

雇

岩
崎
達
弥

嘱
　
　
　
託

深
山
　
芳
幹

出
・
即
死

辻
本
　
國
市

雇

南
里
　
経
次

出

〃

松
尾
　
春
子

出
・
即
死

〃

福
丸
　
君
子

出

〃

本
多
　
康
子

出

〃

佐
藤
テ
ル
ミ

出

応応応

死
　
　
　
　
亡
　
　
　
　
者

生
　
　
存
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
名

備
　
　
考

官
　
　
職

氏
　
　
名

技
　
　
　
雇

松
田
松
五
郎

即
死

給
　
　
　
仕

浜
田
　
富
美

出
・
即
死

学
　
生
　
係

死
　
　
　
　
亡
　
　
　
　
者

生
　
存
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
名

備
　
　
考

官
　
　
職

氏
　
　
名

医
専
助
教
授

兼
　
童
目
　
記

福
井
粂
一

出
8
／
1
8
死

学
生
係
長
学
生

主
事
補
兼
書
記

鬼
塚
　
正
之

雇

達
木
　
昭
子

出

雇

宮
本
秀
之
進

給
　
　
　
仕

田
中
　
和
子
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明
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又
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葉
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梅
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嶋
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〃

石
　
川
　
マ
ツ
ミ

〃

山
　
本
　
タ
　
ッ

基
礎
関
係

解
剖
第
一
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

池
　
田
　
吉
　
人

助
　
教
　
授

佐
　
藤
　
純
一
郎

技
　
術
　
雇

小
　
川
　
作
郎

副
　
　
　
手

宇
　
野
　
又
　
二

傭
　
　
　
人

問
ノ
瀬
　
ツ
タ
ヱ

助
　
　
　
手

大
　
原
　
　
　
裕

〃

松
　
尾
　
利
　
子

研
究
助
手

小
　
田
　
文
　
子

定
　
　
　
婦

深
　
井
　
ハ
　
ツ
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解
剖
第
二
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

．
官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

高
木
　
純
五
郎

助
　
教
　
授

小
　
野
直
　
治

〃

呂
　
　
雲
　
　
龍

病
理
第
一
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

助
　
教
　
授

保
　
野
　
正
　
之

教
　
　
　
授

竹
　
内
　
　
　
清

技
工
嘱
託

中
　
村
　
繁
　
治

雇

田
　
川
　
甚
　
蔵

技
術
嘱
託

高
　
谷
　
重
　
雄

〃

深
　
堀
　
ハ
ツ
ミ

雇

井
手
口
　
貞
　
市

〃

小
　
野
　
輝
　
子

傭
　
　
　
人

池
　
田
　
　
　
等

〃

岡
　
田
　
綾
　
子

病
理
第
二
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

梅
　
田
　
　
　
薫

傭
　
　
　
人

角
　
田
　
セ
　
キ

東
亜
風
土
病
研
究
所
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

金
　
子
　
　
　
直

助
教
授

青
　
木
　
義
勇

雇

平
　
山
　
富
士
子

助
　
　
　
手

高
　
山
　
吉
　
晴

傭
　
　
　
人

草
　
野
　
チ
ヨ
カ

雇

岩
　
永
　
ヨ
シ
ヱ

〃

眞
　
田
　
篤
　
子

定
　
　
　
夫

山
　
口
　
末
三
郎衛

生
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

大
倉
玄
　
一

助
　
教
　
授

福
　
田
　
秀
　
信

〃

内
　
田
　
信
　
久

傭

木
　
下
　
大
　
吉細

菌
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

内
　
藤
　
達
　
男

助
　
教
　
授

高
橋
　
庄
四
郎

助
　
　
　
手

三
　
谷
　
秀
　
夫

副
　
　
　
手

葉
　
　
國
　
　
慶

副
　
　
　
手

山
　
田
　
英
　
子

雇

原
　
　
　
ル
イ
子

雇

深
　
井
　
光
　
子

教
室
補
助

井
上
　
公
人
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死

亡
　
　
　
者

生

存

者

官

職

氏
　
　
　
　
　
名

官

職

氏

名

定

夫

渡
　
辺
　
直
　
道

傭

人

糸
柳
　
源
太
郎

生
理
教
室

死

亡
　
　
　
者

生

存

者

官

職

氏
　
　
　
　
　
名

官

職

氏

名

教

授

清
　
原
　
寛
　
一

崎
　
元
　
行
　
夫

助
教
　
授

芦
　
塚
　
　
　
陽

田
　
中
　
育
　
郎

嘱

託

橋
　
田
　
数
　
綱

傭

人

西
　
村
　
ユ
　
キ

定

夫

崎
　
田
　
関
　
一生

化
学
教
室

死

亡
　
　
　
者

生

存

者

官

職

氏
　
　
　
　
　
名

官

職

氏

名

助
教
　
授

斉
藤
　
圭
　
一

助

手

矢
　
野
　
　
　
明

雇

奥
　
平
　
幾
　
代

〃

福
　
田
　
穂
美
子

〃

久
保
　
マ
リ
子

傭

人

野
　
間
　
　
　
肇

〃

黒
　
川
　
作
市

薬
理
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

祖
父
江
　
勘
　
文

雇

伊
ヶ
暗
　
千
鶴
子

助
　
　
　
手

伊
　
賀
　
由
喜
友

化
学
研
究
補
助

橋
　
本
　
米
　
子

〃

山
　
中
　
フ
ジ
子

〃

前
　
田

雇

浦
　
田
　
笑
　
子

傭
　
　
　
人

吉
　
井
　
浅
太
郎

給
　
　
　
仕

前
　
田
　
政
　
子法

医
教
室

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

國
　
房
　
二
　
三

助
　
教
　
授

徳
　
川
　
武
　
夫

技
術
嘱
託

山
　
口
　
與
　
作

雇

黒
　
川
　
マ
ツ
子

傭
　
　
　
人

吉
　
田
　
マ
サ
ヱ医

　
　
専

死
　
　
　
亡
　
　
　
者

生
　
　
　
存
　
　
　
者

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

官
　
　
職

氏
　
　
　
　
　
名

教
　
　
　
授

松
　
尾
　
京
　
哉

教
　
　
　
授

楠
井
　
賢
　
造
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（コ

原
爆
当
時
の
入
院
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
子
爆
弾
統
計
表
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庶
　
務
　
課

角
　
　
尾
　
　
内
　
　
科

入
　
　
院
　
　
患
　
　
者

附
　
　
　
添
　
　
　
人

生
死
別

生
　
　
死

性
　
　
　
別

男
　
　
女

氏
　
　
名

生
死
別

生
　
　
死

性
　
　
　
別

男
　
　
女

氏
　
　
名

○

O

相
川
〇
十
〇

○

○

東
西

○

○

前
田
　
O
子

○

○

松
浦

O

O

山
下
　
○
子

O

O

山
川
　
　
○

O

O

谷
本
　
○
光

O

O

小
崎
○
ケ
O

O

○

氏
名
不
明

○

O

氏
名
不
明

高
南
病
棟

○

○

新
井
　
O
子

O

○

用
正
　
○
子

○

○

松
尾

○

○

丸
岡
　
○
孟

O

O

森
田
　
○
穂

O

O

田
中
O
智
O

O

○

山
村
　
　
O

6　　15

（　　（
○ ○ O ○

死死生生 ○ ○

生生

死
死
別

男女男女 ○

高
北
病
棟

○ ○ O ○

4296 O

男性

女別

入
院
患
者

計
一
一
一
名

樋
渡
○
雄

代
々
木

廣
田
○
洋

宮
本
O
之
○

石
田
○
枝

永
見
○
樹

氏
名

2　　0
（　　（
死死生生

生生

死
死
別

男女男女

／2／／

男性

女別附
添
人計

二
名

氏
名

影
　
　
浦
　
　
内
　
　
科

入
　
　
院
　
　
患
　
　
者

附
　
　
　
添
　
　
　
人

生
死
別

生
　
　
死

性
　
　
　
別

男
　
　
女

氏
　
　
名

生
死
別

生
　
　
死

性
　
　
　
別

男
　
　
女

氏
　
　
名

○

○

伊
賀
O
喜
O

○

○

小
野

O

O

小
野
　
○
夫

○

○

堀
　
　
幸
子

O

O

後
川
○
代
○

○

○

小
幡

O

O

久
松

O

O

山
口
○
リ
○
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○ ○ ○ ○ ○ O O ○ ○ ○ ○ 5　　4
（　　（

○ O ○
生生死

死別

生生死

死別 死死生生

○ O ○ ○ O ○ O O O O 男女男女 ○
男性

女別

O

男性

女別

入
院
患
者

4113 ○ O

入
院
患
者

横
崎

ト
部

荒
木

野
田

石
山
O
市

寺
坂
○

朝
永
O
行

堀 江
口

金
子

村
島
○
夫

氏
名

計
九
．
名

山
本

堀 前
田
○
シ
○

氏
名

古
屋
野
外
科

2　　0
（　　（

生
生
死
死
別O ○ ○

生生

死
死
別 死死生生

○ 男女男女

○ O

男性

女別附
添
人

／2／／

男性

女別附
添
人

田
邊
⑭

田
邊
⑭

横
田

氏
名

計
二
名

氏
名

12　14
（　　（

O ○ ○ 生
生
死
死
別死死生生 O O O ○ O O O O O ○ O O

男女男女 O ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○
男性

女別75122 O ○ ○ O ○ O

入
院
患
者

計
一
一
⊥
ハ
名

山
口

寺
岡

井
手

大
熊

西
田

田
邊

廣
瀬
O
美
○

横
田
○
サ
O

保
田
O
子

近
藤
○
ヨ

和
田
O

三
浦
○

山
田

深
堀

西
田

氏
名

3　　0
（　　（

生生死

死別

角
尾
内
科

死死生生

男女男女
男性

女別

12／／
附
添
人計

一
一
一
名

氏
名
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与　9
（　　（

O ○ O ○ O O ○ O ○

死死生生 ○ ○ O O O

生生死

死別

男女男女 O ○ O O O ○ O ○ O O ○ O
4　18　1 O ○

男性

女別

入
院
患
者

計
十
四
名

池
永
○
次

島
名

猪
股

川
本
O
子

熊
川
○
太
○

氏
名
不
明

田
川

片
山
○
男

川
本
O
勢
○

中
村
O
作

中
島
O
雄

森 松
本

山
口

氏
名

1　　0
（　　（

調
外
科

死死生生 O

生生死

死別

男女男女

／1／／ O

男性

女別附
添
人計

一
名

栗
山
○
ナ

氏
名

云
敗

○ 2　　0

（　（
死死 O O

生生

死
死
別 死死生生 O ○

生生死

死別

男女 O O 男女男女

産
婦
人
科

2　1 ○

男性

女別 育
児

　小

入児
院
患
科
者
付
添
人
ナ
シ

020　0 O ○

男性

女別

入
院
患
者計

一
一
一
名

川
本
○
ヱ
O

榊
O
彦

岳
野
○

氏
名

計
二
名

田
渕

池
田

氏
名

3　　0

（　（
死死生生 ○ ○ O

生生死

死別

男女男女

0300 ○ ○ ○

男性

女別附
添
人計

三
名

中
原

上
田

池
田

氏
名
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2　　1
（　　（

○ 3　　1
（　　（

○

死死生生 ○ ○

生生死

死別 死死生生 O O ○

男女男女 ○ ○ 眼
科

男女男女 O O O
男性

女別

皮
膚
科

1　1　10 ○

男性

女別

入
院
患
者

3001 O

入
院
患
者計

三
名

橋
川
O
ス
O

戸
田
O
人

山
下
O
次
○

氏
名

計
四
名

芦
沢

青
木

山
下

杉
崎
O
ヨ

氏
名

附
添
人
ナ
シ

附
添
人
ナ
シ

附
添
人
ナ
シ

耳
　
鼻
　
科

入
　
　
院
　
　
患
　
　
者

附
　
　
　
添
　
　
　
人

生
死
別

生
　
　
死

性
　
　
　
別

男
　
　
女

氏
　
　
名

生
死
別

生
　
　
死

枇
匹
　
　
別

男
　
　
女

氏
　
　
名

O

O

山
中

O

O

・
（

－
（

生生死死

女男女男

0001

計
一
名

・
（

－
（

生生死死

女男女男

／010

計
一
名

精
　
神
科

入
　
　
院
　
　
患
　
　
者

附
　
　
　
添
　
　
　
人

生
死
別

生
　
　
死

性
　
　
　
別

男
　
　
女

氏
　
　
名

生
死
別

生
　
　
死

性
　
　
　
別

男
　
　
女

氏
　
　
名

○

O

雨
森
O
郎

O

O

倉
田

O

O

村
山

○

○

伊
藤

○

O

千
々
岩
〇
三

O

○

堺
田

○

O

照
屋
　
○
夫

○

○

木
下

O

○

松
島
O
ハ
O

O

O
下
田

O

○

吉
川

O

O

松
尾

O

O

池
上
○
代
O

○

O

日
夏

○

O

中
村
O
サ
O

○

O

中
門

○

O

松
田
　
　
O

○

O

田
中
〇
三
〇

○

O

鉄
川
〇
一
〇

O

○

阿
部
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14　10

（
○ O ○ O ○

死死生生 ○ ○ ○ ○ ○ O ○

生生死

死別

男女男女 ○ O O ○ ○ O ○

6882 ○ ○ ○ ○ ○

男性

女別

入
院
患
者

計
二
四
名

堀
O
キ
○

氏
名
不
明

氏
名
不
明

氏
名
不
明

氏
名
不
明

伊
藤

牧
山
O
郎

中
門
○

日
夏
○
夫

白
片
O
子

松
本
○
ヂ
O

長
沼
○
キ

氏
名

7　　1
（　　（
死死生生

生生死

死別

男女男女

250　1

男性

女別附
添
人計

八
名

氏
名
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街
　
西
浦
上
三
山
救
護
班
作
業
報
告
書

　
　
　
　
救
護
班
作
業
報
告
書
提
出
ノ
件

昭
和
二
十
年
八
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
医
科
大
学
第
十
一
医
療
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隊
長
永
　
井
　
　
　
隆

西
浦
上
出
張
所
長
殿

長
崎
県
防
衛
本
部
長
殿

長
　
　
崎
　
　
市
　
　
長
　
殿

八
月
九
日
原
子
爆
弾
被
害
者
に
対
す
る
長
崎
市
西
浦
上
三
山
救
護
班
作
業
報
告
書

別
紙
の
通
り
提
出
候
也

　
　
　
　
西
浦
上
三
山
救
護
班
作
業
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
医
科
大
学
第
十
一
医
療
隊

一
、
一
般
情
況

　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
原
子
爆
弾
攻
撃
に
よ
り
発
生
せ
る
患
者
多
数
西
浦
上
三

山
町
附
近
に
避
難
し
居
る
も
同
方
面
に
は
救
護
所
の
開
設
或
は
巡
回
診
療
な
く
し

て
傷
者
は
未
処
置
の
儘
放
置
せ
ら
れ
あ
り
た
り
依
て
本
隊
は
長
崎
市
庁
西
浦
上
出

張
所
と
連
絡
し
同
方
面
の
救
護
に
任
じ
た
り

二
、
本
隊
の
名
称
及
び
編
成

　
　
イ
、
名
称
　
長
崎
医
科
大
学
第
十
一
医
療
隊
（
物
理
的
療
法
科
班
）

　
　
ロ
、
編
成
　
隊
　
　
長
　
　
助
教
授
　
永
　
井
　
　
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
副
隊
長
　
　
　
　
　
　
施
’
混
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

三
、

庶
　
　
務

隊
　
　
員

看
護
婦
長

看
護
婦

（椿橋大久施堤長清
計

　山本石松　　井木
十　　　　景
　政千百シ　ー道美
名　東　ソ
）子子枝ノ星真郎徳

救
護
情
況

イ
、
期
間
　
自
八
月
十
二
日
至
八
月
二
十
二
日
の
十
一
日
間

ロ
、
地
域
　
西
浦
上
川
平
町
、
三
山
町

ハ
、
方
法
　
各
戸
訪
問
巡
回
診
療
法

　
　
　
　
　
患
者
は
既
に
自
宅
或
い
は
知
人
宅
に
収
容
せ
ら
れ
あ
り
且
つ
救

　
　
　
　
　
護
所
に
適
当
な
る
建
築
物
無
く
又
敵
機
頻
襲
の
下
多
人
数
の
集

　
　
　
　
　
合
は
危
険
な
る
を
以
て
患
者
は
各
戸
に
静
養
せ
し
め
之
を
訪
問

　
　
　
　
　
治
療
す
る
こ
と
に
決
せ
り
、
然
れ
ど
も
民
家
は
山
腹
或
い
は
河

　
　
　
　
　
畔
に
散
在
し
、
行
動
範
囲
は
字
三
組
、
河
内
よ
り
字
畦
別
当
に

　
　
　
　
　
至
る
概
ね
七
粁
の
間
に
亘
り
屡
々
敵
機
の
来
襲
を
受
け
待
避
を

　
　
　
　
　
繰
返
し
昼
は
炎
天
下
山
地
の
行
軍
、
夜
は
灯
火
の
不
足
に
困
難

　
　
　
　
　
を
感
じ
殊
に
隊
員
自
身
原
子
爆
弾
に
よ
る
被
害
者
に
し
て
大
半

　
　
　
　
　
は
負
傷
し
居
り
且
つ
衛
生
材
料
も
充
分
な
ら
ず
作
業
は
相
当
の

　
　
　
　
　
辛
苦
を
克
服
し
て
遂
行
せ
ら
れ
た
り
、
患
者
の
症
状
に
応
じ
毎

　
　
　
　
　
日
訪
問
し
て
絹
帯
交
換
す
る
も
あ
り
、
数
日
の
間
隔
を
お
き
て
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診
療
せ
る
も
あ
り
救
急
処
置
の
需
め
に
応
じ
駆
附
く
る
も
あ
り

た
り

二
、
患
者

　
　
甲
　
放
射
線
障
害

　
　
　
ω
即
時
性
障
害

　
　
　
　
爆
死

　
　
　
　
皮
膚
障
害
　
　
　
　
（
皮
膚
型
）
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
名

　
　
　
＠
早
発
生
障
害

　
　
　
　
消
化
器
障
害
　
　
　
（
消
化
器
型
）
　
　
　
　
　
　
　
　
八
名

　
　
　
　
血
液
障
害
　
　
　
　
（
出
血
型
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
名

　
　
　
の
遅
発
性
障
害

　
　
乙
　
一
般
外
傷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
名

　
　
丙
　
混
合
傷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
名

　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
名

ホ
、
治
療
方
針

　
O
皮
膚
型
…
傷
面
の
不
潔
な
る
痂
皮
を
除
去
し
オ
キ
シ
フ
ル
に
て
清
拭

　
　
　
　
　
　
し
千
倍
リ
バ
ノ
ー
ル
ガ
ー
ゼ
を
当
て
或
い
は
油
脂
を
塗
布
し
、

　
　
　
　
　
　
尚
ほ
特
殊
物
理
的
療
法
と
し
て
鉱
泉
温
浴
法
を
併
用
せ
り
、

　
　
　
　
　
　
則
ち
三
山
町
六
枚
板
に
金
山
の
廃
坑
よ
り
湧
出
す
る
無
色
透

　
　
　
　
　
　
明
稽
渋
味
及
び
琉
化
水
素
様
臭
気
を
有
す
る
冷
泉
あ
り
て
古

　
　
　
　
　
　
来
火
焼
及
び
創
傷
に
治
効
あ
り
と
称
せ
ら
れ
た
り
し
が
本
隊

　
　
　
　
　
　
長
も
亦
予
ね
て
物
理
的
療
法
の
一
と
し
て
実
験
し
其
の
有
効

　
　
　
　
　
　
な
る
こ
と
を
確
認
し
居
り
し
を
以
て
大
い
に
之
を
活
用
せ
り

　
○
消
化
器
型
…
爆
撃
後
二
三
日
乃
至
一
週
間
後
に
口
唇
部
に
小
豆
大
の
膿

　
　
　
　
　
　
庖
多
数
を
生
じ
次
い
で
口
内
に
も
同
様
の
膿
庖
続
発
し
破
れ

○
出
血
型

○
遅
発
型

て
潰
瘍
と
な
り
厚
き
黄
褐
色
の
舌
苔
を
衣
し
悪
臭
を
放
つ
潰

瘍
性
口
内
炎
を
発
生
す
、
日
時
の
経
過
と
共
に
食
慾
不
振
、

悪
心
、
嘔
吐
等
の
胃
症
状
を
発
す
、
こ
の
経
過
よ
り
推
察
す

る
に
潰
瘍
性
炎
衝
と
口
腔
よ
り
消
化
器
粘
膜
を
下
降
性
に
侵

し
つ
、
直
腸
に
至
る
全
系
を
侵
す
も
の
、
如
し
、
而
し
て
患

者
は
口
内
の
瘍
痛
そ
の
他
消
化
器
障
碍
の
為
食
餌
摂
取
不
能

と
な
り
遂
に
栄
養
障
碍
の
為
死
亡
す
、
但
し
他
に
伝
染
せ
る

を
認
め
ず
、
こ
の
型
の
患
者
に
対
し
て
は
安
静
食
餌
の
注
意

等
一
般
養
護
法
を
施
し
口
内
炎
に
対
し
て
は
重
曹
水
又
は
棚
・

酸
水
の
含
徽
を
行
い
た
る
も
そ
の
進
行
を
阻
止
し
得
ざ
り
き

胃
腸
障
碍
に
対
し
て
は
健
胃
剤
吸
着
剤
等
無
効
に
終
れ
り
、

汚
物
の
処
理
に
関
し
て
は
赤
痢
を
顧
慮
し
厳
重
な
る
消
毒
を

命
じ
た
り

…
小
児
に
於
て
は
一
週
間
後
に
発
症
せ
る
も
の
あ
り
し
も
一

般
に
は
十
日
以
後
多
く
は
二
週
間
頃
に
全
身
違
和
感
食
慾
不

振
を
以
つ
て
発
症
す
、
次
い
で
二
三
日
後
に
多
く
は
悪
感
戦

懐
を
伴
う
四
十
二
度
に
も
達
す
る
高
熱
を
発
し
こ
の
頃
よ
り

出
血
性
傾
向
発
現
し
皮
下
溢
血
班
、
歯
報
出
血
、
虹
血
、
吐

血
、
下
血
を
来
し
著
名
な
る
貧
血
を
来
し
死
亡
す
、
此
の
間

頭
髪
の
完
全
脱
落
を
来
し
者
多
し
、
発
症
以
来
死
に
至
る
迄

概
ね
一
週
間
な
り
、
こ
れ
に
対
し
止
血
剤
ビ
タ
ミ
ン
C
剤
の

注
射
、
内
服
を
行
い
新
鮮
な
る
果
汁
を
投
与
す
る
も
無
効
な

り
き

…
余
等
は
今
次
障
害
を
急
性
過
激
性
放
射
障
害
な
り
と
判
断

す
、
全
て
放
射
線
障
害
の
人
体
に
於
け
る
発
現
は
波
状
性
に
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し
て
一
定
の
周
期
を
有
す
、
且
つ
早
期
に
発
現
す
る
症
状
と

　
　
　
　
　
　
後
期
に
発
現
す
る
も
の
と
あ
り
、
放
射
線
の
被
射
量
大
量
な

　
　
　
　
　
　
り
し
も
の
は
即
死
或
は
皮
膚
障
害
を
受
け
稿
小
量
な
り
し
も

　
　
　
　
　
　
の
は
消
化
器
型
乃
至
出
血
型
を
呈
し
た
る
も
の
な
ら
む
、
更

　
　
　
　
　
　
に
小
量
な
り
し
も
の
に
於
て
は
爾
今
何
ら
か
の
病
症
を
発
す

　
　
　
　
　
　
る
公
算
大
な
り
、
特
に
ウ
ラ
ン
原
子
の
爆
発
以
後
ラ
ジ
ウ
ム
、

　
　
　
　
　
　
ラ
ド
ン
等
放
射
性
物
質
が
現
場
に
残
留
し
あ
ら
ば
之
よ
り
発

　
　
　
　
　
　
す
る
放
射
線
に
よ
つ
て
障
害
を
被
む
る
虞
あ
り

O
創
　
　
傷
…
創
面
を
清
拭
し
ガ
ラ
ス
片
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
、
土
砂
或

　
　
　
　
　
　
い
は
木
片
等
の
異
物
を
除
去
し
、
移
開
せ
る
大
創
は
之
を
縫

　
　
　
　
　
　
合
し
そ
の
他
必
要
な
る
整
形
手
術
を
施
行
し
、
ヨ
ー
ド
チ
ン

　
　
　
　
　
　
キ
を
以
て
消
毒
し
之
に
も
亦
鉱
泉
温
浴
療
法
を
併
用
せ
り

O
骨
　
　
折
…
埋
没
の
為
骨
折
を
来
し
た
る
も
の
は
多
く
焼
死
し
た
る
を

　
　
　
　
　
　
以
て
骨
折
患
者
は
少
し
、
之
に
は
副
木
安
静
の
既
定
方
針
に

　
　
　
　
　
　
従
い
て
処
理
せ
り

○
脱
　
　
臼
…
無
し

O
打
　
　
撲
…
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
塗
布
療
法
を
行
う

○
混
合
型
…
上
記
の
各
型
の
混
合
せ
る
も
の
多
し

へ
、
治
療
の
成
績

O
鉱
泉
療
法
の
効
果
…
皮
膚
障
害
に
対
し
て
有
効
に
し
て
概
ね
二
週
間
に

　
　
　
　
　
　
し
て
殆
ん
ど
全
治
せ
り
、
こ
れ
を
併
用
せ
ざ
り
し
も
の
は
尚

　
　
　
　
　
　
肉
芽
面
よ
り
分
泌
液
を
出
し
つ
＼
あ
り
て
治
癒
速
度
に
著
明

　
　
　
　
　
　
な
る
差
異
を
認
む

○
内
科
型
障
害
…
に
対
し
て
は
試
み
た
る
手
段
全
て
無
効
に
終
れ
り

四

消
毒
衛
生
材
料
（
自
家
所
有
の
材
料
を
使
用
せ
り
）

　
　
綿
紗
　

五
反
（
一
反
は
十
米
）

　
　
脱
脂
綿
　
　
　
二
〇
〇
〇
瓦

　
　
巻
軸
帯
　
　
　
八
裂
一
反
、
六
裂
三
反
、
四
裂
一
反

　
薬
品

　
　
ア
ル
コ
ー
ル

　
　
オ
キ
シ
フ
ル

　
　
リ
バ
ノ
ー
ル
粉
末

　
　
マ
ー
キ
ュ
ロ
ク
ロ
ー
ム
粉
末

　
　
棚
酸
末

　
　
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ

　
　
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
鹸
液

　
　
植
物
性
油

　
注
射
液

　
　
ビ
タ
カ
ン
フ
ァ
ー

　
　
ヂ
ギ
タ
ミ
ン

　
　
ビ
ー
シ
タ
ミ
ン

　
　
メ
タ
ボ
リ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㏄

　
　
ト
ロ
ン
ボ
ー
ゲ
ン

　
　
ア
ク
ヂ
ゾ
ー
ル

　
内
服
薬

　
　
テ
ラ
ポ
ー
ル

　
　
フ
エ
ナ
セ
チ
ン

　
　
健
胃
散

　
　
炭
末

二
〇
〇
〇
㏄

　
五
〇
〇
㏄

　
　
五
〇
瓦

　
　
一
〇
瓦

　
　
五
〇
瓦

　
五
〇
〇
㏄

一
〇
〇
〇
㏄

一
〇
〇
〇
㏄

　
　
一
㏄
五
〇
本

　
　
一
㏄
二
〇
本

　
二
㏄
二
〇
本

（
1
㎎
）
三
〇
本

　
　
二
㏄
五
本

　
二
㏄
一
〇
本

　
三
〇
瓦

　
二
〇
瓦

　
五
〇
瓦

二
〇
〇
瓦
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重
曹

一
〇
〇
瓦

（
長
崎
医
学
会
雑
誌
七
一
巻
三
号
よ
り
）
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五
、

隊
員
の
給
与
及
び
輸
送

　
給
与
は
全
て
自
家
給
与
に
よ
れ
り
、
輸
送
は
全
て
徒
歩
に
し
て
車
輌
を

　
使
用
せ
ず

　
患
　
者

三
山
町

　
皮
膚
障
害

　
消
化
器
障
碍

　
血
液
障
害

　
一
般
外
傷

　
混
合
傷

川
平
町

　
皮
膚
障
害

　
消
化
器
障
害

　
血
液
障
害

　
一
般
外
傷

名
　
簿
（
姓
名
略
）

　
六
十
五
名

　
（
十
八
名
）

　
（
六
名
）

　
（
三
名
）

（
二
十
九
名
）

　
（
九
名
）

　
二
十
五
名

　
（
十
一
名
）

　
（
二
名
）

　
（
一
名
）

　
（
十
一
名
）

統
計

成
人

小
児

計

男

三
八

九

四
七

女

三
八

六

四
四

計

七
六

一
五

九
一


